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王
畿
「
蓬
萊
會
籍
申
約
」
訳
注

─
陽
明
門
下
の
講
会
活
動
記
録
を
読
む
（
一
）
─

	

小
路
口
　
　
　
聡

は
じ
め
に

　

王
畿
の
講
会
の
記
録
の
中
で
も
、『
龍
溪
王
先
生
會
語
』
に
所
収
の
「
會
語
」「
會
記
」
の
類
は
、
主
と
し
て
陽
明
門
下
の
学
ぶ
者
た

ち
に
よ
っ
て
、
講
会
の
場
で
行
わ
れ
た
議
論
を
整
理
・
編
修
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
講
会
に
参
加
し
た
陽
明
門
下
の
学
ぶ
者

た
ち
の
、
主
に
経
書
や
先
哲
の
言
葉
を
題
材
に
し
な
が
ら
、
学
ぶ
者
た
ち
が
互
い
の
「
致
良
知
」
の
工
夫
の
完
成
度
を
検
証
し
あ
う
具

体
的
実
践
の
記
録
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
か
な
り
高
度
で
、
難
解
な
哲
学
的
議
論
を
中
心
と
し
た
記
録
で
あ
っ
た（

1
（

。

　

そ
れ
に
対
し
て
、『
龍
溪
王
先
生
全
集
』
中
に
は
、「
会
籍
申
約
」「
会
約
」「
会
籍
」
と
い
っ
た
一
群
の
記
録
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら

は
、
陽
明
門
下
の
学
ぶ
者
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
参
加
し
て
い
た
、
個
々
の
地
域
に
根
ざ
し
た
講
会
そ
の
も
の
の
設
立
の
経
緯
や
趣
旨
、

そ
の
地
域
に
お
け
る
成
員
の
心
構
え
や
身
の
処
し
方
に
ま
で
言
及
し
た
会
則
・
規
約
の
記
録
で
あ
り
、
そ
の
講
会
が
開
か
れ
た
地
域
、

及
び
、
そ
こ
で
生
活
す
る
人
々
に
根
ざ
し
た
、
よ
り
具
体
的
で
、
切
実
な
「
学
び
」
の
実
践
記
録
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
う
し
た

一
群
の
記
録
は
、
明
代
中
晩
期
の
陽
明
門
下
の
学
者
た
ち
の
地
域
に
密
接
し
た
講
会
活
動
を
通
し
て
、
良
知
心
学
が
地
域
社
会
へ
と
浸
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透
し
て
ゆ
く
過
程
を
知
る
上
で
も
、
非
常
に
有
効
か
つ
貴
重
な
思
想
的
資
源
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

以
下
は
、『
龍
溪
王
先
生
全
集
』
巻
一
～
七
、
及
び
、
巻
十
五
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、「
会
籍
申
約
」「
会
籍
」「
会
約
」
の
一
覧
で
あ

る
。

　
　

会
籍
申
約
：
巻
二
「
建
初
山
房
會
籍
申
約
」、
巻
五
「
蓬
萊
會
籍
申
約
」

　
　

会　

籍　

：
巻
二
「
水
西
同
志
會
籍
」「
書
進
修
會
籍
」「
新
安
福
田
山
房
六
邑
會
籍
」

　
　
　
　
　
　
　

巻
七
「
書
太
平
九
龍
會
藉
」

　
　

会　

約　

：
巻
二
「
書
休
寧
會
約
」「
書
婺
源
同
志
會
約
」「
洪
都
同
心
會
約
」「
桐
川
會
約
」

　
　
　
　
　
　
　

巻
十
五
「
盟
心
會
約
」

　

ま
ず
は
、
こ
こ
に
挙
げ
た
王
畿
が
関
わ
っ
た
講
会
の
「
会
籍
」「
会
約
」
の
記
録
を
手
始
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根
ざ
し
た
、

陽
明
門
下
の
学
ぶ
者
た
ち
の
講
会
活
動
の
記
録
を
読
ん
で
い
き
た
い
。

一
、「
蓬
莱
会
」
に
つ
い
て

　

王
畿
は
、「
蓬
莱
会
申
約
」
の
中
で
、「
わ
れ
ら
が
蓬
莱
会
の
会
長
で
あ
る
季
彭
山
先
生
は
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
蓬

莱
会
は
、
も
と
も
と
季
彭
山
の
創
設
に
な
る
聚
会
で
あ
っ
た
。
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１
．
季
本
に
つ
い
て

　

蓬
莱
会
会
長
の
季
彭
山
は
、
季
本
。
字
は
明
徳
、
彭
山
は
そ
の
号
。 

越
の
会
稽
（
浙
江
省
紹
興
（
の
人
。
成
化
二
十
一
年
乙
巳

（
一
四
八
五
（
九
月
十
三
日
生
ま
れ
、
嘉
靖
四
十
二
年
癸
亥
（
一
五
六
三
（
四
月
二
十
九
日
没
。
享
年
七
十
九
歳（

2
（

。
王
陽
明
（
一
四
七
二

～
一
五
二
八
（
の
門
人
。
陽
明
よ
り
十
三
歳
年
少
、
そ
し
て
、
王
畿
（
一
四
九
八
～
一
五
八
三
（
よ
り
十
三
歳
年
長
で
あ
る
。
正
徳

十
二
（
一
五
一
七
（
年
丁
丑
の
進
士
。
時
に
三
十
三
歳
。
同
年
の
進
士
に
、
蔡
宗
衮
（
生
卒
年
未
詳
、
字
は
希
淵
（、
許
相
卿
（
一
四
七
九

～
一
五
五
七
、
字
は
伯
臺
（、
薛
侃
（
？
～
一
五
四
五
、
字
は
尚
謙
（、
陸
澄
（
生
卒
年
未
詳
、
字
は
原
靜
（
ら
が
い
る（

3
（

。

　

季
本
の
伝
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
を
参
照
し
た
。

　

・  

徐
渭
（
字
は
文
清
、
一
五
二
一
～
一
五
九
三
。
季
本
の
門
人
（「
師
長
沙
公
行
状
」。
最
も
詳
し
い
。『
徐
渭
集
』、
中
華
書
局
、

一
九
八
三
、六
四
三
～
六
五
〇
頁
。

　

・  

張
元
汴
（
字
は
子
藎
、
号
は
陽
和
、
一
五
三
八
～
一
五
八
八
（「
季
彭
山
先
生
伝
」。『
張
陽
和
先
生
不
二
齋
文
選
』
巻
五
、二
十
二

丁
表
～
二
十
七
丁
表
、
内
閣
文
庫
所
蔵
。
お
よ
び
、「
彭
山
季
先
生
碑
堂
記
」、
同
巻
四
、五
八
丁
表
～
六
一
丁
表
。

　

・
王
畿
「
祭
季
彭
山
文
」。『
王
畿
集
』
巻
十
九
（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
（、
五
七
五
頁
。

　

・『
会
稽
縣
志
』
に
も
小
伝
が
あ
る
。
天
一
閣
蔵
明
代
方
志
選
刊
続
編
・
二
八
、
上
海
書
店
。

　

・『
明
儒
学
案
』
巻
十
三
・「
浙
中
王
門
學
案
三
」。

　

・  『
王
學
編
年
』
の
「
一
五
六
三
年　

季
本
卒
」
の
条
に
、
徐
渭
・
黄
宗
羲
の
伝
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
李
光
地
・
錢
謙

益
な
ど
の
評
語
を
掲
載
。
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以
下
、
徐
渭
「
師
長
沙
公
行
状
」
を
も
と
に
、
師
の
王
陽
明
と
同
門
の
王
畿
と
の
交
流
を
中
心
に
、
季
本
の
事
績
を
簡
単
に
見
て
い

き
た
い
。

　

徐
渭
の
著
し
た
行
状
に
よ
れ
ば
、
季
本
が
王
陽
明
に
師
事
し
た
の
は
、
正
徳
七
（
一
五
一
二
（
年
十
二
月
に
、
陽
明
が
南
京
太
僕
寺

少
卿
に
昇
任
し
、
赴
任
の
途
に
会
稽
に
帰
省
し
た
際
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
季
本
は
、
正
徳
十
四
（
一
五
一
九
（
年
、
建
寧
府
推
官
に

任
ぜ
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
、
朱
宸
濠
の
乱
に
遭
遇
し
、
反
乱
軍
の
侵
入
を
、
閩
（
福
建
省
（
に
入
る
（
崇
安
（
分
水
関
で
防
ぎ
守
り
、

陽
明
の
反
乱
軍
討
伐
を
助
け
る
。
嘉
靖
二
（
一
五
二
三
（
年
、
監
察
御
史
を
授
け
ら
れ
る
も
、
罪
を
得
て
、
掲
陽
縣
（
広
東
省
東
南
（

主
簿
に
貶
謫
。
そ
の
間
、
郷
民
の
教
化
の
た
め
に
郷
約
を
挙
行
し
、
風
俗
が
大
い
に
興
起
す
る
。
陽
明
に
、「
掲
陽
縣
主
簿
季
本
郷
約

呈（
4
（

」
が
あ
る
。
ま
た
、
嘉
靖
九
（
一
五
二
八
（
年
に
、
陽
明
が
思
田
・
八
寨
を
平
定
し
た
際
に
も
、
陽
明
に
命
ぜ
ら
れ
て
、
兵
を
率
い

て
蛮
賊
の
平
定
に
あ
た
る
。
平
定
後
、
陽
明
に
献
策
し
、
事
後
処
理
に
当
た
っ
た
。
ま
た
、
陽
明
は
、
南
寧
に
敷
文
書
院
を
興
す
に
あ

た
っ
て
、
季
本
を
留
め
て
、
そ
の
主
教
と
し
、
住
民
の
教
育
に
あ
た
ら
せ
た
。
季
本
は
、
そ
こ
で
陽
明
の
良
知
心
学
を
人
々
に
講
じ
、

士
人
た
ち
を
啓
発
興
起
す
る
。
そ
の
功
績
に
つ
い
て
、
行
状
に
、「
南
寧
に
今
に
至
る
ま
で
王
陽
明
の
学
が
継
承
さ
れ
て
い
る
の
は
季

本
の
功
績
で
あ
る
」
と
あ
る
。
以
上
が
、
王
陽
明
と
の
接
点
の
主
な
も
の
で
あ
る
。

　

つ
づ
い
て
、
王
畿
と
の
接
点
に
つ
い
て
言
え
ば
、
季
本
の
提
唱
し
た
「
龍
惕
」
説
を
め
ぐ
る
論
争
が
有
名
で
あ
る
。
嘉
靖
十
五

（
一
五
三
六
（
年
、
季
本
は
「
龍
惕
書
」
を
作
り
、
こ
れ
を
鄒
東
廓
・
聶
豹
・
王
畿
（
三
十
九
歳
（・
錢
徳
洪
・
歐
陽
徳
な
ど
に
送
っ
て

い
る（

（
（

。「
龍
惕
」
説
提
唱
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
季
本
自
ら
「
是
の
時
、
方
に
慈
湖
楊
氏
の
説
よ
り
興
り
、
同
門
の
諸
友

0

0

0

0

0

、
多
む
ね
自

0

0

0

0

然
を
以
て
宗
と
為
し

0

0

0

0

0

0

0

0

、
生
を
以
て
性
と
言
い

0

0

0

0

0

0

0

0

、
欲
に
流
れ
て
知
ら
ざ
る
者
有
る
に
至
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
余0

、
竊
か
に
之
を
病
う

0

0

0

0

0

0

0

」（
（
（

と
述
べ
、
ま
た
、

そ
の
反
響
に
も
言
及
し
て
、「
雙
江
聶
氏
、
独
り
深
く
之
を
信
じ
、『
心
龍
』
の
説
を
為
し
て
、
其
の
義
を
発
す（

（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
王

門
に
お
い
て
、
大
き
な
論
議
を
巻
き
起
こ
し
た
。
王
畿
は
「
答
季
彭
山
龍
鏡
書
」（『
王
畿
集
』
巻
九
（
を
著
し
て
異
論
を
唱
え
て
い
る
。
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ま
た
、
鄒
東
廓
「
心
龍
説
贈
彭
山
季
侯
」（『
鄒
守
益
集
』
巻
八　

四
五
七
頁
（、
聶
豹
「
送
彭
山
季
子
擢
長
沙
序
」（『
聶
豹
集
』
巻
四

　

八
六
頁
（
と
も
「
劇
論（

（
（

」
を
交
わ
し
た
。
歐
陽
徳
「
答
季
彭
山
」（『
歐
陽
德
集
』
巻
三 

七
八
頁
（
な
ど
に
も
論
が
あ
る
。
ま
た
、

門
人
徐
渭
に
も
「
讀
龍
惕
書（

（
（

」
が
あ
る
。

　

張
陽
和
は
、「
季
彭
山
先
生
伝
」
の
中
で
、
そ
の
主
旨
に
つ
い
て
、「
其
の
吉
安
に
在
り
て
、
青
原
山
に
講
学
す
。
時
に
講
学
す
る
者
、

多
む
ね
自
然
を
以
て
宗
と
為
し
て
、
拘
検
を
厭
う
。［
彭
山
］
先
生
、
其
の
浸
や
く
師
門
の
旨
を
失
す
る
を
惧
れ
、
因
り
て
『
龍
惕
書
』

を
為つ
く

り
て
、
以
て
其
の
弊
を
挽ひ

く
。
大お
お
む
ね都

、
龍
を
以
て
心
を
喩
え
る
は
、
龍
の
警
惕
し
て
変
化
を
主
る
を
以
て
、
心
の
主
宰
、
常
に
惺

惺
た
る
を
喩
う
。
其
の
要
は
、
自
然
に
帰
す
る
も
、
而
れ
ど
も
、
功
を
用
い
る
は
、
則
ち
、
先
に
す
る
所
有
り（

（1
（

」
と
述
べ
た
上
で
、
そ

の
説
が
王
門
で
賛
否
両
論
を
巻
き
起
こ
し
た
こ
と
を
記
し
た
上
で
、
最
後
に
、「
余
、
先
生
の
龍
惕
書
を
読
み
て
、
竊
か
に
謂
え
ら
く
、

其
の
聖
賢
兢
業
の
意
を
得
て
、
大
い
に
新
建
（
王
陽
明
（
の
門
に
功
有
る
者
な
り（

（（
（

」
と
、
王
門
で
の
功
績
を
顕
彰
し
て
、
伝
を
締
め
く

く
っ
て
い
る
。
王
畿
と
の
問
答
の
中
で
も
、
張
陽
和
は
、「
忭
、
竊
か
に
彭
山
先
生
の
龍
惕
の
書
に
於
い
て
取
る
こ
と
有
り
。
亦
た
時

を
救
う
の
意
な
り
、
と（

（1
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
門
人
の
徐
渭
も
、
そ
の
執
筆
動
機
に
つ
い
て
、「
時
に
講
學
す
る
者
、
多
む
ね
慈

湖
の
説
に
習
い
て
、
自
然
を
以
て
宗
と
為
す
。［
季
彭
山
］
先
生
、
其
の
師
門
の
旨
を
失
す
る
を
惧お
そ

る
る
な
り
。
因
り
て
『
龍
惕
書
』

を
為
り
て
以
て
其
の
疑
似
を
辨
ず（

（1
（

」
と
述
べ
た
上
で
、
そ
の
論
争
の
顚
末
に
つ
い
て
は
、「
諸
同
志
、
稍
や
以
て
然
り
と
為
さ
ざ
れ
ば
、

則
ち
、
書
を
江
の
鄒
（
鄒
守
益
（・
聶
（
聶
豹
（、
暨お
よ

び
、
郷
の
錢
（
錢
德
洪
（・
王
（
王
畿
（
四
先
生
に
遺お
く

り
、
再
三
往
復
す
れ
ど
も
、

説
未
だ
定
ま
ら
ず
、
先
生
も
亦
た
其
の
説
の
動
く
こ
と
と
為
ら
ざ
る
を
自
信
す
。
久
し
く
し
て
諸
先
生
の
者
に
亦
た
多
む
ね
之
を
是
と

す（
（1
（

」
と
、
最
後
は
お
お
む
ね
許
容
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

　

季
本
の
「
龍
惕
説
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
荒
木
見
悟
氏
が
『
明
末
宗
教
思
想
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
七
九
（
の
第
五
章
「
仏
教
観
」

第
五
説
「
易
経
観
」
の
中
で
、
上
記
の
論
争
を
明
晰
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
吉
田
公
平
氏
も
、｢

季
彰
山
の
『
説
理
会
編
』
に
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つ
い
て（

（1
（

｣

の
中
で
、「
龍
惕
説
」
に
触
れ
、「
王
龍
溪
の
『
自
然
』
に
対
抗
し
て
、『
警
惕
』
を
主
張
し
た
こ
と
は
、
王
龍
溪
の
『
自
然
』

の
放
埒
を
嫌
う
聶
雙
江
な
ど
か
ら
は
好
意
的
に
評
価
さ
れ
は
し
た
が
、
こ
れ
を
旗
幟
に
建
て
て
こ
と
さ
ら
に
論
陣
を
張
り
一
派
を
醸
成

す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
」、「
特
に
強
烈
な
独
自
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
、
儒
学
徒
の
一
人
で
あ
っ
た
」、
ま
た
、「
歐
陽
南
野
・

鄒
東
廓
の
よ
う
に
講
学
会
で
重
き
を
な
す
と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た（

（1
（

」
と
評
し
て
い
る（

（1
（

。

　

ま
た
、
彼
の
思
想
を
窺
う
上
で
見
逃
せ
な
い
の
が
、
陽
明
門
下
と
し
て
は
「
別
格
」
と
も
い
う
べ
き
、
経
書
の
注
釈
書
を
多
く
残
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
徐
渭
や
張
陽
和
の
伝
に
拠
れ
ば
、
そ
の
著
書
は
、『
廟
制
考
義
』（
王
畿
序
（、『
春
秋
私
考
』、『
讀
礼
疑
圖
』、『
四

書
私
存
』、『
孔
子
圖
譜
』、『
樂
律
纂
要
』、『
律
呂
別
書
』、『
蓍
法
別
傳
』、『
説
理
会
編
』、『
詩
説
解
頤
』、『
易
學
四
問
』
の
全
十
一
種

百
二
十
巻
。

　

張
陽
和
は
、
陽
明
門
下
に
お
け
る
季
本
の
「
著
書
数
百
萬
言
」
の
意
図
を
述
べ
て
、「
先
生
、
蚤は
や

く
新
建
（
王
陽
明
（
の
致
良
知
の

旨
を
聞
く
。
既
に
浸
溢
し
、
後
の
學
ぶ
者
、
日
に
流
れ
て
虚
に
入
る
を
懼
る
る
な
り
。
乃
ち
、
身み
ず
から
其
の
敝
を
挽
か
ん
と
し
て
、
書
を

著
す
こ
と
數
百
萬
言
。
大お
お
む
ね都

、
考
索
を
精く
わ

し
く
し
、
実
践
に
務
め
、
以
て
新
建
未
だ
發
せ
ざ
る
の
緒
を
究
む
。
四
方
の
士
、
之
に
從
う

者
數
百
人（

（1
（

」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、『
萬
暦
会
稽
縣
志
』
の
小
伝
で
は
、「
萬
悉
、
故
を
破
り
、
新
を
出
す
も
、
卒
に
自
得
に

0

0

0

0

0

帰
す

0

0

」（
（1
（

と
言
う
。
一
方
で
、
清
の
錢
謙
益
は
、「
蓋
し
經
學
の
繆
に
三
つ
有
り
」
と
し
た
上
で
、「
解
経
の
繆
」、「
乱
経
の
繆
」、「
侮
経

の
繆
」
を
挙
げ
、
そ
の
第
一
の
「
解
経
の
繆
」
の
「
魁
さ
き
が
け」
と
し
て
季
本
の
名
を
挙
げ
て
、「
臆
見
を
以
て
『
詩
』『
書
』
を
考
え
、
杜
撰

を
以
て
［
春
秋
］
三
伝
を
竄な
お

し
、
鑿
空
瞽
説
す
る
は
、
則
ち
、
会
稽
の
季
氏
本
、
之
が
魁
為
り（

11
（

」
と
評
し
て
い
る（

1（
（

。

2
．「
蓬
莱
会
」
の
名
の
由
来
と
設
立
趣
旨
に
つ
い
て

　
『
季
彭
山
先
生
文
集
』
巻
二
に
、「
蓬
莱
会
約
序
」
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
季
本
は
、「
蓬
莱
会
」
の
名
の
由
来
を
述
べ
て
、
次
の
よ
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う
に
言
っ
て
い
る
。

越
城
（
紹
興
（
に
小
蓬
莱
山
が
あ
る
。
そ
れ
故
、
会
に
「
蓬
莱
」
の
名
を
冠
し
た
。
仙
境
の
意
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。
飄
然
と
し

て
俗
塵
を
脱
出
す
る
と
い
う
意
を
込
め
た
も
の
だ
が
、
笑
覧
下
さ
い
。

越
城
有
小
蓬
莱
山
。
故
名
會
曰
蓬
莱
、
取
其
為
仙
境
也
。
飄
然
出
塵
之
意
、
亦
見
可
笑
。

　

そ
の
会
名
が
喚
起
す
る
イ
メ
ー
ジ
や
含
意
に
反
し
て
、
王
畿
が
補
訂
し
た
「
蓬
莱
会
約
」
は
、「
徳
業
を
敦
く
す
」「
倹
約
を
崇
ぶ
」「
患

難
を
恤
う
」「
礼
節
を
修
む
」「
約
規
を
厳
し
く
す
」「
世
好
を
明
ら
か
に
す
」
の
六
つ
の
「
申
約
（
規
約
（」
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
容
易
に
窺
え
る
よ
う
に
、
極
め
て
現
世
的
・
現
実
的
な
道
徳
教
化
を
目
指
し
た
内
容
で
あ
る
。

　

ま
た
、
蓬
莱
会
設
立
の
契
機
に
つ
い
て
、
こ
の
章
の
冒
頭
で
も
見
た
よ
う
に
、
王
畿
は
、「
わ
れ
ら
が
蓬
莱
会
の
会
長
で
あ
る
季
彭

山
先
生
は
、
年
老
い
て
官
職
を
辞
し
、
著
述
の
か
た
わ
ら
に
、
昔
の
賢
者
の
洛
陽
耆
英
會
（
文
彦
博
（
と
香
山
の
九
老
會
（
白
居
易
（

に
な
ら
っ
て
、
同
志
た
ち
若
干
名
を
集
め
、
蓬
萊
の
会
を
主
催
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
季
本
自
身
。
そ
の
「
序
」
の
中
で
も
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

会
約
は
、
大
抵
、
耆
英
の
舊
を
踵ふ

み
て
、
之
を
損
益
す
。
齒よ
わ
いに

序
し
て
、
官
に
序
せ
ず
、
亦
た
洛
中
の
舊
俗
に
し
て
、
樂
天
よ
り

以
後
、
未
だ
改
む
る
こ
と
有
ら
ざ
る
な
り
。
古
意
、
猶
お
存
す
。
潞
公
の
樂
天
を
慕
う
こ
と
有
る
や
宜む
べ

な
る
か
。

會
約
大
抵
踵
耆
英
之
舊
而
損
益
之
。
序
齒
而
不
序
官
、
亦
洛
中
舊
俗
、
自
樂
天
以
後
未
有
改
也
。
古
意
猶
存
。
宜
潞
公
之
有
慕

於
樂
天
也
歟（

11
（

。
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こ
こ
で
「
耆
英
の
舊
を
踵
む
」
と
あ
る
「
耆
英
」
と
は
、
北
宋
の
文
彦
博
（
一
〇
〇
六
～
一
〇
九
七
。
字
は
寬
夫
、
文
潞
公
（
に
よ
っ

て
催
さ
れ
た
「
洛
陽
耆
英
会（

11
（

」
を
指
す
。
季
本
が
踏
襲
し
た
と
い
う
「
耆
英
の
舊
」
と
は
、
ま
ず
は
、「
倹
約
を
旨
と
し
、
重
職
に
あ

る
者
と
富
裕
な
者
を
排
除
す
る（

11
（

」
も
の
で
あ
っ
た
。「
倹
約
」
に
つ
い
て
は
、「
申
約
」
の
（
二
（「
崇
儉
約
（
儉
約
を
崇
ぶ
（」
に
受
け

継
が
れ
て
い
る
。「
序
齒
不
序
官
」
に
つ
い
て
は
、
も
と
は
白
居
易
の
詩
題（

11
（

の
中
の
「
尚
歯
之
会
」
に
由
来
す
る
語
句
で
あ
り
、
司
馬

光
「
洛
陽
耆
英
十
二
老
會
序
」
に
も
、「
洛
中
の
舊
俗
、
燕
私
し
て
相
聚
ま
り
、
齒よ
わ
いに
序
し
て
官
に
序
せ
ず
、
樂
天
の
會
よ
り
已
に
然

り（
11
（

」
と
見
え
る
。
ま
た
、
司
馬
光
「
真
率
会
約
」
に
も
、「
一
つ
、
齒よ
わ
いに

序
し
て
官
に
序
せ
ず
。
一
つ
、
為
に
具
さ
に
簡
素
に
務
む（

11
（

」

と
あ
る
。
季
本
の
序
に
、「
樂
天
よ
り
以
後
、
未
だ
改
む
る
こ
と
有
ら
ざ
る
な
り
」
と
言
う
よ
う
に
、
彼
の
「
蓬
莱
会
」
も
ま
た
、
白

居
易
以
来
の
伝
統
を
「
踵
む
」
も
の
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
季
本
が
、
会
に
托
し
た
「
意
」（
王
畿
（
と
は
何
か
。
中
尾
健
一
郎
氏
は
、「
尚
齒
（
齒よ
わ
いを
尚た
つ
とぶ
（」
の
意
味
に
つ
い
て
、「
官

位
と
関
係
な
く
年
長
者
を
尊
ぶ
集
い
で
あ
っ
た
が
、
視
点
を
変
え
れ
ば
、
官
界
で
の
浮
沈
に
苦
し
む
人
物
に
平
安
を
与
え
る
も
の
で
も

あ
っ
た
」（『
古
都
洛
陽
と
唐
宋
文
人
』、
三
三
八
頁
（
と
分
析
す
る
。

　

ま
た
、
次
の
指
摘
も
極
め
て
興
味
深
い
。

「
洛
陽
で
十
五
年
も
閑
職
に
留
ま
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
司
馬
光
」
の
よ
う
に
、「
官
途
で
意
を
得
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

士
大
夫
た
ち
が

そ
の
挫
折
感
を
忘
れ
、
政
治
的
な
束
縛
か
ら
自
由
に
な
ろ
う
と
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

営
み
と
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。」（
同
上
、

三
四
〇
頁
。　

＊
傍
点
は
筆
者
。
以
下
同
じ
。（
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北
宋
時
代
の
士
大
夫
た
ち
に
と
っ
て
、
杜
衍
や
欧
陽
脩
の
よ
う
に
耆
老
会
を
開
く
と
い
う
こ
と
は
、
言
う
な
れ
ば
白
居
易
以
来
の

名
利
に
と
ら
わ
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

文
人
の
系
譜
に
列
な
る
行
為
で
あ
り
、
大
き
な
喜
び
と
栄
誉
感
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
政

0

0

0

0

治
的
に
は
不
遇
で
あ
っ
て
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
悠
久
の
歴
史
を
持
つ
古
都
洛
陽
で
白
居
易
や
欧
陽
脩
と
同
じ
く
耆
老
会
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、

司
馬
光
を
は
じ
め
洛
陽
の
士
大
夫
た
ち
は
誇
り
を
覚
え
、
楽
し
み
を
見
出
し
た
は
ず
で
あ
る
。（
同
上
、
三
四
〇
頁
（

　

季
本
は
、
そ
の
「
会
約
序
」
に
お
い
て
、「
飄
然
と
し
て
出
塵
の
意
あ
り
」
と
言
い
、
更
に
、
そ
れ
を
受
け
る
か
た
ち
で
、
王
畿
が
「
意

は
、
蓋
し
在
る
有
る
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
「
意
」
の
あ
り
か
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
掲
陽
・
辰
州
と
、
師
の
王
陽
明
の
貶
謫
の
地
の
跡
を
追
う
か
の
よ
う
に
、
度
重
な
る
貶
謫
の
憂
き
目
を
味
わ
っ
た
季
本
の
不
遇
な

生
涯
と
重
ね
合
わ
せ
た
時
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
が
、
今
は
示
唆
す
る
に
止
め
た
い
。

　

季
本
の
『
全
集
』
に
は
、
そ
の
序
を
載
せ
る
の
み
で
、「
蓬
莱
会
約
」
そ
の
も
の
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
以
下
で
読
む
「
蓬
莱
会

籍
申
約
」
六
条
の
冒
頭
の
「
原
議
」
の
部
分
が
そ
れ
に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
中
純
夫
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

11
（

よ
う
に
、

王
畿
が
、
ど
こ
を
ど
う
補
訂
し
た
の
か
、
季
本
の
原
「
会
約
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
る

い
は
、
地
方
志
を
丁
寧
に
探
せ
ば
、
見
つ
か
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
未
調
査
で
あ
る
。
な
お
、
上
に
挙
げ
た
種
々
の
伝
記
に
も
、
こ

の
季
本
が
創
設
し
た
「
蓬
莱
会
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

4
．
王
畿
の
「
蓬
莱
会
」

　

そ
れ
で
は
、
季
本
の
「
蓬
莱
会
」
を
引
き
継
い
だ
王
畿
の
新
生
「
蓬
莱
会
」
は
、
い
か
な
る
聚
会
で
あ
っ
た
の
か（

11
（

。
以
下
、
章
を
改
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め
、「
蓬
萊
會
籍
申
約
」
を
読
ん
で
い
き
た
い
。

注

（
1
（　
『
龍
溪
王
先
生
會
語
』
全
六
巻
に
つ
い
て
は
、
筆
者
を
代
表
者
と
す
る
科
研
「
王
畿
の
良
知
心
学
と
明
末
の
講
学
活
動
に
関
す
る
発
展
的

研
究
」（
科
研
番
号
：2（3（00（2 

（
グ
ル
ー
プ
で
、
す
で
に
全
巻
の
訳
注
を
完
成
さ
せ
、
現
在
、
そ
の
刊
行
に
向
け
て
、
準
備
中
で
あ
る
。

（
2
（　

徐
渭
「
師
長
沙
公
行
状
」『
徐
渭
集
』
巻
二
十
七
、
中
華
書
局
、
一
八
九
三
、
六
四
九
頁
。

（
3
（　
「
王
陽
明
年
譜
」
正
徳
十
二
年
の
条
。
呉
光
・
銭
明
他
編
校
、
新
編
本
『
王
陽
明
全
集
』
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
二
四
九
頁
。

（
4
（　
『
王
陽
明
全
集
』
巻
十
八
、
六
六
九
頁
。

（
（
（　

呉
震
『
明
代
知
識
界
講
學
活
動
繋
年 1（22-1（02

』「
嘉
靖
十
五
年
丙
申
（
一
五
三
六
年
（」
の
条
、
学
林
出
版
、
二
〇
〇
四
、
七
三
頁
。

（
（
（　

季
本
「
贈
都
閫
楊
君
擢
清
浪
參
將
序
」『
季
彭
山
先
生
文
集
』
巻
一
、
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
10（
、
一
九
八
八
、
八
四
九
頁
。

（
（
（　

同
前
注
。

（
（
（　

王
畿
「
答
季
彭
山
龍
鏡
書
」
に
、「
聞
與
東
廓
雙
江
諸
友
曾
劇
論
、
並
往
一
通
質
之
」
と
あ
る
。

（
（
（　
『
徐
文
長
三
集
』
巻
二
十
九
・
雜
著
。『
徐
渭
集
』、
六
七
七
～
九
頁
。

（
10
（　
「
季
彭
山
先
生
傳
」『
楊
張
和
不
二
齋
文
選
』
巻
五
、
二
十
四
丁
裏
～
二
十
五
丁
表
。
内
閣
文
庫
藏
。

（
11
（　

同
前
注
。
二
十
六
丁
裏
～
二
十
七
丁
表
。

（
12
（　
「
書
同
心
册
後
語
（
與
陽
和
張
子
問
答
（」『
龍
溪
會
語
』
巻
六
、『
王
畿
集
』、
七
八
四
頁
。

（
13
（　

徐
渭
「
師
長
沙
公
行
状
」、
六
四
六
～
七
頁
。

（
14
（　

同
前
注
。

（
1（
（　
『
大
久
保
隆
郎
教
授
退
官
紀
念
論
集　

漢
意
と
は
何
か
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
一
（
所
収
。
後
に
、『
中
国
近
世
の
心
学
思
想
』（
研
文
出
版
、

二
〇
一
三
（
に
収
録
。
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（
1（
（　
『
中
国
近
世
の
心
学
思
想
』、
三
五
四
頁
。

（
1（
（　

季
本
「
龍
惕
説
」
と
そ
の
王
門
に
お
け
る
影
響
に
つ
い
て
専
門
的
に
論
じ
た
論
攷
と
し
て
は
、
朱
湘
鈺
「
雙
江
獨
信
『
龍
惕
説
』
考
辨
」（『
中

國
文
哲
研
究
集
刊
』
第
三
十
六
期
、
二
〇
一
〇
（
が
あ
る
。

（
1（
（　
「
彭
山
季
先
生
祠
堂
碑
」『
張
陽
和
不
二
齋
文
選
』
巻
四
、
五
十
八
丁
表
。

（
1（
（　
『
会
稽
縣
志
』（
天
一
閣
蔵
明
代
方
志
選
刊
続
編
・
二
八
、
上
海
書
店
（、
四
七
九
頁
。

（
20
（　
『
牧
齋
有
學
集
』
巻
十
七
「
頼
古
堂
文
選
序
」。『
王
学
編
年
』
三
六
六
頁
所
引
。

（
21
（　

そ
の
他
、
季
本
の
経
学
関
係
の
研
究
と
し
て
は
、
日
本
の
も
の
で
は
、
水
野
実
「
季
本
の
『
大
学
』
改
訂
本
再
考
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』

第
十
二
号
、
一
九
九
五
年
（
に
お
い
て
「
大
学
私
存
」
を
考
察
し
、
季
本
は
「
心
学
者
で
あ
る
よ
り
む
し
ろ
経
学
者
で
あ
っ
た
」
と
評
し
て

い
る
。
ま
た
、
季
本
の
経
学
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
は
、
水
野
実
「
季
本
の
『
大
学
私
存
』
の
本
文
構
造
と
意
味
」（『
斯
文
』
10（
、
一
九

九
八
（、
西
口
智
也
「
季
本
の
詩
經
觀
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
1
分
冊 

（
4（
（、
一
九
九
九
（、
三
澤
三
知
夫
「
季

本
の
易
学
─
─
『
易
学
四
同
』
を
中
心
に
」（『
専
修
人
文
論
集
』
（3
号
、
二
〇
〇
八
（、
水
野
実
・
阿
部
光
麿
訳
「『
論
語
私
存
』
訳
注
」（
１
（

～
（
８
（（『
防
衛
大
学
校
紀
要
』
人
文
科
学
分
冊
101
号
～
10（
号
、
二
〇
一
〇
年
九
月
～
二
〇
一
四
年
三
月
（
な
ど
が
あ
る
。

（
22
（　
「
蓬
莱
會
約
序
」『
季
彭
山
先
生
文
集
』
巻
二
、
八
七
二
頁
。
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
10（
所
収
。

（
23
（　

洛
陽
耆
英
会
に
つ
い
て
は
、
中
尾
健
一
郎
『
古
都
洛
陽
と
唐
宋
文
人
』
第
十
一
章
「
北
宋
の
耆
老
会
」
の
「
四　

煕
寧
・
元
豊
年
間
の
洛

陽
に
お
け
る
耆
老
会
と
司
馬
光
」（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
（
を
参
照
。
ま
た
、
劉
馨
珺
「
北
宋
洛
陽
耆
英
會
：
從
碑
銘
談
士
大
夫
的
交
往

活
動
」（
國
立
政
治
大
學
『
歷
史
學
報
』
第
30
期
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
（
を
参
照
。

（
24
（　
『
古
都
洛
陽
と
唐
宋
文
人
』、
三
三
二
頁
。
傍
点
筆
者
。

（
2（
（　
「
胡
吉
鄭
劉
盧
張
等
六
賢
、
皆
多
年
壽
。
予
亦
次
焉
。
偶
於
弊
居
合
成
尚
齒
之
會
。
七
老
相
顧
、
既
醉
且
歡
。
靜
而
思
之
、
此
會
稀
有
。

因
成
七
言
六
韻
以
紀
之
、
傳
好
事
者
」（『
白
楽
天
詩
選
』
下
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
四
、
三
四
七
頁
（。

（
2（
（　

司
馬
光
「
洛
陽
耆
英
十
二
老
會
序
」（
元
豊
五
年
正
月
作
（『
増
広
司
馬
温
公
文
集
』
巻
九
十
六
。
内
閣
文
庫
所
蔵
本
、
汲
古
書
院
、
一
九
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九
三
年
、
三
一
六
頁
。
ま
た
、
木
田
知
生
『
司
馬
光
と
そ
の
時
代
』
白
帝
社
、
一
九
九
四
、
二
五
九
～
二
六
二
頁
参
照
。

（
2（
（　
（
明
（
馬
巒
編
『
司
馬
光
年
譜
』「
六
年
癸
亥
（
一
〇
八
三
（、
公
年
六
十
五
歳
」
の
条
に
引
く
（
中
華
書
局
、
一
九
九
六
、
三
七
八
頁
（。「
真

率
会
」
に
つ
い
て
は
、
中
尾
、
三
三
二
～
八
頁
参
照
。

（
2（
（　

中
純
夫
「
王
畿
の
講
学
活
動
」（『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
20
号
、
一
九
九
七
、
三
七
頁
（

（
2（
（　

そ
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
前
注
の
中
氏
の
論
文
を
参
照
。
な
お
、
そ
の
中
で
、
中
氏
は
、
季
本
の
蓬
莱
会
の
意
を
継
承
し
た
王
畿
の
「
蓬

莱
会
籍
申
約
」
の
性
格
に
つ
い
て
、
内
容
的
に
は
、
当
時
、
浙
江
地
方
に
多
数
存
在
し
て
い
た
詩
社
の
「
社
約
」
に
「
多
分
に
共
通
点
を
持
」

つ
も
の
で
、
後
の
東
林
党
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
対
社
会
的
能
動
性
」
は
「
希
薄
」
で
、
多
分
に
「
俗
事
に
超
然
と
し
て
老
境
を
楽
し
む
」

と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
た
だ
し
、
中
氏
は
、
王
畿
の
全
て
の
講
会
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
、

と
も
言
う
（
三
八
頁
（。

二
、「
蓬
萊
會
籍
申
約
」
訳
注

　
「
蓬
萊
會
籍
申
約
」
は
、『
龍
溪
王
先
生
全
集
』
巻
五
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
底
本
に
つ
い
て
は
、
呉
震
編
校
整
理
『
王
畿
集
』（
陽

明
後
学
文
献
叢
書
」
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
（
所
収
の
も
の
を
使
用
し
た
。
な
お
、
訓
読
に
あ
た
っ
て
は
、
和
刻
本
近
世
漢
籍
叢
刊
・

思
想
続
編
『
龍
溪
王
先
生
全
集
』
上
（
中
文
出
版
社
、
一
九
七
五
（
を
参
考
に
し
、
適
宜
あ
ら
た
め
た
。

　

原
文
、
書
き
下
し
、
現
代
日
本
語
訳
、
訳
注
の
順
と
す
る
。
訳
注
は
煩
瑣
に
な
る
の
で
、
語
注
は
必
要
最
低
限
と
し
、
主
に
固
有
名

詞
と
出
典
を
中
心
と
し
た
が
、
王
畿
の
良
知
心
学
の
主
要
概
念
に
つ
い
て
は
、『
龍
溪
會
語
』、『
全
集
』
か
ら
用
例
を
挙
げ
た
。
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蓬
萊
會
籍
申
約

士
君
子
立
身
天
地
間
、
惟
出
與
處
而
已
。
出
則
發
爲
經
綸
、
思
以
兼
善
天
下
。
處
則
蘊
爲
康
濟
、
思
善
其
郷
以
先
細
民
。
未
嘗
無
所
事

事
。
若
徒
輕
肥
蕩
恣
、
虚
生
虚
死
、
甘
與
草
木
同
朽
腐
、
是
下
流
凡
夫
也
、
能
無
恥
乎
。

士
君
子
、
身
を
天
地
の
間
に
立
つ
る
や
、
惟
だ
出
と
處
と
の
み
。
出
づ
る
と
き
は
則
ち
發
し
て
經
綸
を
爲
し
、
以
て
兼
ね
て
天
下
を
善

く
せ
ん
こ
と
を
思
う
。
處
る
と
き
は
則
ち
蘊つ

み
て
康
濟
を
爲
し
、
其
の
郷
を
善
く
し
て
以
て
細
民
に
先
ん
ぜ
ん
こ
と
を
思
う
。
未
だ
嘗

て
事
を
事
と
す
る
所
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
徒
ら
に
輕
肥
蕩
恣
し
、
虚
生
虚
死
し
て
、
甘
ん
じ
て
草
木
と
朽
腐
を
同
じ
く
す
る
が
若
き
は
、

是
れ
下
流
の
凡
夫
な
り
。
能
く
恥
づ
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
。

士
君
子
が
天
地
の
間
に
お
い
て
身
を
立
て
る
に
は
、
出
仕
す
る
か
隠
処
す
る
か
の
ど
ち
ら
か
だ
。
出
仕
す
る
と
き
は
、
積
極
的
に
国
家

の
経
営
に
勤
め
、
ひ
ろ
く
天
下
に
善
を
実
現
し
よ
う
と
思
う
。
隠
処
す
る
と
き
は
、
徳
を
積
ん
で
民
を
安
撫
救
済
し
、
自
分
の
住
む
郷

村
（
地
域
社
会
（
に
善
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
細
民
た
ち
の
手
本
と
な
ろ
う
と
思
う
。
決
し
て
無
為
に
過
ご
し
て
は
い
け
な
い
。
い
た

ず
ら
に
贅
沢
を
し
、
欲
望
の
お
も
む
く
ま
ま
に
、
虚
し
く
一
生
を
終
え
、
草
木
と
同
じ
よ
う
に
、
た
だ
朽
ち
果
て
る
の
を
待
つ
だ
け
の

生
き
方
な
ど
は
、
下
流
の
凡
夫
の
す
る
こ
と
だ
。
恥
じ
な
い
で
い
ら
れ
よ
う
か
。

○
惟
出
與
處
而
已
＝
『
易
』
繋
辞
上
伝
に
、「
子
曰
、
君
子
之
道
、
或
出
或
處
、
或
默
或
語
。
二
人
同
心
、
其
利
斷
金
。
同
心
之
言
、

其
臭
如
蘭
。」
を
踏
ま
え
る
。　

〇
兼
善
天
下
＝
『
孟
子
』
尽
心
上
篇
に
、「
古
之
人
得
志
、
澤
加
於
民
。
不
得
志
、
脩
身
見
於
世
。
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窮
則
独
善
其
身
、
達
則
兼
善
天
下
（
古
の
人
、
志
を
得
れ
ば
、
澤
は
民
に
加
わ
る
。
志
を
得
ざ
れ
ば
、
身
を
脩
め
て
世
に
見
わ
る
。

窮
す
る
と
き
は
則
ち
獨
り
其
の
身
を
善
く
し
、
達
す
る
と
き
は
則
ち
兼
ね
て
天
下
を
善
く
す
、
と
（」と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。「
窮

則
独
善
其
身
、
達
則
兼
善
天
下
」
は
、
白
楽
天
も
信
奉
し
実
践
し
た
（
金
谷
治
『
孟
子
』
四
四
〇
頁
、
中
国
古
典
選
、

一
九
六
六
（。　

〇
安
撫
＝
民
衆
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
治
め
る
。　

○
經
綸
＝
『
易
』
屯
卦
に
、「
雲
雷
屯
、
君
子
以
経

綸
。」
朱
熹
の
本
義
に
、「
經
綸
、
治
絲
之
事
。
經
引
之
、
綸
理
之
也
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
中
庸
章
句
』
に
、「
唯
天
下
至
誠
、

為
能
經
綸
天
下
之
大
經
、
立
天
下
之
大
本
、
知
天
地
之
化
育
。」
そ
の
朱
注
に
、「
經
綸
、
皆
治
絲
之
事
。
經
者
、
理
其
緒
而
分
之
。

綸
者
、
比
其
類
而
合
之
也
。
經
、
常
也
。
大
經
者
、
五
品
之
人
倫
。
大
本
者
、
所
性
之
全
體
也
。
惟
聖
人
之
德
極
誠
無
妄
。
故
於

人
倫
各
盡
其
當
然
之
實
、
而
皆
可
以
爲
天
下
後
世
法
。
所
謂
經
綸
之
也
。」
と
あ
る
の
を
参
照
。　

○
康
濟
＝
『
漢
語
大
詞
典
』（
以

下
、『
漢
語
』（
に
、
①
安
撫
救
助
。『
書
経
』
蔡
仲
之
命
の
「
康
濟
小
民
、
率
自
中
」
を
引
く
。 

②
安
民
済
世
。『
北
齊
書
』
武

帝
紀
に
、「
君
有
康
済
才
、
終
不
徒
然
」
と
あ
る
を
引
く
。　

○
事
事
＝
問
題
と
し
て
扱
い
、
処
理
す
る
。
做
事
。　

○
輕
肥
＝
「
軽

裘
肥
馬
」
の
略
。
富
貴
の
象
徴
。『
論
語
』
雍
也
篇
に
、「
赤
之
適
斉
、
乗
肥
馬
、
衣
軽
裘
。
吾
聞
之
也
。
君
子
周
急
、
不
繼
富
。」

に
基
づ
く
。
朱
注
に
、「
乘
肥
馬
、
衣
輕
裘
、
言
其
富
也
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
漢
語
』
に
、「
後
に
、
軽
裘
肥
馬
で
、
富
貴
豪
華

な
生
活
の
比
喩
と
す
る
」
と
あ
る
。　

〇
能
無
～
＝
反
問
語
。「
猶
能
不
～
」。『
論
語
』
子
罕
篇
に
、「
法
語
之
言
、
能
無
從
乎
。」

【
参
考
①
】「
雲
間
樂
聚
冊
後
語
」
に
、
こ
の
段
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
文
章
が
あ
る
。「
越
中
舊
有
小
蓬
萊
會
、
大
都
士
君
子
立
身
天

地
間
、
出
與
處
而
已
。
出
則
發
爲
經
綸
、
思
行
其
所
學
以
兼
善
天
下
。
處
則
蘊
爲
康
濟
、
思
善
其
身
以
先
細
民
。
未
嘗
無
所
事
事
。

若
惟
借
冠
裳
、
假
面
貌
、
輕
肥
蕩
恣
、
役
役
終
身
、
甘
與
草
木
同
朽
腐
、
名
爲
士
流
、
實
則
凡
夫
之
不
如
也
。
可
恥
、
孰
甚
焉
。

申
六
事
之
戒
、
示
有
終
也
。」（『
王
畿
集
』
巻
十
五
、四
一
四
頁
（
→
【
参
考
③
・
④
】
に
続
く
。
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吾
會
長
彭
山
先
生
、
年
老
懸
車
、
著
述
之
暇
、
仿
於
昔
賢
洛
社
香
山
、
集
諸
同
志
若
干
人
、
爲
蓬
萊
之
會
、
意
蓋
有
在
也
。
會
約
凡
六

條
、
立
法
之
意
頗
善
。
初
行
甚
肅
、
浸
久
約
弛
。
兼
之
存
歿
、
更
代
不
常
、
漸
至
於
蠱
。
文
具
徒
存
、
儆
戒
相
成
之
意
隱
矣
。
識
者
病

焉
。

吾
が
會
長
彭
山
先
生
、
年
老
い
て
車
を
懸
け
、
著
述
の
暇
、
昔
賢
の
洛
社
香
山
に
仿な
ら

い
て
、
諸
同
志
若
干
人
を
集
め
、
蓬
萊
の
會
を
爲

す
。
意
、
蓋
し
在
る
こ
と
有
る
な
り
。
會
約
凡
て
六
條
、
立
法
の
意
、
頗
る
善
し
。
初
め
行
い
て
甚
だ
肅つ
つ
しめ

る
も
、
浸よ
う

や
く
久
し
く
し

て
約
弛ゆ
る

む
。
之
を
兼
ね
て
存
歿
更
代
し
て
常
な
ら
ず
、
漸よ
う

や
く
蠱
に
至
る
。
文
具
徒た

だ
存
す
る
の
み
に
し
て
、
儆
戒
相
成
す
の
意
、
隱

れ
た
り
。
識
者
、
焉こ
れ

を
病う
れ

う
。

わ
れ
ら
が
蓬
莱
会
の
会
長
で
あ
る
季
彭
山
先
生
は
、
年
老
い
て
官
職
を
辞
し
、
著
述
の
合
間
に
、
昔
の
賢
者
の
洛
陽
耆
英
會
と
香
山
の

九
老
會
に
な
ら
っ
て
、
同
志
た
ち
若
干
名
を
集
め
、
蓬
萊
の
会
を
作
っ
た
。
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
会
約
」
の
全
六

条
の
規
則
制
定
の
主
旨
は
と
て
も
立
派
で
あ
る
。［
た
だ
］
当
初
は
非
常
に
厳
粛
に
実
行
さ
れ
て
い
た
が
、
時
が
経
る
に
つ
れ
て
し
だ

い
に
拘
束
も
ゆ
る
ん
で
き
た
。
そ
の
上
、
存
亡
交
代
し
て
常
な
ら
ず
、
し
だ
い
に
蠱
（
崩
壊
（
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
空
文
化
し
た
条

文
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
、
た
が
い
に
い
ま
し
め
あ
う
と
い
う
意
識
も
鳴
り
を
潜
め
て
し
ま
っ
た
。
識
者
た
ち
は
、
こ
れ
を
憂
慮
し
た
。

〇
彭
山
先
生
＝
季
本
。
本
論
（
一
（
の
「
1
．
季
本
に
つ
い
て
」
を
参
照
。　

〇
懸
車
＝
官
職
を
退
く
こ
と
。
七
十
歳
の
別
称
。

昔
は
七
十
歳
で
退
官
し
た
。『
漢
書
』
薛
廣
德
伝
、
及
び
『
白
虎
通
』
致
仕
に
基
づ
く
。　

〇
意
蓋
有
在
也
＝
季
本
の
「
会
約
序
」
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に
、「
越
城
有
小
蓬
莱
山
。
故
名
會
曰
蓬
莱
、
取
其
為
仙
境
也
。
飄
然
出
塵
之
意
、
亦
見
可
笑
。」
と
あ
る
。
ま
た
、「
余
輩
七
人
、

居
越
城
、
聞
韓
公
温
公
之
風
而
興
起
、
亦
相
約
為
會
」
と
あ
る
。
会
の
成
員
に
対
し
て
は
、
官
位
に
よ
る
序
列
で
は
無
く
、
年
齢

に
よ
っ
て
序
列
を
設
け
た
。
こ
れ
が
洛
陽
の
旧
俗
で
あ
る
と
す
る
。
本
論
（
一
（
の
2
「
蓬
莱
会
の
名
の
由
来
と
設
立
趣
旨
に
つ

い
て
」、
及
び
、
次
注
参
照
。　

〇
昔
賢
洛
社
香
山
＝
「
洛
」
は
洛
陽
。「
洛
社
」
は
、
文
彦
博
（
一
〇
〇
六
～
一
〇
九
七
、
字
は

寬
夫
。
文
潞
公
。
北
宋
の
宰
相
（に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た「
洛
陽
耆
英
会
」を
指
す
。「
香
山
」は
、
中
唐
の
詩
人 

白
居
易（
七
七
二

～
八
四
六
、
字
は
樂
天
（
の
号
。
河
南
省
洛
陽
の
南
龍
門
山
の
東
に
あ
る
山
の
名
に
因
む
。
白
居
易
も
、
洛
陽
で
「
尚
齒
会
」
を

開
催
し
た
。「
尚
齒
」
は
「
齒よ
わ
いを

尚
ぶ
」、
す
な
わ
ち
、
老
人
を
尊
ぶ
の
意
。「
齒
に
序
し
て
、
官
に
序
せ
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、「
官

位
と
は
関
係
な
く
年
長
者
を
尊
ぶ
集
い
」
を
開
催
し
た
。
そ
の
後
、
洛
陽
で
は
、
北
宋
の
「
五
老
会
」「
九
老
会
」「
耆
老
会
」
な

ど
、
白
楽
天
の
「
尚
齒
会
」
に
因
ん
で
、
退
役
し
た
士
大
夫
た
ち
を
中
心
に
、
詩
を
賦
し
、
酒
を
飲
ん
で
、
老
境
を
楽
し
む
会
が
、

頻
繁
に
開
催
さ
れ
た
。
文
彥
博
の
「
洛
陽
耆
英
会
」
や
、
司
馬
光
（
一
〇
一
九
～
一
〇
八
六
、
字
は
君
實
（
の
「
真
率
会
」
な
ど

も
、
そ
の
系
譜
に
属
す
る
。「
真
率
会
」
の
名
称
は
、『
宋
書
』
陶
潜
伝
に
由
来
す
る
。
彼
ら
は
、
主
に
「
倹
約
」
と
「
簡
素
」
を

旨
と
し
、
清
貧
を
尊
び
、
貴
顕
富
裕
の
者
の
参
加
を
許
さ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
司
馬
光
「
洛
陽
耆
英
十
二
老
會
序
」
に
、「
昔

白
樂
天
在
洛
、
與
高
年
者
八
人
遊
。
時
人
慕
之
、
爲
九
老
圖
、
傳
於
世
。
宋
興
、
洛
諸
侯
繼
而
爲
之
者
、
凡
再
矣
。
皆
圖
形
。

…
…
元
豊
中
、
文
潞
公
（
文
彦
博
（
留
守
西
都
。
韓
国
富
公
（
富
弼
（
納
政
在
里
第
。
自
餘
士
大
夫
以
老
自
逸
於
洛
者
、
時
爲
多
。

潞
公
謂
韓
公
曰
、
凡
所
爲
慕
於
樂
天
者
、
以
其
志
趣
高
逸
也
。
奚
必
數
與
地
之
襲
焉
。
一
旦
悉
集
士
大
夫
老
而
賢
者
。
於
韓
公
之

第
、
置
酒
相
樂
。
賓
主
凡
十
有
一
人
、
既
而
圖
形
妙
覺
僧
舎
。
時
人
謂
之
洛
陽
耆
英
。」（『
増
広
司
馬
温
公
文
集
』
巻

九
十
六
、三
一
六
頁
（
と
あ
る
。　

〇
同
志
若
干
人
＝
季
本
の
「
蓬
莱
會
約
序
」
に
は
、
以
下
の
七
人
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。「
致

仕
」
し
た
者
五
人
、「
明
州
商
君
・
白
峰
馬
君
・
亭
峰
虞
君
・
望
梅
髙
君
・
信
吾
趙
君
」。
そ
し
て
、「
仕
版
」
に
在
る
者
二
人
「
石
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溪
鈕
君
・
内
山
張
君
」
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。　

〇
蠱
＝
本
文
次
段
に
あ
る
よ
う
に
『
易
』
蠱
卦
を
踏
ま
え
る
。
卦
辞
に
、「
蠱
、

元
亨
。
利
渉
大
川
。
先
甲
三
日
、
後
甲
三
日
。」
と
あ
る
。
朱
熹
の
本
義
に
、「
前
事
過
中
而
將
壞
、
則
可
自
新
以
爲
後
事
之
端
、

而
不
使
至
於
大
壞
。
後
事
方
始
而
尚
新
、
然
更
當
致
其
丁
寧
之
意
、
以
監
其
前
事
之
失
、
而
不
使
至
於
速
壞
。
聖
人
之
戒
深
也
。」

と
あ
る
。　

〇
文
具
＝
『
漢
語
』
に
、「
空
し
く
条
文
だ
け
が
有
る
こ
と
を
謂
う
」
と
し
、
例
と
し
て
、『
史
記
』
巻
一
〇
二
・
張

釋
之
馮
唐
列
伝
第
四
十
二
の
「
且
秦
以
任
刀
笔
之
吏
、
吏
争
以
亟
疾
苛
察
相
高
、
然
其
敝
徒
文
具
耳
、
無
惻
隱
之
實
」
を
挙
げ
、

更
に
、
司
馬
貞
の
索
隐
「
謂
空
具
其
文
而
无
其
實
也
」
を
引
く
。

夫
率
作
興
事
、
必
屢
省
而
後
成
。
蠱
、
元
亨
而
天
下
治
、
再
造
乾
坤
之
時
也
。
承
諸
君
之
不
鄙
、
欲
有
所
申
飭
、
僭
爲
一
言
、
彌
縫
補

葺
、
闡
明
六
事
。
思
與
更
始
、
以
善
其
後
。
凡
我
同
盟
資
邁
中
人
、
志
存
尚
友
。
必
不
忍
以
凡
夫
自
處
。
豪
傑
之
士
、
無
所
待
而
興
。

非
諸
君
之
望
而
誰
望
哉
。

夫
れ
率ひ
き

い
作お

こ
し
て
事
を
興
す
は
、
必
ず
屢
し
ば
省
み
て
後
に
成
る
。「
蠱
は
元お
お

い
に
亨と
お

り
て
、
天
下
治
ま
る
」、
再
び
乾
坤
を
造な

す
の

時
な
り
。
諸
君
の
鄙
と
せ
ざ
る
を
承
け
、
申し
ん

飭ち
よ
くす
る
所
有
ら
ん
こ
と
を
欲
し
、
僭
し
て
一
言
を
爲
し
、
彌
縫
補
葺
し
て
、
六
事
を
闡せ
ん
め
い明

す
。
與と
も

に
更あ
ら
ため

始
め
て
、
以
て
其
の
後あ
と

を
善
く
せ
ん
こ
と
を
思
う
。
凡
そ
我
が
同
盟
、
資
は
中
人
を
邁こ

え
、
志
は
尚
友
に
存
す
。
必
ず

凡
夫
を
以
て
自
ら
處
る
に
忍
び
ず
。
豪
傑
の
士
、
待
つ
所
無
く
し
て
興
る
。
諸
君
に
之
を
望
む
に
非
ず
し
て
、
誰
を
か
望
ま
ん
や
。

そ
も
そ
も
率
先
し
て
事
業
を
興
す
場
合
、
必
ず
何
度
も
反
省
し
て
こ
そ
、
成
就
す
る
も
の
だ
。［『
易
』
蠱
卦
の
彖
辞
に
］「
蠱
は
元お
お

い

に
亨と
お

り
て
、
天
下
治
ま
る
」
と
あ
る
。
天
地
乾
坤
を
再
建
す
る
時
で
あ
る
。
諸
君
の
私
へ
の
過
分
な
期
待
を
背
負
っ
て
、［
こ
の
会
を
］



─ 1（ ─

整
備
し
よ
う
と
思
い
、
僭
越
な
が
ら
一
言
述
べ
、［
季
彭
山
先
生
の
会
約
を
］
弥
縫
補
修
し
て
、
六
事
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
力

を
合
わ
せ
て
、
も
う
一
度
始
め
か
ら
や
り
直
し
、
善
後
策
を
立
て
て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ
も
そ
も
我
が
同な
か
ま
た
ち盟は
、
資
質
は
凡
人
を
越

え
、
志
は
古
の
聖
賢
を
友
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
凡
夫
の
地
位
に
安
ん
ず
る
こ
と
は
け
っ
し
て
耐
え
ら
れ
な
い
は
ず
だ
。
豪
傑
の
士
は

誰
に
も
頼
る
こ
と
な
く
、
自
ら
興
起
す
る
も
の
だ
。
諸
君
に
望
ま
な
く
て
、
誰
に
望
む
と
い
う
の
か
。

〇
率
作
興
事
～
＝
『
書
経
』
益
稷
に
、「
率
作
興
事
、
愼
乃
憲
。
欽
哉
。
屢
省
乃
成
、
欽
哉
（
率
い
作
こ
し
て
事
を
興
し
、
乃そ

の

憲
を
愼つ
つ
しめ

。
欽つ
つ
しめ

や
。
屢
し
ば
乃
の
成
れ
る
を
省
み
て
、
欽
め
や
（」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
集
伝
に
、「
率
、
總
率
也
。
皐
陶

言
、
人
君
當
總
率
羣
臣
以
起
事
功
、
又
必
謹
其
所
守
之
法
度
。
蓋
樂
於
興
事
者
易
至
於
紛
更
。
故
深
戒
之
也
。
興
事
而
數
考
其
成
、

則
有
課
功
覈
實
之
效
、
而
無
誕
謾
欺
蔽
之
失
。
兩
言
欽
哉
者
、
興
事
考
成
、
二
者
皆
所
當
深
敬
、
而
不
可
忽
者
也
。」
と
あ
る
。

　

〇
蠱
元
亨
而
天
下
治
＝
『
易
』
蠱
の
彖
伝
に
、「
蠱
、
元
亨
而
天
下
治
也
。
利
渉
大
川
、
往
有
事
也
。
先
甲
三
日
、
後
甲
三
日
、

終
則
有
始
、
天
行
也
」
と
あ
る
。
朱
熹
の
本
義
に
、「
蠱
を
治
め
て
元
い
に
亨
る
に
至
る
は
、
則
ち
乱
れ
て
復
治
ま
る
の
象
な
り
。

乱
の
終
わ
り
は
治
の
始
め
、
天
運
然
り
」
と
見
え
る
。　

〇
申
飭
＝
蠱
卦
の
雑
卦
伝
に
、「
蠱
則
飭
也
（
物
事
を
整
え
治
め
る

…
…
正
義
（」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。　

〇
六
事
＝
以
下
、
列
挙
さ
れ
る
「
敦
德
業
」「
崇
儉
約
」「
恤
患
難
」「
修
禮
節
」「
嚴

約
規
」「
明
世
好
」
を
指
す
。　

〇
善
其
後
＝
善
後
策
を
立
て
る
。『
孫
子
』
作
戦
篇
の
「
雖
有
智
者
、
不
能
善
其
後
矣
」
と
あ
る
。 

　

〇
尚
友
＝
古
人
に
ま
で
遡
っ
て
志
を
同
じ
く
す
る
友
を
求
め
る
。『
孟
子
』
万
章
下
篇
に
、「
以
友
天
下
之
善
士
爲
未
足
、
又
尚

論
古
之
人
。
頌
其
詩
、
讀
其
書
、
不
知
其
人
、
可
乎
。
是
以
論
其
世
也
、
是
尚
友
也
。」
と
あ
り
、
朱
注
に
、「
尚
、
上
同
。
言
進

而
上
也
。」
と
あ
る
。　

○
豪
傑
之
士
＝
才
徳
の
ひ
と
き
わ
優
れ
た
人
物
。『
孟
子
』
滕
文
公
上
篇
に
、「
吾
聞
用
夏
變
夷
者
。
未

聞
變
於
夷
者
也
。
陳
良
、
楚
産
。
悦
周
公
・
仲
尼
之
道
、
北
學
於
中
國
。
北
方
之
學
者
、
未
能
或
之
先
也
。
彼
所
謂
豪
傑
之
士
也
。」
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と
あ
る
。
朱
注
に
、「
豪
傑
、
才
德
出
衆
之
稱
。
言
其
能
自
拔
於
流
俗
也
。」
と
言
う
。

（
一
）
敦
德
業 （
德
業
を
敦
く
す
）

原
議
。
士
夫
居
郷
、
難
於
聞
過
。
此
會
之
立
、
正
欲
虚
心
受
益
、
相
規
相
勸
、
以
善
補
過
。
子
路
、
人
告
之
以
有
過
則
喜
。
喜
者
由
衷

達
外
、
一
毫
無
所
矯
飾
、
喜
其
得
聞
而
改
之
也
。
感
應
之
機
極
神
。
機
動
於
此
、
誠
動
於
彼
。
非
人
能
以
有
過
告
之
之
爲
難
。
聞
過
而＊

喜
、
自
有
以
來
人
之
告
之
爲
難
也
。
譬
之
有
疾
之
人
、
良
醫
識
其
致
疾
之
原
、
施
以
針
砭
、
投
以
湯
液
、
雖
不
免
有
痛
楚
瞑
眩
之
苦
、

樂
而
受
之
、
方
幸
其
夙
疾
之
有
瘳
也
。
少
有
諱
疾
之
心
、
未
免
生
忌
。
雖
有
良
醫
、
亦
將
見
之
而
走
。
盧
扁
所
以
動
心
於
膏
肓
也
。
自

今
以
後
、
願
諸
君
各
發
聞
過
則
喜
之
心
、
以
諱
疾
爲
戒
、
時
時
虚
懷
、
務
求
盡
言
、
不
以
爲
忌
。
凡
我
同
盟
、
亦
望
以
一
體
爲
念
、
與

人
同
過
。
誠
意
有
餘
而
言
若
不
足
、
務
盡
忠
告
之
益
、
期
於
改
而
後
已
。
若
心
知
其
非
、
而
爲
之
掩
、
不
規
於
身
、
而
退
有
後
言
、
尤

非
君
子
之
用
心
、
亦
非
立
約
之
初
意
也
。

　

＊
「
而
」
字
、
丁
賓
本
、「
則
」
に
作
る
。『
王
畿
集
』
の
校
注
。

原
議
。
士
夫
の
郷
に
居
る
、
過
ち
を
聞
く
に
難か
た

し
。
此
の
會
の
立
つ
る
や
、
正
に
心
を
虚
に
し
て
益
を
受
け
、
相
規い
さ

め
相
勸
め
、
以
て

善
く
過
ち
を
補
わ
ん
と
欲
す
。「
子
路
、
人
、
之
を
告
ぐ
る
に
過
ち
有
る
を
以
て
す
れ
ば
則
ち
喜
ぶ
」。
喜
び
は
、
衷う
ち

由
り
外
に
達
し
て
、

一
毫
も
矯
飾
す
る
所
無
し
。
其
の
聞
く
を
得
て
、
之
を
改
む
る
を
喜
ぶ
な
り
。
感
應
の
機
は
極
め
て
神す
み

や
か
な
り
。
機
、
此こ
こ

に
動
け
ば
、

誠
、
彼か
し
こに
動
く
。
人
能
く
過
ち
有
る
を
以
て
之
に
告
ぐ
る
こ
と
、
之
を
難
し
と
為
す
に
非
ず
。
過
ち
を
聞
き
て
喜
べ
ば
、
自
ず
か
ら
以
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て
人
の
之
を
告
ぐ
る
こ
と
を
難
し
と
為
す
も
の
を
來ま
ね

く
こ
と
有
る
な
り
。
之
を
疾
や
ま
い

有
る
の
人
に
譬
う
、
良
醫
は
其
の
疾
を
致
す
の
原も
と

を

識
り
、
施
す
に
針し
ん
へ
ん砭
を
以
て
し
、
投
ず
る
に
湯
液
を
以
て
す
る
も
、
痛
楚
瞑
眩
の
苦
有
る
を
免
れ
ず
と
雖
も
、
樂
し
み
て
之
を
受
く
れ

ば
、
方
に
幸
に
其
の
夙
疾
の
瘳い

え
る
こ
と
有
る
な
り
。
少
し
く
も
疾
を
諱
む
の
心
有
れ
ば
、
未
だ
忌
を
生
む
を
免
れ
ず
。
良
醫
有
り
と

雖
も
、
亦
た
將
に
之
を
見
て
走
ら
ん
と
す
。
盧
扁
が
心
を
膏
肓
に
動
か
す
所
以
な
り
。
今
よ
り
以
後
、
願
わ
く
ば
、
諸
君
、
各
お
の
過

ち
を
聞
け
ば
則
ち
喜
ぶ
の
心
を
發
し
て
、
疾
を
諱
む
を
以
て
戒
め
と
爲
し
、
時つ

時ね

に
懷
を
虚
に
し
て
、
務
め
て
盡
言
を
求
め
、
以
て
忌

む
こ
と
を
爲
さ
ざ
れ
。
凡
そ
我
が
同
盟
も
、
亦
た
望
む
ら
く
は
、
一
體
を
以
て
念
と
爲
し
、
人
と
過
ち
を
同
じ
く
す
。
誠
意
は
餘
り
有

り
て
、
言
は
足
ら
ざ
る
が
若
く
し
、
務
め
て
忠
告
の
益
を
盡
く
し
、
改
め
て
後
に
已
ま
ん
こ
と
を
期
せ
よ
。
若
し
、
心
、
其
の
非
を
知

り
て
、
之
が
掩お
お

う
こ
と
を
爲
し
、
身
に
規た
だ

さ
ず
、
退
き
て
後
言
す
る
有
る
は
、
尤
も
君
子
の
用
心
に
非
ず
、
亦
た
立
約
の
初
意
に
非
ざ

る
な
り
。

原
議
。
士
大
夫
は
、
田
舎
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
と
、［
自
分
の
］
過
ち
を
耳
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
会
を
設
立
し
た
の
は
、

ま
さ
に
心
を
虚
し
く
す
る
こ
と
で
助
言
を
受
け
入
れ
、
互
い
に
戒
め
励
ま
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
く
過
失
を
改
め
る
た
め
で
あ
る
。

「
子
路
は
、
過
ち
を
指
摘
し
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
れ
を
喜
ん
だ
」。
喜
ぶ
と
は
、
内
か
ら
外
に
行
き
渡
る
も
の
で
、
ほ
ん
の
わ
ず

か
な
こ
と
で
も
、
ご
ま
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
過
ち
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
改
め
る
こ
と
を
喜
ぶ
の
で
あ
る
。

感
応
の
機
は
た
ら
きは

極
め
て
神す
み
やか

で
あ
る
。［
感
応
の
］
機し
か
けが

私
の
心
に
動
い
た
か
と
お
も
え
ば
、［
そ
れ
が
引
き
金
と
な
っ
て
、
た
ち
ど
こ
ろ

に
］
誠
の
心
が
他
者
を
動
か
す
。
過
ち
の
存
在
を
人
が
告
げ
知
ら
せ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
過
ち
を
聞
く

こ
と
を
喜
ん
だ
な
ら
、
過
ち
を
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
人
を
自
然
と
呼
び
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。
病
気
に

か
か
っ
て
い
る
人
に
譬
え
て
み
る
な
ら
ば
、
名
医
が
そ
の
病
気
に
な
っ
た
原
因
を
認
識
し
、
針
治
療
を
施
し
た
り
、
漢
方
薬
を
投
じ
た
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り
し
た
と
こ
ろ
で
、
痛
み
や
目
ま
い
の
苦
し
み
か
ら
完
全
に
免
れ
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、［
当
の
患
者
が
］
喜
ん
で

治
療
を
受
け
入
れ
る
な
ら
、
運
が
良
け
れ
ば
積
年
の
病
も
治
癒
す
る
こ
と
も
あ
る
。
疾
病
を
厭
う
気
持
ち
が
少
し
で
も
あ
れ
ば
、
ど
う

し
て
も
［
治
療
そ
れ
自
体
を
］
拒
ん
で
し
ま
う
。［
そ
の
た
め
］
い
く
ら
名
医
が
い
た
と
し
て
も
、［
医
者
の
姿
を
］
見
た
だ
け
で
逃
げ

だ
そ
う
と
す
る
［
の
で
、
治
療
す
ら
で
き
な
い
だ
ろ
う
］。
盧
の
扁へ
ん

鵲じ
や
くが
［
病
の
］
膏
肓
に
こ
だ
わ
っ
た
理
由
で
あ
る
。
今
後
と
も
、

ど
う
か
諸
君
、
各
自
［
自
分
の
］
過
ち
を
聞
か
さ
れ
た
ら
、
そ
れ
を
喜
ぶ
心
を
起
こ
し
て
、
諱
み
憎
む
こ
と
を
戒
め
、
常
に
虚
心
坦
懐

に
直
言
し
て
も
ら
う
こ
と
を
求
め
て
、［
決
し
て
過
ち
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
を
］
忌
み
嫌
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。
総
じ

て
我
が
同な
か
ま
た
ち盟も

、
ど
う
か
万
物
一
体
を
念
頭
に
、
人
と
過
ち
を
共
有
し
、「
誠
意
は
余
り
有
る
ほ
ど
に
、
言
葉
が
足
ら
な
い
の
で
は
と

い
う
ぐ
ら
い
」
に
し
、
務
め
て
忠
告
の
助
言
を
尽
く
し
て
、
改
め
る
ま
で
や
め
な
い
と
い
う
こ
と
を
目
指
せ
。
も
し
内
心
で
は
、
自
ら

の
非
に
気
づ
き
な
が
ら
、
目
を
掩
う
よ
う
な
こ
と
を
し
た
り
、
我
が
身
を
正
そ
う
と
も
せ
ず
に
、
そ
の
場
を
離
れ
て
か
ら
陰
口
を
た
た

い
た
り
す
る
の
は
、
君
子
の
心
が
け
と
は
決
し
て
言
え
な
い
し
、
会
約
を
立
て
た
時
の
初
心
に
も
と
る
も
の
で
あ
る
。

〇
相
規
相
勸
＝
「
水
西
會
約
題
詞
」
に
も
、「
所
望
諸
君
、
必
須
破
冗
一
来
、
相
摩
相
盪
、
相
勸
相
規
。」（『
龍
溪
會
語
』
巻
一
（

と
あ
る
。　

〇
以
善
補
過
＝
『
易
』
繋
辞
上
伝
に
、「
无
咎
者
善
補
過
也
（
咎
无
し
と
は
、
善
く
過
ち
を
補
う
な
り
（」
と
あ
る
の

を
踏
ま
え
る
。　

〇
子
路
～
則
喜
＝
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
の
語
。　

〇
矯
飾
＝
上
辺
を
飾
り
立
て
て
、
真
相
を
覆
い
隠
す
こ
と
。

　

〇
盧
扁
＝
古
代
名
医
の
扁
鵲
。
廬
国
に
居
た
こ
と
か
ら
、「
廬
扁
」
と
も
呼
ば
れ
た
。『
史
記
』
扁
鵲
倉
公
列
伝
に
伝
有
り
。　

〇
諱
疾
＝
前
注
の
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
の
朱
注
に
引
く
周
子
の
語
に
、「
仲
由
、
過
ち
を
聞
く
を
喜
び
、
令
名
窮
ま
り
無
し
。
今
、

人
過
ち
有
り
て
、
人
の
規
す
こ
と
を
喜
ば
ざ
る
こ
と
、
疾
を
諱
み
醫
を
忌
み
、
寧
ろ
其
の
身
を
滅
ぼ
し
て
悟
る
こ
と
無
き
が
如

し
。」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
周
子
の
語
は
、『
通
書
』
巻
二
十
六
「
過
」
に
見
え
る
。
但
し
、「
護
疾
」
に
作
る
。　

〇
以
一
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體
爲
念
＝
「
一
体
」
と
は
、
王
陽
明
の
「
万
物
一
体
の
仁
」
の
思
想
。
仁
愛
の
精
神
の
根
底
に
あ
る
世
界
観
。
宋
明
の
儒
学
者
に

共
通
の
人
間
観
・
世
界
観
。
そ
れ
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
忘
れ
な
い
こ
と
。　

〇
誠
意
有
餘
而
言
若
不
足
＝
「
責
善
之
道
、
要
使

誠
有
餘
而
言
不
足
、
則
於
人
有
益
、
而
在
我
者
、
無
自
辱
矣
。」（『
程
氏
遺
書
』
巻
四
、『
二
程
集
』
中
華
書
局
、
七
五
頁
（。『
近

思
録
』
政
事
篇
に
も
所
収
。

（
二
）
崇
儉
約
（
儉
約
を
崇
ぶ
）

原
議
。
越
俗
素
稱
雅
直
。
近
習
侈
靡
、
毎
事
尚
奢
。
今
日
之
會
、
正
復
古
還
淳
之
時
。
會
席
議
定
三
人
一
席
、
毎
席
時
果
四
色
、
魚
肉

六
器
、
麵
食
二
品
、
不
得
過
豐
。
近
日
會
者
、
若
以
爲
簡
、
漸
加
豐
腆
、
殊
非
初
意
。
若
徒
以
侈
靡
爲
高
、
與
俗
情
奚
別
。
凡
我
同
盟

之
人
、
自
今
以
始
、
務
如
初
約
。
如
過
約
者
、
衆
共
嗤
之
、
仍
令
再
舉
如
式
、
以
示
必
罰
。
僕
從
止
於
一
人
、
舟
輿
伕
役
、
盡
譴
歸
食
、

弗
令
混
擾
。
以
此
類
推
、
凡
遇
婚
喪
慶
會
儀
節
、
不
妨
共
爲
稱
量
、
務
協
於
度
。
禮
奢
寧
儉
。
凡
我
同
盟
、
相
與
同
心
、
共
濟
越
俗
、

庶
有
一
變
之
機
。
頃
者
不
肖
舉
行
喪
禮
、
與
敬
所
君
舉
行
婚
禮
、
略
爲
之
兆
、
亦
所
以
先
細
民
也
。

原
議
。
越
の
俗
は
、
素も

と
雅
直
を
稱
す
。
近
ご
ろ
、
侈し

靡び

を
習
い
、
事
あ
る
毎ご
と

に
奢お
ご

る
こ
と
を
尚た
つ
とぶ
。
今
日
の
會
、
正
に
古
に
復か
え

り
淳

に
還
る
の
時
な
り
。
會
席
は
議
し
て
三
人
、
席
を
一
に
し
、
席
毎ご
と

に
時
果
四
色
、
魚
肉
は
六
器
、
麵
食
は
二
品
と
定
め
、
過
豐
を
得
ず
。

近
日
、
會
す
る
者
、
以
て
簡
と
爲
す
が
若
き
も
、
漸
や
く
豐
腆
を
加
う
、
殊
に
初
意
に
非
ず
。
若
し
徒
ら
に
侈
靡
を
以
て
高
し
と
爲
さ

ば
、
俗
情
と
奚な
ん

ぞ
別こ
と

な
ら
ん
。
凡
そ
我
が
同
盟
の
人
、
今
よ
り
以
て
始
め
て
、
務
め
て
初
約
の
如
く
せ
よ
。
如
し
約
に
過そ
む

く
者
あ
れ
ば
、

衆も
ろ

も
ろ
共
に
之
を
嗤わ
ら

い
、
仍よ

り
て
再
舉
し
て
式
の
如
く
せ
し
め
、
以
て
必
罰
を
示
す
。
僕
從
は
一
人
に
止
め
、
舟
輿
伕
役
は
盡
く
譴
歸
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し
て
食や
し
なわ
し
め
、
混
擾
せ
し
め
ず
。
此
を
以
て
類
推
し
、
凡
そ
婚
喪
慶
會
の
儀
節
に
遇
い
て
、
共
に
稱
量
を
爲
し
、
務
め
て
度
に
協か
な

わ

し
む
る
を
妨
げ
ず
。
禮
は
奢お
ご

ら
ん
よ
り
も
寧む
し

ろ
儉
な
れ
。
凡
そ
我
が
同
盟
、
相
與
に
心
を
同
じ
く
し
、
共
に
越
の
俗
を
濟と
と
のえ

、
庶ね
が

わ
く

ば
一
變
の
機
有
ら
ん
。
頃こ
の
ご
ろ者

、
不
肖
、
喪
禮
を
舉
行
す
る
と
、
敬
所
君
、
婚
禮
を
舉
行
す
る
と
、
略
ぼ
之
が
兆
を
爲
す
、
亦
た
細
民
に

先
ん
ず
る
所
以
な
り
。

原
議
。
紹
興
の
風
俗
は
、
も
と
も
と
公
正
実
直
を
た
っ
と
ん
で
き
た
。
近
ご
ろ
で
は
、
身
分
不
相
応
な
贅
沢
が
習
慣
化
し
て
、
事
あ
る

ご
と
に
贅
沢
に
す
る
こ
と
を
誇
っ
て
い
る
。
今
日
の
会
［
の
復
興
］
は
、
ま
さ
に
淳
朴
な
る
い
に
し
え
に
も
ど
る
好
機
で
あ
る
。
会
席

［
で
の
料
理
］
は
、
話
し
合
っ
て
、
三
人
一
席
と
し
、
席
ご
と
に
時
果
（
旬
の
果
物
（
は
四
種
、
魚
肉
は
六
皿
、
麵
食
は
二
品
と
定
め
、

贅
沢
し
す
ぎ
な
い
こ
と
と
す
る
。
近
頃
、
会
に
参
加
す
る
者
た
ち
は
、［
自
分
で
は
］
簡
素
だ
と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
し
だ
い
に

豪
華
さ
を
増
し
て
き
て
い
る
。
と
り
わ
け
初
心
に
背
い
て
い
る
。
も
し
、
む
や
み
と
贅
沢
を
誇
る
だ
け
な
ら
、
俗
情
と
ど
こ
に
違
い
が

あ
る
と
い
う
の
か
。
す
べ
て
の
我
が
同
盟
の
者
た
ち
は
、
今
か
ら
始
め
て
最
初
の
約
束
の
と
お
り
［
簡
素
］
に
す
る
よ
う
に
努
力
せ
よ
。

も
し
約
束
を
破
る
者
が
い
た
ら
、
み
ん
な
で
よ
っ
て
た
か
っ
て
嘲
笑
し
、
そ
こ
で
決
ま
り
通
り
も
う
一
度
や
り
直
さ
せ
る
こ
と
で
、
必

ず
罰
す
る
と
い
う
姿
勢
を
示
す
こ
と
だ
。［
ま
た
］
従
僕
は
一
人
に
と
ど
め
、
船
頭
や
車
夫
た
ち
は
一
人
残
ら
ず
暇
を
や
っ
て
家
に
帰

し
て
生
活
さ
せ
、
邪
魔
を
し
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
類
推
し
、
総
じ
て
冠
婚
葬
祭
の
礼
法
の
際
に
も
、
い
っ
し
ょ
に
よ
く
考
え
た
上
で
、

節
度
に
か
な
う
よ
う
に
務
め
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
。「
礼
は
豪
華
で
あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
質
素
で
あ
れ
」
と
。
す
べ
て
我
が

同な
か
ま
た
ち

盟
は
、
み
ん
な
一
緒
に
心
を
合
わ
せ
、
共
に
紹
興
の
風
俗
を
と
と
の
え
て
い
け
ば
、
一
変
す
る
好
機
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
最
近
、

不わ
た
し肖
が
挙
行
し
た
喪
礼
と
、
王
敬
所
君
が
挙
行
し
た
婚
礼
と
は
、
い
さ
さ
か
そ
の
先
が
け
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
細
民
た
ち
に
先

ん
じ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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〇
崇
儉
約
＝
倹
約
を
尊
ぶ
こ
と
は
、
季
本
（
彭
山
（
が
蓬
莱
会
設
立
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
範
と
し
た
「
洛
陽
耆
英
会
」
の
成
員
で

も
あ
り
、
自
ら
「
真
率
会
」
を
主
宰
し
た
司
馬
光
の
生
活
信
条
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
訓
儉
文
（
訓
儉
示
康
（」
に
、「
衆
人
皆
以
奢

靡
為
榮
、
吾
心
獨
以
素
儉
爲
美
。
人
皆
嗤
吾
固
陋
、
吾
不
以
為
病
。
應
之
曰
、
孔
子
稱
『
與
其
不
遜
也
寧
固
』。
又
曰
『
以
約
失

之
者
鮮
矣
』。
又
曰
『
士
志
於
道
、
而
耻
惡
衣
惡
食
者
、
未
足
與
議
也
。』
古
人
以
儉
爲
美
德
、
今
人
乃
以
儉
相
詬
病
。
嘻
、
異
哉
。」

（『
増
広
司
馬
温
公
文
集
』
巻
一
百
、
汲
古
書
院
、
三
三
一
頁
（
と
見
え
る
。
ま
た
、
木
田
『
司
馬
光
』、
二
八
頁
。
ち
な
み
に
、

季
本
自
身
も
、
日
頃
か
ら
質
素
倹
約
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ
う
だ
。「
先
生
性
至
倹
、
数
年
不
更
一
衣
」（
徐
渭
「
行
状
」、

六
四
八
頁
（。　

〇
越
＝
紹
興
を
言
う
。
な
お
、「
白
雲
山
房
荅
問
紀
畧
」
に
は
、「
越
中
の
豪
傑
、
林
の
如
し
」
と
見
え
る
（『
龍

渓
会
語
』
巻
四
（。　

〇
豐
腆
＝
酒
食
や
祭
祀
の
供
え
物
が
豪
勢
な
こ
と
。　

○
譴
歸
＝
道
光
本
は
「
遣
歸
」
に
作
る
。
暇
を
や
っ

て
家
に
帰
す
こ
と
。　

〇
混
擾
＝
迷
惑
を
か
け
る
。
邪
魔
を
す
る
。　

〇
禮
奢
寧
儉
＝
『
論
語
』
八
佾
篇
に
、「
禮
與
其
奢
也
寧
儉
。

喪
與
其
易
也
寧
戚
」と
あ
る
。　

〇
頃
者
不
肖
舉
行
喪
禮
＝
未
詳
。
身
内
の
葬
儀
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
隆
慶
五
年（
一
五
七
一
頁
（、

妻
の
張
氏
安
人
を
喪
っ
て
い
る
（
彭
國
翔
「
王
龍
溪
先
生
年
譜
」（。　

〇
敬
所
君
舉
行
婚
禮
＝
未
詳
。　

〇
敬
所
君
＝
王
宗
沐
、

字
は
新
甫
、
号
は
敬
所
。
一
五
二
三
～
一
五
九
一
。
浙
江
臨
海
の
人
。
嘉
靖
二
十
三
年
の
進
士
。『
明
史
』
列
傳
・
巻
二
二
三
・

列
傳
第
一
一
一
、
及
び
、『
明
儒
学
案
』
第
十
五
巻
・
浙
中
王
門
學
案
五
に
伝
が
あ
る
。　

（
三
）
恤
患
難
（
患
難
を
恤う
れ

う
）

原
議
。
吾
輩
素
分
守
禮
、
諒
無
一
朝
之
患
。
或
變
生
不
測
、
有
意
外
欺
凌
、
非
所
自
取
者
。
凡
我
同
盟
、
務
相
體
諒
、
維
持
保
護
、
弗
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令
失
所
。
此
一
體
休
戚
之
情
也
。
人
無
皆
非
之
理
。
凡
患
難
之
來
、
未
有
無
因
而
致
者
。
或
利
害
相
交
、
責
己
常
薄
而
責
人
常
厚
。
或

貨
財
相
及
、
豐
於
處
己
而
嗇
於
處
人
。
外
假
名
義
、
内
藏
險
機
。
勢
以
相
軋
、
利
以
相
圖
、
忿
以
相
爭
、
智
以
相
競
、
黨
同
伐
異
、
尚

以
爲
公
是
非
、
恣
情
殉
欲
、
尚
以
爲
同
好
惡
。
此
皆
自
處
非
理
、
致
患
之
由
。
不
從
外
得
、
不
可
不
自
反
者
。
凡
我
同
盟
、
有
一
於
此
、

務
相
規
正
、
啓
其
是
非
本
心
、
使
之
懲
艾
悔
改
以
弭
其
變
。
此
即
忠
告
之
道
、
全
身
遠
害
之
術
也
。
夫
君
子
有
終
身
之
憂
、
始
無
一
朝

之
患
。
終
身
之
憂
、
在
於
憂
不
如
舜
。
舜
爲
法
天
下
、
傳
後
世
。
我
猶
未
免
爲
郷
人
也
。
凡
前
非
理
之
處
、
致
患
之
由
、
皆
郷
人
之
所

爲
。
恥
爲
郷
人
則
必
志
爲
古
人
。
此
重
則
彼
輕
、
持
衡
之
勢
也
。
自
古
善
學
舜
者
莫
如
顏
子
。
有
若
無
、
實
若
虚
、
犯
而
不
校
。
乃
曾

子
追
稱
之
辭
、
雍
閔
由
賜
諸
賢
、
有
所
不
能
及
也
。
顏
子
宅
心
虚
無
、
視
聽
言
動
無
非
禮
、
是
即
危
微
精
一
之
傳
。
顏
子
常
立
於
無
過

之
地
、
未
嘗
得
罪
於
人
。
人
自
犯
之
、
始
可
以
言
不
校
。
今
人
於
患
難
之
來
、
動
欲
以
犯
而
不
校
自
處
、
亦
見
其
不
自
諒
也
已
。
我
以

非
理
加
於
人
、
人
以
非
理
答
之
、
是
乃
報
施
之
常
、
所
謂
出
乎
爾
者
反
乎
爾
者
也
。
烏
得
謂
之
犯
。
正
須
自
反
、
以
求
其
所
未
至
。
豈

可
漫
然
視
之
而
已
乎
。
故
有
孟
子
之
自
反
、
然
後
可
進
於
顏
子
之
不
校
。
此
尚
友
之
次
第
、
一
體
之
實
學
、
所
謂
終
身
之
憂
也
。

原
議
。
吾
輩
、
素
分
、
禮
を
守
り
、
一
朝
の
患
無
か
ら
ん
こ
と
を
諒ま
こ
とと
す
。
或
い
は
變
は
不
測
に
生
じ
、
意
外
の
欺
凌
有
る
も
、
自
ら

取
る
所
の
者
に
非
ず
。
凡
そ
我
が
同
盟
、
務
め
て
相
體
諒
し
て
、
維
持
保
護
し
て
、
所
を
失
わ
し
め
ず
。
此
れ
一
體
休
戚
の
情
な
り
。
人
、

皆
な
非
な
る
の
理
無
し
。
凡
そ
患
難
の
來
る
、
未
だ
因
無
く
し
て
致
す
者
有
ら
ず
。
或
い
は
利
害
の
相
交
わ
る
、
己
を
責
む
る
こ
と
常

に
薄
く
し
て
、
人
を
責
む
る
こ
と
常
に
厚
し
。
或
い
は
貨
財
の
相
及
ぶ
、
己
に
處
す
る
に
豐
か
に
し
て
、
人
に
處
す
る
に
嗇お

し
む
。
外
、

名
義
を
假
り
て
、
内
、
險
機
を
藏
す
。
勢
い
以
て
相
軋き
し

り
、
利
、
以
て
相
圖
り
、
忿
、
以
て
相
爭
い
、
智
、
以
て
相
競
い
、
同
に
黨く
み

し

異
を
伐う

つ
も
、
尚
お
以
て
是
非
を
公
に
す
と
爲
し
、
情
を
恣
ほ
し
い
ま
まに
し
欲
に
殉し
た
がう
も
、
尚
お
以
て
好
惡
を
同
じ
く
す
と
爲
す
。
此
れ
皆
な

自
ら
處
す
る
こ
と
理
に
非
ざ
れ
ば
、
患
を
致
す
の
由よ
し

な
り
。
外
よ
り
得
し
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
自
ら
反か
え
りみ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
凡
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そ
我
が
同
盟
、
此
に
一
つ
も
有
ら
ば
、
務
め
て
相
規
正
し
、
其
の
是
非
の
本
心
を
啓ひ
ら

き
、
之
を
し
て
懲こ

ら
し
艾お
さ

め
、
悔
い
改
め
て
、
以

て
其
の
變
を
弭や

め
し
め
よ
。
此
れ
即
ち
忠
告
の
道
に
し
て
、
身
を
全
う
し
害
を
遠
ざ
く
る
の
術
な
り
。
夫
れ
君
子
、
終
身
の
憂
い
有
り

て
、
始
め
て
一
朝
の
患
い
無
し
。
終
身
の
憂
い
は
、
舜
に
如し

か
ざ
る
を
憂
う
る
に
在
り
。
舜
は
法
を
天
下
に
爲
し
て
、
後
世
に
傳
う
。
我
、

猶
お
未
だ
郷
人
爲
る
を
免
れ
ざ
る
な
り
。
凡
そ
前
の
理
に
非
ざ
る
の
處
、
患
を
致
す
の
由
は
、
皆
な
郷
人
の
爲
す
所
な
り
。
郷
人
爲
る

を
恥
じ
れ
ば
、
則
ち
、
必
ず
古
人
爲
ら
ん
こ
と
を
志
す
。
此
に
重
け
れ
ば
則
ち
彼
に
輕
し
、
持
衡
の
勢
な
り
。
古
よ
り
善
く
舜
を
學
ぶ

者
、
顏
子
に
如
く
は
莫
し
。「
有
れ
ど
も
無
き
が
若
し
、
實
つ
れ
ど
も
虚
し
き
が
若
し
、
犯
し
て
校む
く

い
ず
」
と
。
乃
ち
曾
子
追
稱
す
る

の
辭
に
し
て
、
雍
・
閔
・
由
・
賜
ら
諸
賢
も
及
ぶ
こ
と
能
わ
ざ
る
所
有
る
な
り
。
顏
子
、
心
を
虚
無
に
宅お

き
、
視
聽
言
動
は
禮
に
非
ず

と
い
う
も
の
無
し
、
是
れ
即
ち
危
微
精
一
の
傳
な
り
。
顏
子
は
常
に
自
ら
過
ち
無
き
の
地
に
立
ち
、
未
だ
嘗
て
罪
を
人
に
得
ず
。
人
、

之
を
「
犯
す
」
よ
り
し
て
、
始
め
て
以
て
「
校む
く

い
ず
」
と
言
う
べ
し
。
今
、
人
、
患
難
の
來
る
に
於
い
て
、
動や
や

も
す
れ
ば
「
犯
し
て
校む
く

い
ず
」
を
以
て
自
ら
處
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
亦
た
其
の
自
ら
諒ま
こ
とな
ら
ざ
る
を
見
る
の
み
。
我
、
非
理
を
以
て
人
に
加
え
、
人
、
非
理
を

以
て
之
に
答
う
、
是
れ
乃
ち
報
施
の
常
に
し
て
、
所
謂
爾な
ん
ぢに

出
づ
る
者
は
爾
に
反
る
者
な
り
。
烏な
ん

ぞ
之
を
「
犯
す
」
と
謂
う
を
得
ん
。

正
に
須
く
自
ら
反
み
て
、
以
て
其
の
未
だ
至
ら
ざ
る
所
を
求
む
べ
し
。
豈
に
漫
然
と
し
て
之
を
視
る
べ
き
の
み
な
ら
ん
や
。
故
に
、
孟

子
の
「
自
ら
反
み
る
」
こ
と
有
り
て
、
然
る
後
に
顏
子
の
「
校む
く

い
ず
」
に
進
む
べ
し
。
此
れ
尚
友
の
次
第
、
一
體
の
實
學
に
し
て
、
所

謂
終
身
の
憂
い
な
り
。

原
議
。
わ
れ
わ
れ
は
平
素
か
ら
礼
を
守
る
こ
と
で
、
一
朝
の
患
い
（
目
先
の
心
配
事
（
に
心
を
わ
ず
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
が
無
い
も
の
と

信
じ
て
い
る
。
と
も
す
れ
ば
、
異
変
は
予
期
せ
ず
生
じ
、
思
い
が
け
な
い
理
不
尽
な
仕
打
ち
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
る
が
、［
そ
う
い
っ

た
事
態
は
］
自
ら
選
び
取
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
我
が
同
盟
は
、
互
い
に
他
を
思
い
や
り
、
保
護
し
続
け
て
、
自
分
た
ち
の
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居
場
所
を
失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
務
め
よ
。
こ
れ
は
喜
び
も
悲
し
み
も
共
有
す
る
と
い
う
心
情
か
ら
で
あ
る
。
人
は
ま
る
ご
と

ダ
メ
だ
（
善
い
と
こ
ろ
が
何
も
無
い
（
と
い
う
道
理
は
無
い
の
だ
か
ら
。
総
じ
て
患
難
が
や
っ
て
く
る
と
き
、
理
由
も
無
く
や
っ
て
く

る
こ
と
は
な
い
。［
ま
た
人
は
］
利
害
が
交
錯
す
る
時
は
、
自
分
を
責
め
る
と
き
に
は
常
に
軽
く
し
よ
う
と
し
、
人
を
責
め
る
と
き
に

は
常
に
重
く
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
る
し
、
あ
る
い
は
、
貨
財
が
手
に
入
る
時
、［
人
は
］
自
分
の
持
ち
分
は
豊
か
に
し
よ
う
と
し
、

他
人
の
持
ち
分
は
少
な
く
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
表
向
き
は
大
義
名
分
に
か
こ
つ
け
て
い
る
が
、
実
際
は
危
険
な
兆
候
を
蓄

え
て
い
る
の
だ
。
勢
力
を
競
い
合
い
、
営
利
を
図
り
、
怒
り
に
ま
か
せ
て
争
い
合
い
、
智
力
を
誇
っ
て
競
い
合
い
、
同
じ
意
見
の
も
の

と
は
仲
良
く
す
る
が
、
意
見
を
異
に
す
る
者
は
排
斥
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
で
も
是
非
を
公
平
に
し
た
と
し
、
感
情
の
お
も
む
く
ま
ま
、

私
欲
に
従
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
で
も
好
悪
を
同
じ
く
し
た
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
自
ら
道
理
に
外
れ
た
対
処
を
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
患
害
を
招
く
原
因
が
外
か
ら
来
た
も
の
で
な
い
以
上
は
、
自
ら
反
省
し
な
い
わ
け
に
は
い
け
な
い
。
そ
も
そ
も
我
々
の
同
な
か
ま
た
ち盟

に
、
こ
う
し
た
こ
と
が
一
つ
で
も
あ
っ
た
な
ら
、
進
ん
で
相
互
に
注
意
し
合
い
、
是
非
の
本
心
を
啓
発
し
て
、
過
去
に
犯
し
た
非
を
教

訓
と
し
て
、
悔
い
改
め
て
、
そ
の
異
常
事
態
を
終
息
さ
せ
る
。
こ
れ
こ
そ
忠
告
の
道
で
あ
り
、
身
を
全
う
し
害
を
遠
ざ
け
る
術
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
い
っ
た
い
君
子
は
、「
終
身
の
憂
い
（
一
生
涯
、
抱
き
続
け
る
憂
い
（」
が
あ
れ
ば
こ
そ
、「
一
朝
の
患
（
目
先
の
心
配
（」

に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
は
無
い
の
だ
。「
終
身
の
憂
い
」と
は
、［
自
分
が
］舜
に
及
ば
な
い
こ
と
を
憂
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
舜

は
、
法
（
人
倫
の
道
（
を
天
下
に
行
っ
て
、
後
世
に
伝
え
た
。
私
は
、
ま
だ
凡
人
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
」。
そ
も
そ
も
過
去
に
犯

し
た
、
道
理
に
背
い
た
行
為
が
禍わ
ざ
わ
い患

を
招
く
と
い
う
の
は
、
総
じ
て
凡
人
の
や
る
こ
と
で
あ
る
。
凡
人
で
あ
る
こ
と
を
恥
じ
る
な
ら
、

必
ず
古
人
と
な
る
こ
と
を
志
す
こ
と
だ
。
こ
ち
ら
が
重
け
れ
ば
あ
ち
ら
は
軽
い
、
す
な
わ
ち
、
持さ
お
ば
か
り衡の

趨
勢
で
あ
る
。
古
よ
り
善
く
舜

を
［
手
本
と
し
て
］
学
ん
だ
者
と
し
て
は
、
顏
子
が
格
段
で
あ
る
。「
持
っ
て
い
る
の
に
持
っ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
ふ
る
ま
い
、
充

実
し
て
い
る
の
に
空
っ
ぽ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
ふ
る
ま
い
、
侵
犯
さ
れ
て
も
報
復
し
な
い
」
と
。
ほ
か
で
も
な
い
、［
こ
れ
は
］
曾
子
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が
旧
友
顔
淵
を
称
賛
し
た
言
葉
で
あ
り
、
仲
弓
・
閔
子
騫
・
子
路
・
子
貢
ら
の
諸
賢
も
及
ぶ
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
顔
子

は
、
心
を
虚
無
の
境
地
に
置
き
、
視
聴
言
動
は
礼
に
背
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
し
く
［
堯
舜
禹
以
来
の
］
危
微
精
一
の

心
伝
で
あ
る
。
顏
子
は
常
に
過
ち
の
無
い
境
地
に
自
ら
を
置
き
、
い
ま
だ
か
つ
て
一
度
も
人
か
ら
怨
ま
れ
た
こ
と
が
な
い
。
人
が
［
私

を
］「
犯
す
（
侵
犯
す
る
（」
こ
と
か
ら
、
始
め
て
「
校む
く

い
ず
（
報
復
し
な
い
（」
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
今
、
人
は
、
患
難
が
や
っ

て
く
る
に
際
し
て
、
や
や
も
す
れ
ば
「
犯
し
て
校む
く

い
ず
」
と
い
う
態
度
を
と
ろ
う
と
す
る
が
、
自
分
自
身
が
［
嘘
偽
り
の
無
い
］
誠
実

な
人
間
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
だ
け
だ
。
私
が
理
不
尽
な
こ
と
を
相
手
に
加
え
た
と
き
、
相
手
も
理
不
尽
な
こ
と
で
応
酬
す

る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
因
果
応
報
の
常
で
あ
り
、
所
謂
「
爾な
ん
じよ

り
出
づ
る
者
は
爾
に
反
る
（
身
か
ら
出
た
錆
（」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
ど
う
し
て
、
こ
れ
を
「
犯
す
（
外
か
ら
の
理
不
尽
な
侵
犯
（」
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
必
ず
我
が
身
を
反
省
し
、
自

分
に
至
ら
な
い
点
が
無
か
っ
た
の
か
を
探
し
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ど
う
し
て
、
ぼ
ん
や
り
見
て
い
る
だ
け
で
よ
か
ろ
う
か
。
だ
か
ら
、

孟
子
の
「
自
反
（
自
省
（」
が
で
き
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
顏
子
の
「
校む
く

い
ず
（
報
復
し
な
い
（」
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
が
「
古
い
に
し
えに

遡
っ
て
友
を
求
め
る
」［
学
び
］
の
順
序
で
あ
り
、
万
物
一
体
の
実
学
で
あ
り
、
所
謂
「
終
身
の
憂
い
」
と
い
う
も
の
で

あ
る
。〇

一
朝
之
患
＝
『
礼
記
』
檀
弓
上
の
「
子
思
曰
、
喪
三
日
而
殯
。
凡
附
於
身
者
、
必
誠
必
信
、
勿
之
有
悔
焉
耳
矣
。
三
月
而
葬
。

凡
附
於
棺
者
、
必
誠
必
信
、
勿
之
有
悔
焉
耳
矣
。
喪
三
年
以
為
極
亡
、
則
弗
之
忘
矣
。
故
君
子
有
終
身
之
憂
、
而
無
一
朝
之
患
、

故
忌
日
不
楽
。」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。 

鄭
玄
注
に
拠
れ
ば
、「
終
身
之
憂
」
と
は
「
其
の
親
を
念
う
」
こ
と
、「
一
朝
の
患
」

と
は
「
毀
ち
て
、
性
を
滅
ぼ
さ
ず
」
の
意
。　

〇
欺
凌
＝
い
じ
め
侮
る
。
馬
鹿
に
す
る
（『
中
日
辞
典
』（。
欺
圧
陵
辱
（『
漢
語
』（。

　

〇
君
子
有
終
身
之
憂
、
始
無
一
朝
之
患
＝
上
注
に
引
く
『
礼
記
』
檀
弓
上
篇
の
語
。
ま
た
、
こ
こ
は
後
出
の
「
自
反
」
に
つ
い
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て
述
べ
て
あ
る
『
孟
子
』
離
婁
下
篇
の
以
下
の
記
述
を
踏
ま
え
る
。「
仁
者
愛
人
。
有
禮
者
敬
人
。
愛
人
者
人
恆
愛
之
。
敬
人
者

人
恆
敬
之
。
有
人
於
此
。
其
待
我
以
橫
逆
、
則
君
子
必
自
反
也
。
我
必
不
仁
也
。
必
無
禮
也
。
此
物
奚
宜
至
哉
。
其
自
反
而
仁
矣
。

自
反
而
有
禮
矣
。
其
橫
逆
由
（
＝
猶
。
以
下
同
。（
是
也
、
君
子
必
自
反
也
。
我
必
不
忠
。
自
反
而
忠
矣
。
其
橫
逆
由
是
也
、
君

子
曰
、
此
亦
妄
人
也
已
矣
。
如
此
則
與
禽
獸
奚
擇
（
＝
何
異
（
哉
。
於
禽
獸
又
何
難
焉
。
是
故
君
子
有
終
身
之
憂
、
無
一
朝
之
患

也
。
乃
若
所
憂
則
有
之
。
舜
人
也
。
我
亦
人
也
。
舜
爲
法
於
天
下
、
可
傳
於
後
世
。
我
由
未
免
爲
郷
人
也
。
是
則
可
憂
也
。
憂
之

如
何
。
如
舜
而
已
矣
。
若
夫
君
子
所
患
則
亡
矣
。
非
仁
無
爲
也
。
非
禮
無
行
也
。
如
有
一
朝
之
患
、
則
君
子
不
患
矣
。」　

○
人
無

皆
非
之
理
＝
「
三
山
麗
澤
録
」
に
、「
…
…
況
人
無
皆
非
之
理
。
惟
在
反
己
自
修
、
一
毫
不
起
怨
尤
之
心
、
方
是
孔
門
家
法
。
故

曰
下
學
上
達
、
知
我
其
天
。
此
便
是
古
人
自
信
之
學
。」（『
龍
渓
会
語
』
巻
二
。『
王
畿
集
』
巻
一
、一
一
頁
（、「
白
雲
山
房
荅
問

紀
畧
」
に
、「
人
無
皆
非
之
理
、
平
生
與
人
相
接
、
惟
見
人
好
處
、
未
嘗
見
人
短
處
。
見
人
之
善
、
若
己
有
之
。
惟
恐
其
不
得
為

君
子
。
見
人
之
不
善
、
若
己
凂
之
。
惟
恐
其
陷
於
小
人
」（『
龍
渓
会
語
』
巻
四
（
と
見
え
る
。　

〇
危
微
精
一
之
傳
＝
朱
熹
の
『
中

庸
章
句
』
の
序
に
、「
中
庸
何
爲
而
作
也
。
子
思
子
憂
道
學
之
失
其
傳
而
作
也
。
蓋
自
上
古
聖
神
繼
天
立
極
、
而
道
統
之
傳
有
自

來
矣
。
其
見
於
經
、
則
允
執
厥
中
者
、
堯
之
所
以
授
舜
也
。
人
心
惟
危
、
道
心
惟
微
。
惟
精
惟
一
、
允
執
厥
中
者
、
舜
之
所
以
授

禹
也
。
堯
之
一
言
、
至
矣
盡
矣
。
而
舜
復
益
之
以
三
言
者
、
則
所
以
明
夫
堯
之
一
言
、
必
如
是
而
後
可
庶
幾
也
。」
と
あ
る
の
を

踏
ま
え
る
。「
人
心
惟
危
～
允
執
厥
中
」
は
、『
書
経
』
大
禹
謨
の
語
。
後
世
の
偽
作
と
さ
れ
る
。　

〇
犯
而
不
校
＝
『
論
語
』
泰

伯
篇
に
、「
曾
子
曰
、
以
能
問
於
不
能
、
以
多
問
於
寡
、
有
若
無
、
實
若
虛
、
犯
而
不
校
、
昔
者
吾
友
嘗
從
事
於
斯
矣
」
と
あ
る
。

朱
注
に
、「
校
、
計
校
也
。
友
、
馬
氏
以
爲
顏
淵
。
是
也
。
顏
子
之
心
、
唯
知
義
理
之
無
窮
、
不
見
物
我
之
有
閒
。
故
能
如
此
」

と
あ
る
。　

〇
出
乎
爾
者
反
乎
爾
＝
『
孟
子
』
梁
惠
王
下
篇
に
、「
凶
年
饑
歳
、
君
の
民
、
老
弱
は
溝
壑
に
轉
び
、
壯
者
は
散
じ

て
四
方
に
之
く
者
、
幾
千
人
な
ら
ん
。
而
れ
ど
も
、
君
の
倉
廩
は
實
ち
、
府
庫
は
充
ち
、
有
司
は
以
て
告
ぐ
る
莫
し
、
是
れ
上
、
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慢
り
て
下
を
殘
（
そ
こ
な
（
え
る
な
り
。
曾
子
曰
く
、『
之
を
戒
め
よ
、
之
を
戒
め
よ
、
爾
よ
り
出
づ
る
者
は
、
爾
に
反
る
者
な
り
』、

と
。
夫
れ
民
、
今
に
し
て
後
、
之
を
反
す
こ
と
を
得
る
な
り
。
君
、
尤
む
る
無
か
れ
。
君
、
仁
政
を
行
え
ば
、
斯
の
民
、
其
の
上

を
親
し
み
、
其
の
長
の
た
め
に
死
せ
ん
。」
と
あ
る
。
自
業
自
得
、
因
果
応
報
の
意
。　

○
孟
子
之
自
反
＝
『
孟
子
』
離
婁
下
篇
に
、

「
君
子
所
以
異
於
人
者
、
以
其
存
心
也
。
君
子
以
仁
存
心
、
以
禮
存
心
。
仁
者
愛
人
、
有
禮
者
敬
人
。
愛
人
者
、
人
恆
愛
之
。
敬
人
、

人
恆
敬
之
。
有
人
於
此
、
其
待
我
以
横
逆
、
則
君
子
必
自
反
也
、
我
必
不
仁
也
、
必
無
禮
也
。
此
物
奚
宜
至
哉
（
あ
る
人
が
、
私

に
対
し
て
暴
虐
な
態
度
で
接
し
て
き
た
ら
、
君
子
は
ま
ず
は
自
分
自
身
を
反
省
し
て
み
る
。
私
は
不
仁
で
あ
っ
た
の
で
は
、
無
礼

で
あ
っ
た
の
で
は
。
そ
う
で
な
か
っ
た
な
ら
、
こ
の
人
は
ど
う
し
て
こ
ん
な
態
度
を
取
る
の
か
、
と
（。
其
自
反
而
仁
矣
、
自
反

而
有
禮
矣
、
其
横
逆
由
是
也
。
君
子
必
自
反
也
、
我
必
不
忠
。
自
反
而
忠
矣
、
其
横
逆
由
是
也
。
君
子
曰
、
此
亦
妄
人
也
已
矣
。

如
此
則
與
禽
獸
奚
擇
哉
。
於
禽
獸
又
何
難
焉
。」
ま
た
、
同
・
公
孫
丑
上
篇
に
「
自
反
而
縮
、
雖
千
萬
人
吾
往
矣
」
と
あ
る
。　

〇
一
體
之
實
學
＝
「
大
人
之
學
、
原
是
與
萬
物
同
體
。
此
一
點
靈
明
、
原
與
萬
物
通
徹
無
間
。
痿
痺
不
仁
、
以
靈
氣
有
所
不
貫
也
。

欲
明
明
徳
于
天
下
者
、
是
發
大
志
愿
、
欲
将
此
一
點
靈
明
普
照
萬
物
著
察
昭
朗
、
不
令
些
子
昏
昧
、
是
仁
覆
天
下
、
一
體
之
寔
學
。

不
然
、
便
落
小
成
之
法
、
非
大
學
之
道
也
。」（「
別
見
臺
曾
子
漫
語
」『
龍
渓
会
語
』
巻
三
（。
他
に
も
、「
不
離
倫
物
感
應
、
原
是

萬
物
一
體
之
實
學
。」（「
南
遊
会
記
」『
龍
渓
会
語
』
巻
五
（、「
宇
宙
内
事
皆
己
分
内
事
、
方
是
一
體
之
實
學
、
所
謂
大
丈
夫
事
小

根
器
者
不
足
以
當
之
。」（「
書
同
心
冊
巻
」『
龍
渓
会
語
』
巻
六
（
な
ど
多
数
あ
る
。

【
参
考
②
】
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
文
章
が
、『
龍
渓
会
語
』
巻
四
「
自
訟
問
答
」
に
も
見
え
る
。「
顔
子
得
屢
空
之
學
、
常
自
立
於
無

過
之
地
。
惟
務
自
反
、
未
嘗
得
罪
於
人
、
而
人
自
犯
之
、
故
曰
犯
而
不
校
。
此
顔
子
大
勇
也
。
若
先
得
罪
於
人
、
人
以
横
逆
加
於

我
、
乃
其
報
施
之
常
。
所
謂
出
乎
爾
者
、
反
乎
爾
者
也
。
焉
得
謂
之
犯
。
有
孟
之
自
反
、
而
後
可
以
語
顔
之
不
校
。
學
之
序
也
。
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孔
子
所
謂
未
見
其
殆
、
喪
予
之
嘆
、
曾
子
追
思
之
情
乎
。
故
曰
、
顔
子
没
而
聖
學
亡
。」
ま
た
、『
王
畿
集
』
巻
十
五
「
自
訟
問
答
」

も
参
照
。（

四
）
修
禮
節
（
禮
節
を
修
む
）

原
議
。
士
大
夫
相
與
交
際
、
在
所
不
廢
、
然
亦
難
於
中
節
。
如
遇
監
司
郡
邑
、
有
稱
賀
公
禮
、
挨
次
爲
首
、
相
期
舉
行
、
表
裏
四
匹
、

函
書
果
酒
以
爲
常
。
弗
得
私
舉
。
此
外
、
非
不
得
已
、
不
宜
輕
入
公
門
、
亦
遠
恥
之
道
也
。
親
友
郷
黨
遇
有
吉
凶
當
行
之
禮
、
亦
宜
同

事
、
人
出
分
儀
一
錢
。
物
薄
情
厚
、
免
於
失
禮
而
已
。
間
有
親
戚
、
或
報
施
欲
稱
者
、
不
在
此
例
。
會
中
誕
辰
、
先
期
具
柬
請
、
如
例

不
答
。
席
近
議
醵
費
。
會
中
人
出
銀
五
錢
、
置
小
冊
、
共
送
會
長
收
貯
。
間
有
義
舉
、
亦
取
諸
此
支
銷
、
完
日
再
行
補
貯
。
亦
從
簡
之

道
也
。

原
議
。
士
大
夫
は
、
相
與と
も

に
交
際
す
る
こ
と
、
廢
せ
ざ
る
所
在
る
も
、
然
れ
ど
も
、
亦
た
節
に
中あ
た

る
を
難
し
と
す
。
如
し
郡
邑
を
監
司

し
、
稱
賀
の
公
禮
有
る
に
遇
う
に
、
次
に
挨し
た
がい
て
首
と
爲
し
、
相
期
し
て
舉
行
し
、
表
裏
四
疋
、
函
書
・
果
酒
、
以
て
常
と
爲
す
。
私ひ
そ

か
に
舉
ぐ
る
こ
と
を
得
ず
。
此
の
外
、
已
む
を
得
ざ
る
に
非
ざ
れ
ば
、
宜
し
く
輕
が
る
し
く
公
門
に
入
る
べ
か
ら
ず
、
亦
た
恥
を
遠
ざ

く
る
の
道
な
り
。
親
友
郷
黨
、
吉
凶
、
當
に
行
う
べ
き
の
禮
有
る
に
遇
え
ば
、
亦
た
宜
し
く
事
を
同
じ
く
し
、
人
ご
と
に
分
儀
一
錢
を

出
す
べ
し
。
物
薄
き
も
情
厚
け
れ
ば
、
失
禮
を
免
る
る
の
み
。
間
ま
親
戚
有
り
て
、
或
い
は
報
施
、
稱か
な

わ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
此
の
例

に
在
ら
ず
。
會
中
の
誕
辰
は
、
期
に
先
ん
じ
て
柬
請
を
具
う
る
も
、
例
の
如
く
答
え
ず
。
席
近
づ
け
ば
、
醵
費
を
議
す
。
會
中
の
人
は

銀
五
錢
を
出
し
、
小
冊
を
置
き
て
、
共
に
會
長
に
送
り
て
收
貯
す
。
間
ま
義
舉
有
れ
ば
、
亦
た
諸こ
れ

を
此
よ
り
取
り
て
支
銷
し
、
完
日
よ
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り
再
び
補
貯
を
行
う
。
亦
た
簡
に
從
う
の
道
な
り
。

原
議
。
士
大
夫
が
相
互
に
交
際
す
る
こ
と
は
、
や
め
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
の
だ
が
、
同
時
に
、
節
度
に
適
う
こ
と
は
難
し

い
も
の
だ
。
た
と
え
ば
、
郡
邑
を
監
察
す
る
監
史
に
対
す
る
公
式
の
祝
賀
会
で
礼
を
執
行
す
る
際
に
は
、
輪
番
で
主
催
者
と
な
り
、
決

ま
り
通
り
挙
行
し
、［
贈
り
物
は
］
反
物
四
疋
に
、
手
紙
と
果
物
と
酒
を
常
と
す
る
。
私
的
に
行
っ
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
や

む
を
得
な
い
場
合
を
除
い
て
、
軽
々
し
く
役
所
の
門
を
く
ぐ
っ
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
も
「
恥
を
遠
ざ
け
る
」
の
道
で
あ
る
。
親
し
い

友
人
や
郷む
ら
ざ
と党

の
中
で
、
吉
事
や
喪
事
と
い
っ
た
当
然
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
儀
礼
が
発
生
し
た
時
に
は
、
や
は
り
［
差
を
付
け
ず
に
］
同

じ
よ
う
に
、
一
人
ず
つ
分
担
金
と
し
て
一
銭
を
出
す
こ
と
。
品
物
は
粗
末
で
あ
っ
て
も
気
持
ち
が
こ
も
っ
て
い
れ
ば
、
礼
を
失
す
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。
親
戚
同
士
で
、
返
礼
が
つ
り
合
う
よ
う
に
し
た
い
場
合
は
、
例
外
と
す
る
。
会
中
の
［
年
長
者
の
］
誕
生
会
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
招
待
状
を
用
意
す
る
が
、
慣
例
通
り
返
事
は
出
さ
な
い
。
宴
席
が
近
づ
け
ば
、
醵
出
金
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
会
の
成
員

は
銀
五
銭
を
醵
出
し
、
帳
簿
に
記
録
し
、
ま
と
め
て
会
長
に
送
っ
て
收プ
ー
ル貯

し
て
お
く
。
義
挙
が
発
生
し
た
時
に
は
、
や
は
り
こ
こ
か
ら

出
費
し
、
完
了
し
た
日
か
ら
再
び
補
填
し
貯
蓄
を
行
う
。
こ
れ
も
や
は
り
簡
素
に
従
う
道
で
あ
る
。

〇
監
司
＝
監
察
の
責
任
を
負
っ
た
官
吏
。　

〇
挨
次
＝
順
序
に
従
う
。
順
々
に
。　

〇
表
裏
＝
衣
料
。
反
物
。　

〇
函
書
＝
書
信
。

　

〇
分
儀
＝
「
儀
」
は
礼
物
。　

〇
遠
恥
＝
『
礼
記
』
表
記
篇
に
、「
子
曰
、
君
子
慎
以
辟
禍
、
篤
以
不
揜
、
恭
以
遠
恥
。」
と
あ

る
。　

〇
物
薄
情
厚
＝
「
倹
約
質
素
」
を
美
徳
と
し
た
司
馬
光
「
訓
倹
文
」（
既
出
（
に
も
、「（「
二
、
崇
儉
約
」
の
注
に
引
用
し

た
冒
頭
部
分
に
続
く
（
近
歳
風
俗
尤
為
侈
靡
、
走
卒
類
士
服
、
農
夫
躡
絲
履
。
吾
記
天
聖
中
、
先
公
為
群
牧
判
官
、
客
至
、
未
嘗

不
置
酒
、
或
三
行
五
行
、
多
不
過
七
行
。
酒
酤
於
市
、
果
止
於
梨
栗
棗
柿
之
類
。
肴
止
於
脯
醢
菜
羹
、
器
用
瓷
漆
。
當
時
士
大
夫
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家
皆
然
、
人
不
相
非
也
。
會
數
而
禮
勤
、
物
薄
而
情
厚
。
近
日
士
大
夫
家
、
酒
非
内
法
、
果
肴
非
遠
方
珍
異
、
食
非
多
品
、
器
皿

非
滿
案
、
不
敢
會
賓
友
。
常
數
月
營
聚
、
然
後
敢
發
書
。
苟
或
不
然
、
人
爭
非
之
、
以
為
鄙
吝
。
故
不
隨
俗
靡
者
、
蓋
鮮
矣
。
嗟

乎
。
風
俗
頹
敝
如
是
、
居
位
者
雖
不
能
禁
、
忍
助
之
乎
。」
と
あ
る
。　

〇
誕
辰
＝
誕
生
日
。
た
い
て
い
尊
敬
す
る
人
に
用
い
る
。

こ
こ
は
、「
尚
齢
」
の
規
約
に
基
づ
き
、
会
中
の
高
齢
者
の
誕
生
会
を
開
催
す
る
時
の
き
ま
り
を
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。　

〇

柬
請
＝
「
請
柬
」、「
柬
帖
」、「
請
帖
」
と
も
言
う
。
招
待
状
。　

〇
如
例
不
答
＝
こ
の
前
後
、
う
ま
く
読
め
な
い
。
と
り
あ
え
ず
、

こ
う
読
ん
で
お
く
。
待
考
。
な
お
、
こ
の
前
後
を
和
刻
本
は
、「
會
中
ノ
誕
辰
ハ
期
ニ
先
ダ
チ
テ
柬
ヲ
具
ヘ
テ
、
請
ウ
コ
ト
例
ノ

如
ク
シ
テ
答
エ
ズ
シ
テ
、
席
近
ヅ
ク
ト
キ
ニ
、
醵
費
ヲ
議
シ
テ
、
…
…
」
と
訓
む
。　

〇
醵
費
＝
醵
出
金
。 

〇
義
舉
＝
公
共
の

利
益
や
正
義
の
た
め
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
。
中
純
夫
氏
は
、
こ
の
く
だ
り
に
も
と
づ
い
て
、
蓬
莱
会
は
、「
同
志
間
の
親
睦
会
・

互
助
会
と
い
う
性
格
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
」（「
王
畿
の
講
学
活
動
」『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
20
号
、

一
九
九
七
、三
七
頁
（と
指
摘
し
て
い
る
。　

〇
支
銷
＝
支
出
。
多
額
の
出
費
を
言
う
。 

〇
從
簡
＝
簡
素
に
従
う
。「
三
山
麗
澤
録
」

に
、「
蒙
泉
會
予
、
毎
欲
聞
過
。
予
曰
、
此
是
不
自
滿
之
心
。
苦
節
自
守
、
毎
事
從
簡
。
月
計
不
足
、
歳
計
有
餘
、
士
民
日
受
和

平
之
福
、
只
此
便
是
寡
過
之
道
。」（『
龍
渓
会
語
』
巻
二
（。
も
と
、『
易
』
繋
辞
上
伝
の
「
乾
以
易
知
、
坤
以
簡
能
。
易
則
易
知
、

簡
則
易
從
。
易
知
則
有
親
。
易
從
則
有
功
有
親
則
可
久
。
有
功
則
可
大
。
可
久
則
賢
人
之
德
。
可
大
則
賢
人
之
業
。
易
簡
而
天
下

之
理
得
矣
。
天
下
之
理
得
、
而
成
位
乎
其
中
矣
。」
を
踏
ま
え
る
。

（
五
）
嚴
約
規
（
約
規
を
嚴き
び

し
く
す
）

原
議
。
毎
月
之
會
、
擇
於
初
八
日
起
、
至
於
十
八
日
内
一
舉
之
。
如
遇
良
辰
樂
事
、
或
選
勝
出
遊
、
不
妨
再
舉
。
期
以
巳
前
赴
會
、
終
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酉
而
別
。
有
不
得
已
者
、
先
於
報
册
内
開
明
、
毋
托
辭
致
罰
。
終
日
談
笑
間
、
亦
當
有
益
身
心
。
其
官
司
得
失
、
他
人
是
非
、
一
切
不

置
諸
口
。
違
者
罰
。
自
彭
山
捐
背
、
會
中
無
所
統
一
。
漸
失
初
意
、
毎
談
端
一
起
、
哄
然
羣
和
、
絲
牽
枝
蔓
、
若
無
了
期
。
驗
諸
人
己

身
心
、
更
無
纖
毫
補
益
、
徒
坐
消
日
力
而
已
。
孔
子
有
曰
、
羣
居
終
日
、
言
不
及
義
。
好
行
小
慧
、
難
矣
哉
。
夫
豈
不
義
而
孔
子
言
之
。

凡
浮
談
侈
説
、
或
近
於
鄙
褻
、
淪
於
狎
眤
、
騁
能
心
、
誇
勝
見
、
無
補
於
身
心
、
無
益
於
人
己
、
皆
不
及
義
之
言
也
。
小
慧
與
大
智
正

相
反
。
大
智
者
、
本
心
虚
靈
洞
徹
、
如
水
鑒
之
應
物
、
變
化
云
爲
、
萬
物
畢
照
、
未
嘗
有
所
動
也
。
小
慧
則
矜
飾
炫
露
、
沾
沾
自
喜
、

出
以
機
心
、
成
以
機
械
、
巧
發
幸
中
、
純
白
受
傷
、
有
道
者
之
所
羞
爲
。
故
曰
、
難
矣
哉
。
自
今
以
後
、
願
與
諸
君
圖
爲
更
始
之
計
、

趁
此
日
力
、
討
個
生
身
受
命
著
落
處
做
。
毎
値
會
期
、
訂
以
辰
刻
赴
會
、
主
人
別
治
靜
室
、
焚
香
默
對
、
外
息
塵
縁
、
内
澄
神
慮
。
相

輪
會
主
啓
請
。
或
證
所
得
、
或
質
所
疑
、
或
徴
六
經
四
子
之
言
以
爲
折
衷
、
或
舉
古
人
嘉
言
懿
行
以
爲
資
楷
。
議
論
稍
有
不
合
、
不
妨

虚
心
相
與
、
徐
以
俟
之
、
毋
致
動
氣
求
勝
。
精
神
歸
一
、
氣
象
沖
和
、
斂
而
不
傷
於
滯
、
泰
而
不
失
於
縱
。
旁
午
就
席
、
酒
行
無
算
。

久
坐
神
憊
、
間
起
緩
歩
。
或
命
題
賦
詩
、
或
雅
歌
投
壺
、
各
以
意
適
、
不
至
溺
而
忘
返
。
張
弛
迭
用
、
文
武
之
道
。
只
此
是
學
。
縱
恣

無
檢
、
固
爲
放
心
。
過
於
拘
迫
、
亦
爲
慎
而
無
禮
。
舞
雩
沂
詠
、
孔
子
所
與
、
此
吾
輩
名
教
中
樂
事
也
。
人
心
中
自
有
天
則
。
知
學
者

當
自
得
之
。

原
議
。
毎
月
の
會
、
初
八
日
に
起
こ
り
、
十
八
日
に
至
る
ま
で
の
内
よ
り
擇
び
て
、
一
た
び
之
を
舉
げ
よ
。
如
し
良
辰
樂
事
、
或
い
は

選
勝
出
遊
に
遇
わ
ば
、
再
び
舉
ぐ
る
を
妨
げ
ず
。
期
す
る
に
巳み

の
前
を
以
て
會
に
赴
き
、
酉と
り

に
終
え
て
別
る
。
已
む
を
得
ざ
る
こ
と
有

る
者
は
、
先
ず
報
冊
の
内
に
於
い
て
開
明
し
て
、
辭
を
托
し
て
罰
を
致
す
こ
と
毋
か
れ
。
終
日
談
笑
の
間
、
亦
た
當
に
身
心
に
益
す
る

こ
と
有
る
べ
し
。
其
の
官
司
の
得
失
、
他
人
の
是
非
は
、
一
切
、
諸こ
れ

を
口
に
置
か
ざ
れ
。
違
う
者
は
罰
す
。
彭
山
捐
背
し
て
自
り
、
會

中
、
統
一
す
る
所
無
し
。
漸よ
う
やく
初
意
を
失
い
、
談
端
一
た
び
起
こ
る
毎
に
、
哄
然
と
し
て
羣
和
し
、
絲
牽
枝
蔓
し
て
、
了
期
無
き
が
若
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し
。
諸
を
人
己
の
身
心
に
驗た
め

す
に
、
更
に
纖
毫
の
補
益
も
無
し
、
徒
ら
に
坐そ
ぞ

ろ
に
日
力
を
消つ
い

や
す
の
み
。
孔
子
曰
え
る
有
り
、「
羣
居

す
る
こ
と
終
日
、
言
、
義
に
及
ば
ず
。
好
み
て
小
慧
を
行
う
、
難
き
か
な
」
と
。
夫
れ
豈
に
不
義
に
し
て
、
孔
子
、
之
を
言
わ
ん
や
。

凡
そ
浮
談
侈
説
、
或
い
は
鄙
褻
に
近
づ
き
、
狎
眤
に
淪し
ず

み
、
能
心
を
騁は

せ
、
勝
見
に
誇
り
て
、
身
心
に
補
い
無
く
、
人
己
に
益
無
き
は
、

皆
な
義
に
及
ば
ざ
る
の
言
な
り
。
小
慧
と
大
智
と
正
に
相
反
す
。
大
智
な
る
者
、
本
心
の
虚
靈
洞
徹
、
水
鑒
の
物
に
應
ず
る
が
如
し
、

變
化
云
爲
し
て
、
萬
物
畢
く
照う
つ

し
て
、
未
だ
嘗
て
動
く
所
有
ら
ざ
る
な
り
。
小
慧
は
則
ち
矜
飾
炫
露
し
て
、
沾せ
ん
せ
ん沾
と
し
て
自
ら
喜
び
、

出
だ
す
に
機
心
を
以
て
し
、
成
す
に
機
械
を
以
て
し
て
、
巧
み
に
發
し
て
幸
さ
い
わ
いに

し
て
中あ
た

る
も
、
純
白
傷
を
受
く
れ
ば
、
有
道
者
の
爲
す

を
羞は

づ
る
所
な
り
。
故
に
曰
く
、「
難
き
か
な
」
と
。
今
よ
り
以
後
、
願
わ
く
ば
、
諸
君
と
圖
り
て
更あ
ら
ため

始
む
る
の
計
を
爲
し
、
此
の

日
力
に
趁し
た
がい

て
、
個
の
身
を
生
じ
命
を
受
け
し
著
落
の
處
を
討も
と

め
て
做
さ
ん
。
會
期
に
値あ

う
毎ご
と

に
、
訂た
だ

し
て
辰た
つ

の
刻
を
以
て
會
に
赴
き
、

主
人
は
別こ
と

に
靜
室
を
治
め
、
香
を
焚た

き
默
對
し
、
外
は
塵
縁
を
息や

め
、
内
は
神
慮
を
澄
ま
す
。
相
輪
會
し
て
啓
請
を
主
つ
か
さ
どる
。
或
い
は
得

る
所
を
證
し
、
或
い
は
疑
う
所
を
質た
だ

し
、
或
い
は
六
經
四
子
の
言
に
徴
し
て
以
て
折
衷
を
爲
し
、
或
い
は
古
人
の
嘉
言
懿
行
を
擧
げ
て

以
て
資
楷
と
爲な

せ
。
議
論
、
稍
や
合
あ
わ
ざ
る
こ
と
有
れ
ば
、
心
を
虚
に
し
て
相
與
に
し
、
徐し
ず

か
に
し
て
以
て
之
を
俟ま

つ
を
妨
げ
ず
、

氣
を
動
か
し
勝
つ
こ
と
を
求
む
る
を
致
す
毋
か
れ
。
精
神
歸
一
、
氣
象
沖
和
、
斂お
さ

め
て
滯
る
に
傷そ
こ

な
わ
れ
ず
、
泰や
す

ら
か
に
す
れ
ど
も

縱ほ
し
い
ま
まに
す
る
に
失
わ
ず
。
旁
午
、
席
に
就
き
、
酒
の
行め
ぐ
り、
算か
ず

無
し
。
久
し
く
坐
し
て
神
憊つ
か

る
れ
ば
、
間
ま
起
き
て
緩
歩
す
。
或
い
は
題

を
命
じ
て
詩
を
賦
し
、
或
い
は
雅
歌
投
壺
し
て
、
各
お
の
意
を
以
て
適か
な

い
、
溺
れ
て
返
る
を
忘
る
る
に
至
ら
ず
。
張
弛
迭か
た

み
に
用
い
る

は
、
文
武
の
道
な
り
。
只
だ
此
れ
は
是
れ
學
な
り
。
縱
恣
に
し
て
檢
す
る
無
き
は
、
固
に
放
心
と
爲
す
。
拘
迫
に
過
ぐ
れ
ば
、
亦
て
慎

し
み
て
禮
無
し
と
爲
す
。
舞
雩
沂
詠
す
る
は
、
孔
子
の
與く
み

す
る
所
に
し
て
、
此
れ
吾
が
輩
が
名
教
中
の
樂
事
な
り
。
人
心
の
中
、
自
ず

か
ら
天
則
有
り
。
學
を
知
る
者
は
、
當
に
之
を
自
得
す
べ
し
。
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原
議
。
毎
月
の
講
会
は
、
八
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
間
の
適
当
な
期
日
を
選
ん
で
、
一
度
、
開
催
す
る
。
も
し
吉
日
で
祝
い
事
が
あ
っ

た
り
、
観
光
や
遊
学
し
た
り
す
る
機
会
に
遭
遇
し
た
な
ら
ば
、
再
度
開
催
し
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
。
取
り
決
め
と
し
て
は
、
巳み

の
刻

（
午
前
十
時
前
後
（
ま
で
に
は
会
に
赴
き
、
酉と
り

の
刻
（
午
後
六
時
前
後
（
を
も
っ
て
終
了
と
し
散
会
す
る
。
や
む
を
え
な
い
事
情
が
あ

る
者
に
つ
い
て
は
、
先
ず
報
冊
（
連
絡
帳
（
で
報
告
す
る
。
そ
れ
を
口
実
に
処
罰
し
て
は
い
け
な
い
。
終
日
談
笑
の
間
に
も
、
身
心
に

裨
益
す
る
も
の
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
場
合
、
官
司
（
官
吏
・
官
府
・
訴
訟
な
ど
（
の
得
失
や
他
人
の
是
非
は
、
一
切
、
口
に

し
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
に
違
う
者
は
罰
す
る
。
季
彭
山
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、
会
中
の
規
律
が
無
く
な
り
、
し
だ
い
に
初
心
を
失
っ

て
し
ま
い
、
話
題
が
変
わ
る
た
び
に
大
笑
い
し
、
皆
が
一
斉
に
そ
れ
に
同
調
し
た
り
、
冗
長
な
無
駄
話
を
し
て
、
収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
り
し
た
よ
う
だ
。
こ
れ
は
、
人
に
と
っ
て
も
、
自
分
に
と
っ
て
も
、
そ
の
身
と
心
に
検
証
し
て
、
少
し
も
補
い
益
す
る
も

の
は
無
い
し
、
い
た
ず
ら
に
時
間
を
浪
費
し
て
い
る
だ
け
だ
。
孔
子
は
、「
一
日
中
、
寄
り
集
ま
っ
て
、
義た
だ

し
い
道
理
に
言
及
も
せ
ず
、

小
賢
し
い
知
恵
ば
か
り
好
ん
で
玩
ぶ
よ
う
な
こ
と
は
、
自
分
に
は
で
き
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
ど
う
し
て
孔
子
が
不
義

を
口
に
し
た
り
し
よ
う
か
。
総
じ
て
浮
説
放
談
は
、［
放
っ
て
お
く
と
］
ど
ん
ど
ん
品
位
が
下
が
り
、
馴
れ
合
い
に
堕
し
、
全
能
感
を

煽
り
立
て
、
自
慢
話
に
終
わ
る
だ
け
で
、
身
心
に
お
い
て
補
う
も
の
は
何
も
無
く
、
他
人
に
と
っ
て
も
、
自
分
に
と
っ
て
も
益
は
無
い
。

ど
れ
も
こ
れ
も
義た
だ

し
い
道
理
に
到
達
し
な
い
言
葉
ば
か
り
だ
。
小
慧
（
こ
ざ
か
し
い
知
恵
（
と
大
智
と
で
は
正
反
対
で
あ
る
。
大
智
と

は
、
本
心
が
虚
霊
洞
徹
（
何
物
に
も
と
ら
わ
れ
ず
分
明
（
で
、
水
鏡
が
［
公
平
に
］
物
を
映
し
出
す
と
き
の
よ
う
に
、
自
由
自
在
に
変

化
し
て
、
万
物
を
こ
と
ご
と
く
映
し
出
し
な
が
ら
、
け
っ
し
て
［
対
象
に
］
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
小
慧
は
、
自
己
顕
示
欲
に

満
ち
、
自
信
に
あ
ふ
れ
て
自
己
陶
酔
し
、
機
心
（
功
利
の
心
（
か
ら
出
て
、
機
械
（
功
利
（
を
成
就
し
、
巧
妙
に
外
に
現
れ
て
、
ま
ぐ

れ
当
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
天
性
の
純
粋
さ
を
損
な
っ
て
い
る
た
め
、
有
道
者
な
ら
恥
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、［
孔
子
も
］

「
難
い
か
な
」
と
言
っ
た
の
だ
。
今
後
は
、
諸
君
と
と
も
に
更リ

セ

ツ

ト

め
始
め
る
す
る
計
画
を
立
て
、
こ
の
時
に
乗
じ
て
、
こ
の
身
を
生
じ
、
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天
命
を
受
け
た
、
本
来
の
居
場
所
を
探
求
し
て
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
講
会
の
時
期
が
来
る
と
、
い
つ
も
約
束
通
り
に
辰た
つ

の
刻（
午

前
八
時
前
後
（
に
会
に
赴
き
、
主
講
者
は
、
特
別
に
静
か
な
部
屋
で
心
を
治
め
、
香
を
焚た

き
、
默
し
て
自
己
と
向
き
合
い
、
外
に
は
俗

世
の
し
が
ら
み
を
絶
ち
切
り
、
内
に
は
精
神
を
澄
ま
す
。
交
替
で
会
を
運
営
し
、
発
問
提
題
を
仕
切
る
。
理
解
で
き
た
と
こ
ろ
を
検
証

し
た
り
、
疑
問
点
を
質
問
し
た
り
し
、
六
経
四
書
の
言
葉
と
照
合
し
て
折
衷
し
た
り
、
古
人
の
善
言
や
善
行
を
挙
げ
て
模
範
と
す
る
。

議
論
が
少
し
か
み
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
と
、
虚
心
坦
懐
、
お
互
い
落
ち
着
い
て
、［
考
え
が
熟
す
る
の
を
］
待
て
ば
よ
い
。

向
き
に
な
っ
て
［
議
論
に
］
勝
つ
こ
と
を
求
め
て
は
い
け
な
い
。
精き
り
よ
く神

を
集
中
し
、
気
象
は
静
か
で
穏
や
か
に
た
も
ち
、
収ひ
き
し
め斂

な
が
ら

凝と
ど
こ
お
り

滞
に
は
陥
ら
な
い
、
泰ゆ
つ
た
り然

と
し
て
い
な
が
ら
放き
ま
ま縦

に
流
れ
な
い
。
正
午
頃
に
、
席
に
就
く
。
酒
杯
に
制
限
を
用
い
な
い
。
長
い
間
、

坐
っ
て
い
て
、
精
神
が
つ
か
れ
て
き
た
ら
、
時
ど
き
立
ち
上
が
っ
て
散
歩
す
る
。
題
を
命
じ
て
詩
を
賦
し
た
り
、
雅
歌
投
壺
し
た
り
と
、

そ
れ
ぞ
れ
楽
し
み
な
が
ら
も
、
惑
溺
し
て
我
に
返
る
こ
と
を
忘
れ
る
ま
で
行
う
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
緊
張
と
弛
緩
と
を
交
互
に
用

い
る
の
が
文
武
の
道
で
あ
り
、
ほ
か
で
も
な
い
、
こ
れ
こ
そ
が
学
で
あ
る
。
好
き
放
題
し
て
引
き
締
め
る
こ
と
を
し
な
い
の
は
、
も
と

よ
り
本
心
を
見
失
っ
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。［
か
と
い
っ
て
］
締
め
付
け
が
厳
し
過
ぎ
る
の
は
、
や
は
り
「
慎
し
み
に
節
度
が
無
い
」

と
い
う
こ
と
だ
。［
か
の
曾
点
の
］「
雩
に
舞
い
沂
に
詠
じ
る
」
境
地
は
、
孔
子
も
加
担
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
我
ら
名
教
の

中
の
楽
し
み
事
で
あ
る
。
人
の
心
に
自
ず
か
ら
天
則
が
あ
る
。
学
を
知
る
者
は
、
ま
さ
に
こ
れ
を
自
得
す
る
（
自
分
自
身
で
つ
か
み
取

る
（
べ
き
だ
。

〇
選
勝
＝
景
勝
地
を
尋
ね
歩
く
こ
と
。　

〇
報
冊
＝
報
告
用
冊
子
。
連
絡
帳
の
よ
う
な
も
の
か
。
待
考
。　

〇
彭
山
捐
背
＝
季
本

が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
嘉
靖
四
十
二
年
癸
亥
（
一
五
六
三
（
四
月
二
十
九
日
、
七
十
九
歳
（
徐
渭
「
師
長
沙
公
行
状
」（。　

〇
孔

子
有
曰
～
＝
『
論
語
』
衛
靈
公
篇
。
朱
注
に
、「
小
慧
、
私
智
也
。
言
不
及
義
、
則
放
辟
邪
侈
之
心
滋
。
好
行
小
慧
、
則
行
險
僥
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倖
之
機
熟
。
難
矣
哉
者
、
言
其
無
以
入
德
而
將
有
患
害
也
。」　

〇
沾
沾
＝
自
信
満
々
、
得
意
げ
に
す
る
こ
と
。　

〇
虚
靈
＝
朱
子

も
王
陽
明
も
、『
大
学
』
の
「
明
徳
」
を
解
い
て
、「
虚
靈
不
昧
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。
朱
熹
「
明
德
者
、
人
之
所
得
乎
天
、
而

虚
靈
不
昧
、
以
具
衆
理
而
應
萬
事
者
也
。」（『
大
学
章
句
』
注
（。
王
守
仁
「
虚
靈
不
眛
、
衆
理
具
而
萬
事
出
。」（『
伝
習
録
』
上
（。

　

〇
出
以
機
心
～
有
道
之
所
羞
爲
＝
『
荘
子
』
天
地
篇
に
、「
吾
聞
之
吾
師
、
有
機
械
者
必
有
機
事
、
有
機
事
者
必
有
機
心
。
機

心
存
於
胸
中
、
則
纯
白
不
備
。
純
白
不
備
、
則
神
生
不
定
。
神
生
不
定
者
、
道
之
所
不
載
也
。
吾
非
不
知
、
羞
而
不
為
也
。」
を

踏
ま
え
る
。「
機
心
」
は
、
楽
し
て
成
果
を
上
げ
よ
う
と
す
る
心
。
巧
詐
の
心
。
機
巧
功
利
の
心
。 

〇
神
慮
＝
精
神
。　

〇
相
輪

會
＝
「
輪
」
は
、
順
番
・
交
替
に
す
る
。　

〇
啓
請
＝
発
問
提
題
す
る
。　

〇
資
楷
＝
【
参
考
③
】「
雲
間
樂
聚
冊
後
語
」
に
は
、

「
楷
式
」
に
作
る
。
規
範
、
典
範
、
法
則
の
意
。「
火
災
自
訟
長
語
示
兒
輩
」
に
、「
古
人
進
道
無
窮
之
楷
式
」
と
あ
る
（『
龍
溪
會

語
』
巻
四
（。　

〇
或
命
題
賦
詩
、
或
雅
歌
投
壺
～
＝
例
え
ば
、
次
の
、
あ
る
日
の
王
陽
明
の
講
会
の
記
録
を
参
照
。「
八
月
、
宴

門
人
於
天
泉
橋
。
中
秋
月
白
如
晝
、
先
生
命
侍
者
、
設
席
於
碧
霞
池
上
、
門
人
在
侍
者
百
餘
人
。
酒
半
酣
、
歌
聲
漸
動
。
久
之
、

或
投
壺
聚
算
、
或
撃
鼓
、
或
泛
舟
。
先
生
見
諸
生
興
劇
、
退
而
作
詩
、
有
「
鏗
然
捨
瑟
春
風
裡
、
點
也
雖
狂
得
我
情
」
之
句
。

…
…
」（「
年
譜
」
の
「
嘉
靖
三
年
甲
申
、
先
生
五
十
三
歳
、
在
越
。
八
月
」
の
条
。
新
編
本
『
全
集
』
巻
三
十
四
、一
三
〇
〇
頁
。

な
お
、
詩
は
、「
與
諸
生
歌
於
天
泉
橋
」（。　

〇
張
弛
迭
用
、
文
武
之
道
＝
『
礼
記
』
雜
記
に
、「
張
而
不
弛
、
文
武
弗
能
也
。
弛

而
不
張
、
文
武
弗
為
也
。
一
張
一
弛
。
文
武
之
道
也
。」
と
あ
る
。　

〇
放
心
＝
本
心
を
見
失
う
こ
と
。『
孟
子
』
告
子
上
篇
の
「
學

問
之
道
無
他
。
求
其
放
心
而
已
矣
。」
を
踏
ま
え
る
。　

〇
慎
而
無
禮
＝
『
論
語
』
泰
伯
篇
に
、「
恭
而
無
禮
則
勞
。
愼
而
無
禮
則

葸
。
勇
而
無
禮
則
亂
。
直
而
無
禮
則
絞
。」
を
踏
ま
え
る
。　

〇
酒
行
無
算
＝
酒
杯
に
制
限
は
設
け
な
い
。「
無
算
」
に
は
、『
漢
語
』

に
拠
れ
ば
、「
①
不
計
其
数
。
极
言
其
多
。
②
没
有
一
定
数
量
。
③
不
成
数
目
。
表
示
甚
少
。
④
引
申
指
不
足
比
量
、
謂
无
足
与

别
人
相
比
。」
の
意
が
あ
る
。
司
馬
光
「
温
公
耆
英
真
率
會
約
」
に
、「
一
序
齒
不
序
官
。
一
為
具
務
簡
素
。
一
朝
夕
食
各
不
過
五
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味
。
一
菜
果
脯
醘
之
類
、
各
不
過
三
十
器
。
一
酒
巡
無
筭
、
深
淺
自
斟
、
主
人
不
勧
、
客
亦
不
辭
、
逐
巡
無
下
酒
時
、
作
菜
羹
不

禁
。
一
召
客
共
作
。
一
簡
客
注
可
否
於
字
下
、
不
別
作
簡
、
或
因
事
分
簡
者
聽
。
一
會
日
早
赴
、
不
待
促
。
一
違
約
者
、
每
事
罰

一
巨
觥
。」（
馬
巒
編
『
司
馬
光
年
譜
』「
六
年
癸
亥
」
の
条
に
所
引
。
中
華
書
局
、
一
九
九
六
、三
七
八
頁
（
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
制

限
は
設
け
な
い
が
、
自
分
で
斟
酌
し
、
主
人
も
強
い
て
勧
め
な
い
が
、
客
人
も
勧
め
ら
れ
れ
ば
固
持
し
な
い
」
の
意
と
と
っ
た
。

　

〇
舞
雩
沂
詠
、
孔
子
所
與
＝
『
論
語
』
先
進
篇
に
、
子
路･

曾
皙･

冉
有･

公
西
華
を
前
に
、
孔
子
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志
を
尋

ね
た
。
そ
れ
に
対
す
る
曾
皙
の
答
え
に
対
し
て
、
孔
子
が
感
歎
し
、
賛
同
し
た
こ
と
を
言
う
。「
鼓
瑟
希
。
鏗
爾
舍
瑟
而
作
、
對
曰
、

異
乎
三
子
者
之
撰
。
子
曰
、
何
傷
乎
。
亦
各
言
其
志
也
。
曰
、
莫
春
者
、
春
服
旣
成
。
冠
者
五
六
人
、
童
子
六
七
人
、
浴
乎
沂
、

風
乎
舞
雩
、
詠
而
歸
。
夫
子
喟
然
歎
曰
、
吾
與
點
也
。」。
程
氏
の
「
曾
點
漆
雕
開
已
見
大
意
、
故
聖
人
與
之
。」（『
程
氏
遺
書
』

巻
六
、『
二
程
集
』、
八
七
頁
（
と
い
う
発
言
が
、
曾
點
評
価
の
発
端
と
な
り
、「
孔
顔
の
楽
し
み
」
と
共
に
、「
曾
點
の
楽
し
み
」
は
、

宋
明
の
儒
学
者
た
ち
が
好
ん
で
議
論
し
た
論
題
（
公
案
（
で
あ
っ
た
。　

〇
天
則
＝
も
と
は
天
の
法
則
の
意
。『
易
経
』
乾
卦
に
、

「
乾
元
用
九
、
乃
見
天
則
。」
と
あ
る
。
王
畿
に
よ
れ
ば
、
良
知
こ
そ
、
内
な
る
「
天
則
」
で
あ
る
。「
致
知
議
辨
」
に
、「
良
知
是

天
然
之
則
、
格
者
正
也
、
物
猶
事
也
、
格
物
云
者
、
致
此
良
知
之
天
則
於
事
事
物
物
也
。」（『
王
畿
集
』
巻
六
、一
三
三
頁
（
と
あ

る
。
そ
の
他
に
も
、『
王
畿
集
』
巻
八 

「
意
識
解
」（
一
九
二
頁
（
に
、「
人
心
莫
不
有
知
、
古
今
聖
愚
所
同
具
。
直
心
以
動
、
自

見
天
則
、
徳
性
之
知
也
。
…
…
譬
之
明
鏡
照
物
、
体
本
虚
而
妍
媸
自
辨
、
所
謂
天
則
也
。」
と
あ
り
、
ま
た
、
同
巻
六
「
格
物
問

答
原
旨
・
答
敬
所
王
子
」（
一
四
二
頁
（
に
、「
倫
物
感
応
実
事
上
、
循
其
天
則
之
自
然
、
則
物
得
其
理
矣
、
是
謂
格
物
。」
と
あ
る
。

【
参
考
③
】「
雲
間
樂
聚
冊
後
語
」
に
、
こ
の
段
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
文
章
が
あ
る
。「
毎
月
會
期
、
主
人
夙
具
約
、
以
辰
刻
赴
會
、

別
治
静
室
、
焚
香
冥
坐
、
外
息
塵
縁
、
内
澄
神
慮
。
衆
中
啓
請
、
或
證
獨
得
、
或
析
羣
疑
、
或
徴
諸
六
經
四
書
、
以
爲
折
衷
、
或



─ 40 ─

參
諸
前
言
往
行
、
以
爲
楷
式
、
或
議
論
稍
有
不
合
、
不
妨
虚
心
相
與
、
徐
以
待
之
、
毋
致
動
氣
求
勝
、
精
神
凝
翕
、
氣
象
沖
和
、

意
超
如
也
。
旁
午
就
席
、
酒
行
無
筭
、
間
起
緩
歩
遊
目
、
或
命
題
賦
詠
、
或
雅
歌
投
壺
、
各
以
意
適
、
不
至
溺
而
忘
返
、
文
武
張

弛
之
道
、
斂
而
不
傷
於
滯
、
泰
而
不
失
於
矜
、
只
此
是
學
。」（『
王
畿
集
』
巻
十
五
、四
一
四
頁
（。

（
六
）
明
世
好
（
世
好
を
明
ら
か
に
す
）

原
議
。
今
日
之
會
不
徒
燕
集
而
已
。
必
使
身
無
過
舉
、
子
孫
有
所
法
則
、
互
相
告
戒
、
期
於
有
成
。
繼
吾
後
者
、
相
勉
相
期
之
意
、
亦

如
今
日
。
古
云
、
中
也
養
不
中
、
才
也
養
不
才
。
故
人
樂
有
賢
父
兄
也
。
世
衰
教
弛
、
子
弟
失
其
所
養
、
不
能
皆
賢
。
雖
有
聰
明
智
慧
、

世
以
爲
才
子
弟
、
其
受
病
多
在
於
傲
。
傲
、
凶
德
也
。
以
傲
事
父
則
不
孝
、
以
傲
事
君
則
不
忠
。
丹
朱
之
不
肖
、
像
之
不
弟
、
只
傲
之

一
字
結
果
一
生
。
傲
之
反
爲
謙
。
謙
、
德
之
柄
也
。
故
謙
以
事
父
則
爲
孝
子
、
謙
以
事
君
則
爲
忠
臣
。
堯
之
允
恭
、
舜
之
溫
恭
、
只
是

謙
到
極
處
。
謙
之
六
爻
無
凶
德
。
地
中
有
山
、
内
止
而
外
順
也
。
若
内
不
止
則
徒
矯
飾
於
外
、
是
爲
足
恭
、
君
子
所
不
貴
也
。
吾
人
教

養
子
弟
、
先
在
去
其
傲
心
、
養
其
謙
德
。
至
身
外
功
名
、
得
之
不
得
自
有
命
在
。
使
子
弟
能
溫
恭
退
讓
、
爲
孝
爲
忠
、
行
無
邪
僻
。
雖

終
身
隱
居
、
亦
不
失
爲
克
家
之
子
。
苟
不
知
謙
順
、
悻
悻
自
高
、
縱
使
發
科
取
第
、
才
名
蓋
世
、
適
足
以
長
傲
飾
非
、
非
全
身
保
家
之

道
也
。
欲
使
子
弟
得
其
所
養
、
在
於
親
炙
薰
陶
。
會
中
子
弟
有
願
聽
教
者
、
不
妨
攜
至
。
使
執
卑
幼
獻
酬
之
禮
、
觀
法
考
鏡
、
求
以
自

淑
。
志
同
則
道
同
。
世
講
之
好
、
始
不
爲
彌
文
耳
。

原
議
。
今
日
の
會
、
徒
ら
に
燕
集
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
。
必
ず
身
を
し
て
過
舉
無
く
、
子
孫
を
し
て
法
則
す
る
所
有
ら
し
め
て
、
互
い

に
相
告
戒
し
て
、
成
る
こ
と
有
ら
ん
こ
と
を
期
す
。
吾
が
後
を
繼
ぐ
者
の
相
勉
め
相
期
す
る
の
意
も
亦
た
今
日
の
如
く
せ
よ
。
古
え
云
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う
、「
中
や
不
中
に
養
い
、
才
や
不
才
に
養
う
。
故
に
、
人
、
賢
き
父
兄
有
る
を
樂
し
む
な
り
」
と
。
世
衰
え
教
え
弛ゆ
る

み
、
子
弟
、
其

の
養
う
所
を
失
え
ば
、
皆
な
賢
な
る
は
能
わ
ず
。
聰
明
智
慧
有
り
て
、
世
、
以
て
才
子
弟
と
為
す
も
の
と
雖
も
、
其
の
病
を
受
く
る
こ

と
、
多
く
は
傲
に
在
り
。
傲
は
凶
德
な
り
。
傲
を
以
て
父
に
事
え
る
と
き
則
ち
不
孝
な
り
、
傲
を
以
て
君
に
事
え
る
と
き
は
則
ち
不
忠

な
り
。
丹
朱
の
不
肖
、
像
の
不
弟
、
只
だ
傲
の
一
字
、
一
生
を
結
果
す
。
傲
の
反
を
謙
と
爲
す
。
謙
は
德
の
柄
な
り
。
故
に
、
謙
に
し

て
以
て
父
に
事
え
る
と
き
は
則
ち
孝
子
と
爲
り
、
謙
に
し
て
以
て
君
に
事
え
る
と
き
は
則
ち
忠
臣
と
爲
る
。
堯
の
允ま
こ
とに
恭
う
や
う
やし
く
、
舜
の

溫
恭
な
る
は
、
只
だ
是
れ
謙
の
極
に
到
り
し
處
な
り
。
謙
の
六
爻
、
凶
德
無
し
。
地
中
に
山
有
り
、
内
止
ま
り
て
外
順
う
な
り
。
若
し

内
、
止
ま
ら
ず
し
て
、
徒
ら
に
外
を
矯
飾
す
、
是
れ
足
恭
と
爲
す
、
君
子
の
貴
ば
ざ
る
所
な
り
。
吾
人
、
子
弟
を
教
養
す
る
こ
と
、
先

ず
其
の
傲
心
を
去
り
て
、
其
の
謙
德
を
養
う
に
在
り
。
身
外
の
功
名
に
至
り
て
は
、
之
を
得
る
も
得
ざ
る
も
、
自
ず
か
ら
命
在
る
有
り
。

子
弟
を
し
て
能
く
温
恭
退
讓
し
て
、
孝
を
爲
し
忠
を
爲
し
、
行
い
て
邪
僻
無
か
ら
し
む
。
身
を
終
わ
る
ま
で
隱
居
す
と
雖
も
、
亦
た
家

を
克よ

く
す
る
の
子
爲
る
こ
と
を
失
わ
ず
。
苟
し
く
も
謙
順
を
知
ら
ず
し
て
、
悻
悻
と
し
て
自
ら
高
し
と
せ
ば
、
縱た

と使
い
科
を
發
し
第
を

取
り
、
才
名
、
世
を
蓋お
お

わ
し
む
れ
ど
も
、
適
に
以
て
傲
を
長
じ
非
を
飾
る
に
足
る
の
み
に
し
て
、
身
を
全
く
し
家
を
保
つ
の
道
に
非
ざ

る
な
り
。
子
弟
を
し
て
其
の
養
う
所
を
得
し
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
親
炙
薰
陶
す
る
に
在
り
。
會
中
の
子
弟
、
教
え
を
聽
か
ん
こ
と
を
願

う
者
有
れ
ば
、
攜た
ず
さえ
て
至
る
を
妨
げ
ず
。
卑
幼
獻
酬
の
禮
を
執
り
て
、
觀
法
考
鏡
し
て
、
以
て
自
ら
淑よ

く
せ
ん
こ
と
を
求
め
し
め
よ
。

志
同
じ
き
と
き
則
ち
道
同
じ
。
世
講
の
好
、
始
め
よ
り
彌
文
と
爲
さ
ざ
る
の
み
。

原
議
。
今
日
の
講
会
は
、
意
味
も
な
く
た
む
ろ
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
必
ず
身
に
間
違
い
が
無
い
よ
う
に
し
、
子
孫
に
の
っ
と
る

べ
き
規
範
を
示
し
、
相
互
に
過
ち
を
告
げ
て
戒
め
あ
っ
て
、
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
我
々
の
後
を
継
ぐ
者
た
ち

に
と
っ
て
も
、
互
い
に
励
ま
し
あ
っ
て
目
標
に
向
か
っ
て
進
む
と
い
う
思
い
は
、
や
は
り
今
日
と
同
じ
で
あ
る
。
古
え
の
人
は
、「
中
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庸
を
得
た
人
は
ま
だ
得
て
い
な
い
人
を
養
い
、
才
能
の
有
る
人
は
無
い
人
を
養
う
。
そ
れ
故
、
人
は
賢
明
な
る
父
兄
が
い
る
こ
と
を
喜

ぶ
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
世
は
衰
え
、
教
え
は
弛ゆ
る

み
、
子
弟
た
ち
は
［
徳
性
を
］
養
う
場
を
失
っ
て
し
ま
い
、
だ
れ
も
が
賢
者

と
な
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
聡
明
叡
智
を
も
ち
、
世
間
が
英
才
の
子
弟
と
見
な
し
て
い
る
も
の
の
欠
点
は
、
た
い
て
い
は
傲
慢

さ
に
あ
る
。
傲
慢
さ
は
凶
徳
で
あ
る
。
傲
慢
な
心
で
父
に
事つ
か

え
た
な
ら
ば
不
孝
と
あ
り
、
傲
慢
な
心
で
君
に
事
え
た
な
ら
ば
不
忠
と
な

る
。
丹
朱
（
堯
の
子
（
の
不
肖
、
象
（
舜
の
弟
（
の
不
弟
は
、
ほ
か
で
も
な
い
「
傲
」
の
一
字
に
尽
き
、
そ
れ
が
彼
ら
の
一
生
を
決
し

た
。
傲
慢
の
反
対
が
謙
虚
で
あ
る
。「
謙
」
は
徳
の
原
動
力
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
謙
虚
の
心
で
父
に
事
え
る
な
ら
ば
孝
子
と
な
り
、
謙

虚
な
心
で
君
に
事
え
る
な
ら
ば
忠
臣
と
な
る
。
堯
の
「
允ま
こ
とに

恭
う
や
う
やし

い
」、
舜
の
「
温お
だ

や
か
で
恭
し
い
」
は
、
ほ
か
で
も
な
い
謙
虚
さ
の

極
致
で
あ
る
。
謙
の
六
爻
に
凶
徳
は
無
い
。
地
中
に
山
が
有
る
の
は
、
内
に
止
ま
り
、
外
に
従
順
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
内
に
止

ま
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
む
や
み
と
外
を
飾
り
立
て
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
足
恭
（
過
度
の
恭
敬
（
と
い
う
こ
と
で
、
君
子
は
貴
ば
な

い
。
わ
れ
わ
れ
が
子
弟
を
教
え
養
う
と
き
は
、
先
ず
そ
の
傲
慢
な
心
を
取
り
除
き
、
そ
の
謙
譲
の
徳
を
養
う
。
我
が
身
の
外
に
あ
る
功

名
に
至
っ
て
は
、
そ
れ
が
手
に
入
る
か
入
ら
な
い
か
は
運
命
で
あ
る
。
子
弟
た
ち
に
は
、
温お
だ
や
か恭

で
、
退へ
り
く
だ讓

り
、
孝
を
行
い
、
忠
を
行
い
、

行
動
に
邪
僻
が
無
い
よ
う
に
導
い
て
や
る
だ
け
だ
。
終
身
隠
居
し
た
と
し
て
も
、
家
を
継
承
す
る
子
と
し
て
の
役
割
を
失
わ
な
い
。
も

し
謙
っ
て
順
う
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
傲
慢
に
も
自
分
を
高
級
な
存
在
に
見
せ
よ
う
す
る
よ
う
で
は
、
た
と
え
科
挙
に
合
格
し
、
才
名
が

世
に
轟
い
た
と
し
て
も
、
ま
さ
に
傲
慢
さ
を
増
長
し
、
自
分
の
過
誤
を
覆
い
隠
し
て
い
る
だ
け
で
、
身
を
全
く
し
家
を
保
つ
道
で
は
な

い
。
子
弟
が
、
そ
の
［
徳
性
を
］
養
う
場
を
得
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、［
先
師
の
教
え
に
］
親
炙
薰
陶
す
る
こ
と
だ
。
会
中
の
子
弟
で
、

教
え
を
聴
く
こ
と
を
願
う
者
が
い
れ
ば
、
手
を
引
か
れ
て
や
っ
て
く
る
よ
う
な
幼
児
で
も
か
ま
わ
な
い
。
幼
少
の
者
た
ち
を
も
て
な
す

礼
を
執
行
し
て
、［
先
輩
た
ち
が
］
お
手
本
を
示
し
て
鏡
と
な
る
こ
と
で
、［
後
輩
た
ち
が
］
自
分
も
善
く
な
ろ
う
と
す
る
よ
う
に
仕
向

け
よ
。
志
が
同
じ
な
ら
、
道
も
同
じ
で
あ
る
。［
家
に
あ
っ
て
、
年
長
者
か
ら
年
少
者
へ
と
］
代
々
、
共
に
講
学
す
る
こ
と
を
通
し
て
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受
け
継
が
れ
て
き
た
交よ
し
み誼
で
あ
っ
て
、
も
と
よ
り
上
辺
を
繕
う
も
の
で
は
な
い
。

〇
世
好
＝
世
間
の
交
誼
。
今
風
に
言
え
ば
、
地
域
社
会
の
絆
・
つ
な
が
り
・
人
の
和
（
輪
（。「
明
世
好
」
と
は
、
地
域
の
絆
を
輝

か
せ
る
。　

〇
中
也
養
不
中
～
＝
『
孟
子
』
離
婁
下
篇
に
、「
中
也
養
不
中
、
才
也
養
不
才
。
故
人
樂
有
賢
父
兄
也
。
如
中
也
棄

不
中
、
才
也
棄
不
才
、
則
賢
不
肖
之
相
去
、
其
閒
不
能
以
寸
（
中
は
不
中
を
養
い
、
才
は
不
才
を
養
う
。
故
に
人
賢
父
兄
有
る
こ

と
を
樂
し
む
。
如
し
中
不
中
を
棄
て
、
才
不
才
を
棄
て
ば
、
則
ち
賢
不
肖
の
相
去
る
こ
と
、
其
の
閒
寸
を
以
て
す
る
こ
と
能
わ
ず
、

と
（。」
と
あ
る
。
朱
注
に
、「
無
過
不
及
之
謂
中
、
足
以
有
爲
之
謂
才
。
養
、
謂
涵
育
薰
陶
、
俟
其
自
化
也
。
賢
、
謂
中
而
才
者
也
。

樂
有
賢
父
兄
者
、
樂
其
終
能
成
己
也
。」　

〇
謙
德
之
柄
也
＝
『
易
』
繋
辞
下
伝
の
語
。　

〇
堯
之
允
恭
＝
『
書
経
』
堯
典
に
、「
允

に
恭
し
く
克よ

く
讓
る
。
四
表
に
光
被
し
、
上
下
に
格
れ
り
」
と
あ
る
。
集
伝
に
、「
允
、
信
。
克
、
能
也
。
常
人
德
非
性
、
有
物

欲
害
之
。
故
有
强
爲
恭
而
不
實
、
欲
爲
讓
而
不
能
者
。
惟
堯
性
之
。
是
以
信
恭
而
能
讓
也
」
と
。　

〇
舜
之
溫
恭
＝
『
書
経
』
舜

典
に
、「
濬
哲
文
明
、
溫
恭
允
塞
」
と
あ
る
。
集
伝
に
、「
溫
、
和
粹
也
。
…
…
深
沈
而
有
智
、
文
理
而
光
明
、
和
粹
而
恭
敬
、
誠

信
而
篤
實
。
有
此
四
者
、
幽
潛
之
德
上
聞
于
堯
、
堯
乃
命
之
以
職
位
也
。」　

〇
足
恭
＝
『
論
語
』
公
冶
長
篇
に
、「
巧
言
令
色
足
恭
、

左
丘
明
、
之
を
恥
ず
。
丘
も
亦
た
之
を
恥
ず
」
と
あ
る
。
朱
注
に
、「
足
、
過
也
。」　

〇
溫
恭
退
讓
＝
『
論
語
』
に
、「
子
貢
曰
、

夫
子
溫
良
恭
儉
讓
以
得
之
。
夫
子
之
求
之
也
、
其
諸
異
乎
人
之
求
之
與
。」
と
あ
る
。
朱
注
に
、「
溫
、
和
厚
也
。
良
、
易
直
也
。
恭
、

莊
敬
也
。
儉
、
節
制
也
。
讓
、
謙
遜
也
。
五
者
夫
子
之
盛
德
光
輝
接
於
人
者
也
。」
と
あ
る
。　

〇
世
講
之
好
＝
宋
の
呂
本
中
『
官

箴
』
に
、「
同
僚
之
契
、
交
承
之
分
、
有
兄
弟
之
義
。
至
其
子
孫
亦
世
講
之
。
前
輩
傳
以
此
爲
務
、
今
人
知
之
者
蓋
少
矣
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
、
父
母
の
両
姓
の
子
孫
た
ち
が
、
世
世
、
共
同
し
て
講
学
し
て
き
た
情
誼
が
あ
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
後
に
朋

友
の
後
輩
を
称
し
て
、「
世
講
」
と
す
る
。
以
上
、『
漢
語
』。 
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申
約
後
語

右
申
約
六
條
、
因
彭
山
會
長
所
立
舊
規
、
略
爲
分
疏
、
以
見
此
會
不
爲
虚
舉
。
若
吾
人
所
以
安
身
立
命
處
、
尚
有
向
上
一
機
、
不
可
不

煞
理
會
。
古
人
以
人
有
五
幸
。
幸
不
爲
禽
獸
。
幸
生
中
國
、
不
爲
夷
狄
。
幸
爲
男
子
、
不
爲
女
人
。
幸
爲
四
民
之
首
、
不
爲
農
工
商
賈
。

幸
列
衣
冠
、
生
於
盛
世
。
此
是
天
地
間
第
一
等
人
、
不
可
不
自
幸
。
旣
爲
天
地
間
第
一
等
人
、
當
做
天
地
間
第
一
等
事
。
第
一
等
事
非

待
外
求
、
即
天
之
所
以
與
我
、
性
命
、
是
也
。
吾
人
若
不
知
學
、
不
幹
辦
性
命
上
事
、
雖
處
衣
冠
之
列
、
即
是
襟
裾
之
牛
馬
。
綺
語
巧

言
、
心
口
不
相
應
、
即
是
能
言
之
鸚
鵡
。
與
禽
獸
何
異
。
夷
狄
氣
性
兇
暴
、
無
信
義
、
無
親
戚
上
下
之
交
。
吾
人
若
使
氣
縱
性
、
不
以

信
義
自
閒
、
與
夷
狄
何
異
。
女
人
所
處
在
閨
闥
房
幃
、
所
事
在
米
鹽
醯
酒
、
所
欲
在
服
飾
玩
好
、
所
係
念
在
兒
女
玉
帛
。
丈
夫
志
在
四

方
。
若
朝
夕
營
營
、
無
超
然
之
興
、
與
女
子
何
異
。
士
與
商
賈
異
者
、
以
其
尚
義
而
遠
利
也
。
農
食
以
力
、
工
食
以
藝
、
尚
不
肯
空
食
。

吾
人
飽
食
終
日
、
安
於
素
餐
。
或
孳
孳
於
刀
錐
之
間
、
較
量
盈
縮
、
不
能
忘
謀
利
之
心
。
將
農
工
不
如
。
與
商
賈
何
異
。
若
是
而
齒
衣

冠
、
處
盛
世
、
亦
幸
生
而
免
耳
。
凡
世
間
功
名
富
貴
、
求
之
有
道
、
得
之
有
命
、
不
可
幸
致
。
若
自
己
性
命
、
人
人
所
固
有
、
求
之
即

得
、
無
待
於
外
。
世
人
於
功
名
富
貴
不
可
幸
致
者
、
念
念
不
能
忘
情
、
於
自
己
性
命
所
固
有
者
、
多
捨
之
而
不
知
求
、
亦
見
其
惑
也
已
。

右
、
申
約
の
六
條
は
、
彭
山
會
長
の
立
つ
る
所
の
舊
規
に
因
り
、
略
し
て
分
疏
を
爲
し
て
、
以
て
此
の
會
、
虚
舉
爲
ら
ざ
る
こ
と
を
見し
め

す
。
吾
人
、
身
を
安
ん
じ
命
を
立
つ
る
所
以
の
處
の
若
き
は
、
尚
お
向
上
の
一
機
有
り
、
煞は
な

は
だ
理
會
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
古
人
、
以お
も

え
ら
く
、
人
に
五
幸
有
り
。
幸
は
、
禽
獸
と
爲
ら
ず
。
幸
は
、
中
國
に
生
ま
れ
、
夷
狄
と
爲
ら
ず
。
幸
は
、
男
子
と
爲
り
て
、
女
人
と

爲
ら
ず
。
幸
は
、
四
民
の
首
と
爲
り
て
、
農
工
商
賈
と
爲
ら
ず
。
幸
は
、
衣
冠
に
列つ
ら

な
り
て
、
盛
世
に
生
ま
る
。
此
れ
は
是
れ
天
地
間
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の
第
一
等
の
人
な
り
。
自
ら
幸
い
と
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
既
に
天
地
の
間
の
第
一
等
の
人
と
爲
り
て
は
、
當
に
天
地
の
間
の
第
一
等
の

事
を
爲
す
べ
し
。
第
一
等
の
事
は
、
外
に
求
む
る
を
待
つ
に
非
ず
、
即
ち
、
天
の
我
に
與
え
し
所
以
、
性
命
、
是
れ
な
り
。
吾
人
、
若

し
學
を
知
ら
ず
、
性
命
上
の
事
を
幹
辦
せ
ざ
れ
ば
、
衣
冠
の
列
に
處
る
と
雖
も
、
即
ち
是
れ
襟
裾
の
牛
馬
な
り
。
綺
語
巧
言
し
て
、
心

口
、
相
應
ぜ
ず
ん
ば
、
即
ち
是
れ
能
言
の
鸚お
う
む鵡
な
り
。
禽
獸
と
何
ぞ
異
な
ら
ん
。
夷
狄
は
氣
性
兇
暴
に
し
て
、
信
義
無
く
、
親
戚
上
下

の
交
わ
り
無
し
。
吾
人
、
若
し
氣
に
使
わ
れ
性
を
縱
ほ
し
い
ま
まに
し
、
信
義
を
以
て
自
ら
閒ふ
せ

が
ざ
れ
ば
、
夷
狄
と
何
ぞ
異
な
ら
ん
。
女
人
は
、

處
る
所
、
閨け
い
た
つ闥

房ぼ
う

幃い

に
在
り
、
事
と
す
る
所
は
米べ
い
え
ん鹽

醯け
い
し
ゆ酒

に
在
り
、
欲
す
る
所
は
服
飾
玩
好
に
在
り
、
係
念
す
る
所
は
兒
女
玉
帛
に
在

り
。
丈
夫
の
志
は
四
方
に
在
り
。
若
し
朝
夕
營
營
と
し
て
、
超
然
の
興
無
く
ん
ば
、
女
子
と
何
ぞ
異
な
ら
ん
。
士
の
、
商
賈
と
異
な
る

者
は
、
其
の
義
を
尚
び
、
利
に
遠
ざ
か
る
を
以
て
な
り
。
農
は
食は

む
に
力
を
以
て
し
、
工
は
食
む
に
藝
を
以
て
す
、
尚
お
空
し
く
食
む

を
肯
ぜ
ず
。
吾
人
は
飽
食
し
、
終
日
、
素
餐
に
安
ん
ず
。
或
い
は
、
刀
錐
の
間
に
孳
孳
と
し
て
、
較
量
盈
縮
し
て
、
謀
利
の
心
を
忘
る

る
能
わ
ず
。
將
に
農
工
に
も
如
か
ざ
ら
ん
と
す
。
商
賈
と
何
ぞ
異
な
ら
ん
。
是
く
の
若
く
に
し
て
、
衣
冠
に
齒よ
わ
いし

、
盛
世
に
處
る
も
、

亦
た
幸
い
に
し
て
生
ま
れ
て
免
る
る
の
み
。
凡
そ
世
間
の
功
名
富
貴
、
之
を
求
む
る
に
道
有
り
、
之
を
得
る
に
命
有
り
、
幸ね
が

い
致
す
べ

か
ら
ず
。
自
己
の
性
命
の
若
き
は
、
人
人
、
固
有
す
る
所
な
れ
ば
、
之
を
求
む
れ
ば
即
ち
得
、
外
に
待
つ
無
し
。
世
人
、
功
名
富
貴
の
、

幸ね
が

い
致
す
べ
か
ら
ざ
る
者
に
於
い
て
、
念
念
、
情
を
忘
る
る
能
わ
ず
し
て
、
自
己
の
性
命
の
固
有
す
る
所
の
者
に
於
い
て
、
多
く
之
を

捨
て
て
、
求
む
る
を
知
ら
ず
、
亦
た
其
の
惑
え
る
を
見
る
の
み
。

右
の
規
約
六
条
は
、
季
彭
山
会
長
が
立
て
た
旧む
か
しの

規
約
に
も
と
づ
い
て
、
い
く
つ
か
に
分
け
て
説
明
を
し
、
こ
の
蓬
莱
会
が
虚
挙
（
空

虚
な
挙
行
（で
は
な
い
こ
と
を
示
す
。
わ
れ
わ
れ
が
安
身
立
命
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
向
上
の
た
め
の
一は
ず
み機
が
必
要
で
あ
る
。
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
人
は
、
人
に
は
五
つ
の
幸
福
が
あ
る
と
言
っ
た
。［
第
一
の
］
幸
福
は
、
禽け
だ
も
の獣
に
生
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ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
。［
第
二
の
］
幸
福
は
、
中
国
に
生
ま
れ
、
夷
狄
（
野
蛮
人
（
で
な
か
っ
た
こ
と
。［
第
三
の
］
幸
福
は
、
男

に
生
ま
れ
、
女
で
な
か
っ
た
こ
と
。［
第
四
の
］
幸
福
は
、
四
民
（
士
農
工
商
（
の
首
と
な
り
、
農
工
商
賈
に
携
わ
る
者
で
な
か
っ
た

こ
と
。［
第
五
の
］
幸
福
は
、
衣
冠
（
官
位
（
に
列つ
ら

な
り
、
太
平
の
世
に
生
ま
れ
た
こ
と
。
こ
れ
ら
は
、
こ
の
天
地
の
間
に
あ
っ
て
、

唯
一
、
選
ば
れ
た
人
間
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
幸
福
と
見
な
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
天
地
の
間
に
お
い
て
、
唯
一
選
ば
れ

た
人
と
な
っ
た
以
上
、
天
地
の
間
に
お
い
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
第
一
等
の
仕
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
等
の
仕
事
と

は
、
外
に
求
め
る
必
要
は
な
く
、
天
が
わ
れ
わ
れ
に
与
え
た
も
の
、
す
な
わ
ち
、
性
命
が
こ
れ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
も
し
学
ぶ
こ

と
を
知
ら
ず
、［
天
が
賦
与
し
て
く
れ
た
］
性
命
の
上
の
仕
事
に
従
事
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
官
職
に
就
い
た
と
し
て
も
、
襟
裾
の
牛

馬
（
人
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
禽
獣
（
に
す
ぎ
な
い
。
美
辞
麗
句
を
巧
み
に
操
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
心
と
言
葉
と
が
一
致
し
な

い
な
ら
、
人
の
言
葉
を
し
ゃ
べ
る
鸚オ
ウ
ム鵡
に
す
ぎ
な
い
。
禽
獣
と
何
の
違
い
が
あ
る
と
い
う
の
か
。
夷
狄
は
凶
暴
な
性
質
を
も
ち
、
信
義

（
信
頼
と
義
務
（
に
欠
け
、
親
戚
・
君
臣
の
交
わ
り
を
持
た
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
、
も
し
気
質
に
支
配
さ
れ
、
欲
望
に
任
せ
る
ば
か
り
で
、

信
義
に
よ
っ
て
自
制
し
な
け
れ
ば
、
夷
狄
と
何
の
違
い
が
あ
る
と
い
う
の
か
。
女
は
、
寝
室
の
帳と
ば
りの

中
に
身
を
置
き
、
食
事
の
世
話
を

仕
事
と
し
、
き
ら
び
や
か
な
衣
裳
を
欲
望
し
、
子
供
や
玉
帛
を
嗜
好
す
る
が
、
丈お
と
こ夫

の
志
は
天
下
に
あ
る
。
も
し
、
一
日
中
、
營せ
つ
せ營

と

［
家
事
に
い
そ
し
む
だ
け
で
］、
超
然
の
興
（
俗
世
を
超
越
し
よ
う
と
す
る
思
い
（
が
無
か
っ
た
な
ら
ば
、
女
子
と
何
の
違
い
が
あ
る
と

い
う
の
か
。
士
が
商
人
と
異
な
る
点
は
、
義
理
を
尚た
つ
とび
、
功
利
を
遠
ざ
け
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
農
夫
は
力
仕
事
に
よ
っ
て
飯
を
食
い
、

職
人
は
技
芸
に
よ
っ
て
飯
を
食
う
の
で
あ
っ
て
、
働
き
も
せ
ず
に
飯
を
食
う
こ
と
を
よ
し
と
し
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
腹
一
杯
の
飯
を

食
い
な
が
ら
、
終
日
、
無
為
徒
食
に
安
ん
じ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
ご
く
わ
ず
か
の
利
益
を
夢
中
で
追
い
求
め
、
そ
の
多
寡
を
値
踏
み

し
な
が
ら
、
謀
利
の
心
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
農
工
の
徒
に
も
及
ば
な
い
。
商
人
と
何
の
違
い
が
あ
る
と
い
う
の
か
。

こ
ん
な
ふ
う
に
官
吏
の
仲
間
入
り
を
し
、
太
平
の
世
に
生
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
幸
運
の
賜
た
ま
も
のに
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
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そ
も
世
間
の
功
名
富
貴
は
、
求
め
方
に
も
道
が
有
り
、
手
に
入
れ
る
に
も
命
運
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
望
ん
で
も
容
易
に
手
に
入
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。［
そ
れ
に
対
し
て
］
自
己
の
性
命
と
な
る
と
、
万
人
に
も
と
も
と
具そ
な

わ
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
、
求

め
さ
え
す
れ
ば
手
に
入
り
、
外
に
求
め
る
必
要
も
無
い
。［
そ
れ
な
の
に
］
世
の
人
々
は
、
功
名
富
貴
と
い
っ
た
、
望
ん
で
も
容
易
に

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
を
、
常
に
心
に
留
め
て
思
い
続
け
、
未
練
を
捨
て
き
れ
ず
、［
一
方
］
自
己
の
性
命
の
よ

う
に
、
も
と
も
と
具
わ
っ
て
い
る
も
の
に
対
し
て
は
、
た
い
て
い
そ
れ
を
捨
て
て
求
め
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
し
て
も
、

そ
の
惑
溺
の
様
が
見
て
と
れ
る
。

〇
申
約
＝
講
会
の
規
約
。　

〇
四
民
＝
士
・
農
・
工
・
商
を
指
す
。『
書
経
』
周
官
に
、「
司
空
掌
邦
土
、
居
四
民
、
時
地
利
。」

と
あ
り
、
蔡
沈
の
『
集
伝
』
に
、「
冬
官
、
卿
、
主
国
邦
土
、
以
居
士
農
工
商
四
民
。」
と
あ
る
。　

〇
商
賈
＝
「
賈
」
は
店
を
構

え
て
商
う
人
、「
商
」
は
行
商
人
。　

〇
古
人
以
人
有
五
幸
＝
典
拠
未
詳
。
あ
る
い
は
、『
列
子
』
天
瑞
篇
の
「
三
樂
」
を
踏
ま
え

る
か
。「
孔
子
、
太
山
に
遊
び
、
榮
啟
期
、
郕
の
野
に
行
く
を
見
る
。
鹿
裘
帶
索
、
琴
を
鼓
し
て
歌
う
。
孔
子
問
い
て
曰
く
、『
先

生
、
以
て
樂
し
む
所
は
、
何
ぞ
や
』
と
。
對
え
て
曰
く
、『
吾
が
樂
し
み
は
甚
だ
多
し
。
天
、
萬
物
を
生
じ
、
唯
だ
人
の
み
を
貴

し
と
為
す
。
而
し
て
、
吾
、
人
と
為
る
を
得
。
是
れ
一
樂
な
り
。
男
女
の
別
あ
り
。
男
は
尊
く
女
は
卑
し
。
故
に
男
を
以
て
貴
し

と
為
す
。
吾
、
既
に
男
と
為
る
を
得
た
り
。
是
れ
二
樂
な
り
。
人
生
れ
て
、
日
月
を
見
ず
、
襁
褓
を
免
れ
ざ
る
者
有
り
。
吾
、
既

己
に
行
く
ゆ
く
年
九
十
に
な
ら
ん
と
す
。
是
れ
三
樂
な
り
。
貧
は
士
の
常
な
り
、
死
は
人
の
終
わ
り
な
り
」
と
あ
る
の
を
指
す
か
。

『
孔
子
家
語
』
巻
四
「
六
本
」
に
も
載
せ
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
榮
啟
期
は
、
季
本
も
慕
っ
た
白
居
易
が
好
ん
で
、
詩
に
用
い
た

人
物
で
あ
っ
た
。
川
合
康
三
『
中
国
の
自
伝
文
学
』（
創
文
社
、
一
九
九
六
、一
三
〇
頁
（。
な
お
、
川
合
氏
は
、
同
内
容
の
発
言

と
し
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
タ
レ
ス
の
「
三
楽
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
、
こ
ち
ら
の
方
が
「
五
幸
」
に
近
い
。「
第
一
は
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獣
で
は
な
く
、
人
間
に
生
ま
れ
た
こ
と
。
第
二
は
女
に
で
は
な
く
、
男
に
生
ま
れ
た
こ
と
。
第
三
は
異
民
族
で
は
な
く
、
ギ
リ
シ

ア
人
に
生
ま
れ
た
こ
と
」（
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
『
ギ
リ
シ
ア
哲
学
者
列
伝
』
上
、
岩
波
文
庫
、
三
六
頁
（。　

〇
襟
裾
之
牛
馬
＝
罵
声

の
詞
。
人
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
禽
獣
。
韓
愈
の
「
符
読
書
城
南
詩
」
に
、「
人
不
通
古
今
、
馬
牛
而
襟
裾
」（『
全
唐
詩
』
十
冊
・

三
四
一
巻
、
中
華
書
局
、
三
八
八
二
頁
（
と
あ
る
。
ま
た
、
袁
宗
道
の
「
読
孟
子
」
に
、「
百
姓
行
矣
而
不
著
、
習
矣
而
不
察
、

則
為
襟
裾
之
禽
獣
」
と
あ
る
（『
漢
語
』（。  

〇
縦
性
＝
「
恣
意
放
縦
に
し
て
、
自
己
の
欲
望
を
満
足
さ
せ
た
り
、
自
己
の
あ
る

種
の
不
当
な
目
標
を
達
成
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
」（『
漢
語
』（。　

〇
刀
錐
＝
微
末
な
小
利
の
喩
え
。
唐
の
陳
子
昂
「
感
遇
」
詩

之
十
に
、「
務
光
譲
天
下
、
商
賈
競
刀
錐
。」（『
全
唐
詩
』
三
冊
・
巻
八
三
・
八
九
四
頁
（。

陽
明
先
師
拈
出
良
知
兩
字
、
乃
從
生
機
中
指
個
靈
竅
與
人
、
使
知
有
用
力
之
地
。
今
有
不
孝
不
弟
之
人
、
指
爲
不
孝
不
弟
、
則
怫
然
而

怒
。
可
見
不
孝
不
弟
之
人
、
良
知
未
嘗
忘
也
。
甚
至
做
賊
之
人
、
指
其
爲
賊
則
忿
然
而
闘
。
賊
見
孝
子
、
亦
知
肅
然
而
敬
。
可
見
做
賊

之
人
、
良
知
未
嘗
忘
也
。
堯
舜
之
時
、
指
爲
孝
弟
之
人
、
後
世
之
人
亦
以
爲
孝
弟
。
堯
舜
之
時
、
指
爲
不
孝
不
弟
之
人
、
後
世
之
人
、

亦
以
爲
不
孝
不
弟
。
可
見
千
萬
古
上
下
、
良
知
未
嘗
亡
也
。
吾
人
若
真
發
心
爲
性
命
、
信
得
此
件
事
及
、
只
隨
事
隨
物
致
此
良
知
、
便

是
盡
性
、
便
是
終
身
保
命
之
符
、
不
可
須
臾
離
者
也
。
世
人
以
致
知
之
學
爲
迂
、
可
無
事
於
講
者
、
但
未
之
思
耳
。

陽
明
先
師
、
良
知
の
兩
字
を
拈
出
し
、
乃
ち
生
機
の
中
よ
り
個
の
靈
竅
を
指
し
て
人
に
與
え
、
用
力
の
地
有
る
を
知
ら
し
む
。
今
、
不

孝
不
弟
の
人
有
り
、
指
し
て
不
孝
不
弟
と
爲
さ
ば
、
則
ち
、
怫ひ

然ぜ
ん

と
し
て
怒
る
。
不
孝
不
弟
の
人
も
、
良
知
は
未
だ
嘗
て
忘う
し
なわ

ざ
る
を

見
る
べ
き
な
り
。
甚
だ
し
き
は
賊
を
做
す
の
人
に
至
り
て
も
、
其
れ
を
指
し
て
賊
と
爲
さ
ば
則
ち
忿
然
と
し
て
闘
わ
ん
。
賊
も
孝
子
を

見
れ
ば
亦
た
肅
然
と
し
て
敬
す
る
を
知
る
。
賊
を
做
す
の
人
も
、
良
知
は
未
だ
嘗
て
忘
わ
ざ
る
を
見
る
べ
き
な
り
。
堯
舜
の
時
、
指
し
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て
孝
弟
の
人
と
爲
さ
ば
、
後
世
の
人
も
亦
た
以
て
孝
弟
と
爲
す
。
堯
舜
の
時
、
指
し
て
不
孝
不
弟
の
人
と
爲
さ
ば
、
後
世
の
人
も
亦
た

以
て
不
孝
不
弟
と
爲
す
。
千
萬
古
上
下
、
良
知
は
未
だ
嘗
て
亡う
し
なわ

ざ
る
を
見
る
べ
き
な
り
。
吾
人
、
若
し
真
に
心
を
發
し
て
性
命
の
爲た
め

に
し
、
此
の
件
の
事
を
信
じ
得
て
及
び
、
只
だ
事
に
隨
い
物
に
隨
い
、
此
の
良
知
を
致
さ
ば
、
便
ち
是
れ
性
を
盡
く
す
、
便
ち
是
れ
終

身
保
命
の
符
な
り
、
須し
ゆ
ゆ臾
も
離
る
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
世
人
、
致
知
の
學
を
以
て
迂
と
爲
し
、
講
ず
る
を
事
と
す
る
こ
と
無
か
る
べ

し
と
す
る
は
、
但
だ
未
だ
之
を
思
わ
ざ
る
の
み
。

王
陽
明
先
師
は
、
良
知
の
二
字
を
選
び
出
し
た
が
、［
そ
れ
は
ほ
か
で
も
な
い
］
生
機
（
天
地
造
化
の
か
ら
く
り
（
の
中
か
ら
、
人
々

に
そ
の
靈
竅
（
靈
妙
な
る
は
た
ら
き
（
を
指
し
示
し
て
与
え
、［
人
が
］
力
を
用
い
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
知
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
今
、

不
孝
不
弟
（
親
不
孝
で
年
長
者
を
敬
わ
な
い
（
の
人
が
い
た
と
し
て
、
不
孝
不
弟
だ
と
指
摘
す
れ
ば
、
怫ム

ツ然
と
し
て
怒
る
だ
ろ
う
。
こ

こ
か
ら
不
孝
不
弟
の
人
も
、
良
知
を
失
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
悪
事
を
は
た
ら
く
最
低
の
人
間
で
も
、
そ
の
人
を
指
し
て
悪
党

だ
と
指
摘
し
た
な
ら
ば
、
忿ぷ
ん
ぷ
ん然

と
怒
っ
て
抗
議
す
る
で
あ
ろ
う
。
悪
党
で
も
、
孝
子
を
見
れ
ば
、
や
は
り
肅キ
リ
ツ然

と
し
て
尊
敬
の
気
持
ち

を
起
こ
す
。
極
悪
人
で
も
、
良
知
を
失
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
堯
舜
の
時
に
孝
弟
の
人
と
見
な
さ
れ
た
人
は
、
後
世
の
人
も
や

は
り
孝
弟
と
み
な
す
。
堯
舜
の
時
に
不
孝
不
弟
の
人
と
見
な
さ
れ
た
人
は
、
後
世
の
人
も
や
は
り
不
孝
不
弟
と
見
な
す
。
大
昔
か
ら
、

良
知
は
一
度
も
滅
び
去
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
わ
れ
わ
れ
が
、
も
し
本
当
に
一
念
発
起
し
て
、
性
命
（
人
間
存
在
の
意
味
（

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
こ
の
事
実
［
良
知
の
固
有
性
］
を
と
こ
と
ん
信
じ
、
ひ
た
す
ら
目
前
の
事
態
に
即
し
て
、
こ
の
良
知
を

発
揮
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
［
孟
子
の
所
謂
］「
尽
性
（
本
性
を
発
揮
す
る
（」
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
生
涯
に
わ
た
っ
て
天
命

を
守
る
と
い
う
誓
い
の
し
る
し
で
あ
り
で
、
一
時
も
［
人
の
生
の
営
み
を
］
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
世
の
人
々
が
致
知
の
学
を
迂

遠
と
み
な
し
、
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
講
求
す
る
必
要
な
ど
な
い
と
考
え
る
の
は
、
浅
薄
な
考
え
で
あ
る
。
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〇
做
賊
之
人
～
＝
『
伝
習
録
』
下
巻
に
、「
良
知
在
人
、
隨
你
如
何
、
不
能
泯
滅
。
雖
盜
賊
、
亦
自
知
不
當
爲
盜
。
喚
他
作
做
賊
、

他
還
忸
怩
。」
と
、
良
知
の
先
天
性
・
普
遍
性
を
説
い
た
王
陽
明
の
発
言
を
踏
ま
え
る
。　

〇
靈
竅
＝
王
畿
は
、
こ
の
語
を
頻
用

し
て
い
る
。「
有
諸
己
謂
信
、
良
知
是
天
然
之
靈
竅
、
時
時
從
天
機
運
轉
、
變
化
云
為
、
自
見
天
則
。
不
須
防
檢
、
不
須
窮
索
、

何
嘗
照
管
得
、
又
何
嘗
不
照
管
得
。」（「
過
豐
城
答
問
」『
王
畿
集
』
巻
四
、七
九
頁
（、「
獨
知
便
是
本
體
、
慎
獨
便
是
功
夫
。
此

是
千
古
聖
神
斬
關
立
脚
真
話
頭
、
便
是
吾
人
生
身
受
命
真
靈
竅
、
亦
便
是
入
聖
入
神
真
血
脈
路
。
只
此
便
是
未
發
先
天
之
學
、
非

有
二
也
。」（「
答
洪
覺
山
」
同
巻
十　

二
六
二
頁
（、「
夫
良
知
者
、
性
之
靈
竅
、
千
古
聖
學
之
宗
、
所
謂
是
非
之
心
、
好
惡
之
實
也
。」

（『
王
畿
集
』
巻
八
「
大
學
首
章
解
義
」、
一
七
七
頁
（
な
ど
。　

〇
良
知
未
嘗
忘
也
＝
こ
の
段
に
三
回
出
て
く
る
が
、
道
光
本
に
、

「
忘
」の
字
は
い
ず
れ
も「
亡
」の
字
に
作
る
。
今
、
こ
れ
に
従
う
。　

〇
性
命
＝
人
間
存
在
の
意
味
。
存
在
意
義
。
生
き
る
意
味
。 

〇
此
件
事
＝
王
陽
明
の
「
致
良
知
」
説
の
前
提
と
し
て
の
「
良
知
は
万
人
が
固
有
し
、
千
古
不
磨
で
あ
る
」
と
い
う
事
実
。

凡
我
同
盟
、
有
逾
七
望
八
者
、
有
逾
五
望
六
者
。
旣
脱
世
網
、
下
戲
臺
、
正
好
洗
去
脂
粉
、
覷
見
本
來
面
目
之
時
。
若
於
此
不
知
回
頭
、

真
成
當
面
磋
過
。
可
惜
也
已
。
且
人
生
世
間
、
如
電
光
火
石
、
雖
至
百
年
、
只
如
倏
忽
。
大
限
到
來
、
定
知
不
免
。
古
云
、
誰
人
肯
向

死
前
休
。
若
信
得
此
及
、
見
在
世
情
嗜
欲
、
好
醜
順
逆
、
種
種
未
了
之
心
、
便
須
全
體
放
下
、
將
精
神
打
併
歸
一
、
只
從
省
力
處
做
。

惟
求
日
減
、
不
求
日
增
。
省
力
處
便
是
得
力
處
。
古
人
之
學
、
原
是
坦
坦
蕩
蕩
。
才
有
拘
攣
束
縛
、
謂
之
天
刑
。
前
已
略
言
之
。
然
真

假
毫
釐
、
辨
之
在
早
、
不
可
不
自
考
也
。
諸
君
果
能
如
武
公
之
好
學
、
愚
也
敢
忘
蒙
瞽
之
箴
。
交
相
警
勉
、
使
人
己
皆
獲
其
益
、
始
足

以
先
細
民
、
始
信
此
會
之
不
爲
虚
耳
。
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凡
そ
我
が
同
盟
、
七
を
逾こ

え
八
に
望
む
者
有
り
、
五
を
逾
え
六
に
望
む
者
有
り
。
既
に
世
網
を
脱
し
、
戲
臺
を
下お

り
な
ば
、
正
に
脂
粉

を
洗
去
し
、
本
來
面
目
を
覷し
よ
け
ん見

す
好べ

き
の
時
な
り
。
若
し
此
に
於
い
て
回
頭
す
る
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
真
に
當
面
の
磋
過
を
成
さ
ん
。
惜

し
む
べ
き
の
み
。
且
つ
、
人
、
世
間
に
生
く
る
や
、
電
光
火
石
の
如
し
、
百
年
に
至
る
と
雖
も
、
只
だ
倏し
ゆ
く
こ
つ忽た

る
が
如
し
。
大
限
の
到

來
、
定
め
て
免
れ
ざ
る
を
知
る
。
古
い
に
し
え

云
う
、「
誰た

が
人
か
肯あ

え
て
死
の
前
に
向お

い
て
休
ま
ん
」
と
。
若
し
此
を
信
得
し
及き

れ
ば
、
見げ
ん
ざ
い在

の
世
情
嗜
欲
、
好
醜
順
逆
、
種
種
未
了
の
心
、
便
ち
須
ら
く
全
體
放
下
す
べ
し
。
精
神
を
將も
つ

て
打
併
歸
一
し
て
、
只
だ
省
力
の
處
に
從

い
て
做
せ
。
惟
だ
求
む
れ
ば
日
び
に
減
り
、
求
め
ざ
れ
ば
日
び
に
增
さ
ん
。
力
を
省は
ぶ

く
處
は
便
ち
是
れ
力
を
得
る
處
な
り
。
古
人
の
學

は
原
と
是
れ
坦
坦
蕩
蕩
た
り
。
才わ
ず

か
に
拘こ
う
れ
ん攣

束
縛
す
る
こ
と
有
れ
ば
、
之
を
天
刑
と
謂
う
。
前さ
き

に
已
に
之
を
略
言
す
。
然
れ
ど
も
、
真

假
毫
釐
、
之
を
辨
ず
る
こ
と
早
き
に
在
り
、
自
ら
考
え
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
諸
君
、
果
し
て
能
く
武
公
の
學
を
好
む
が
如

く
な
れ
ば
、
愚
や
敢
え
て
蒙も
う
こ瞽
の
箴
い
ま
し
めを
忘
れ
ん
や
。
交こ
も

ご
も
相
警
勉
し
、
人
己
を
し
て
皆
な
其
の
益
を
獲え

し
め
て
、
始
め
て
以
て
細
民

に
先
ん
ず
る
に
足
り
、
始
め
て
此
の
會
の
虚
爲
ら
ざ
る
こ
と
を
信
ぜ
ん
。

総
じ
て
、
我
が
同な
か
ま盟
た
ち
は
、
七な
な
そ
じ

十
路
を
越
え
て
八や

そ

じ
十
路
に
近
い
者
が
い
る
し
、
五い

そ

じ
十
路
を
越
え
六む

そ

じ
十
路
に
近
い
者
も
い
る
。
も
う
世

俗
の
し
が
ら
み
を
脱
し
、［
人
生
の
］
舞
台
を
降
り
た
以
上
、
化
粧
を
洗
い
落
と
し
て
、
本
来
の
面
目
に
じ
っ
く
り
向
き
合
う
に
は
、
ち
ょ

う
ど
ふ
さ
わ
し
い
時
期
で
あ
る
。
も
し
こ
こ
に
お
い
て
改
心
す
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ほ
ん
と
う
に
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
過
ち
と
な
る
だ
ろ
う
。
残
念
な
こ
と
だ
。
そ
の
う
え
、
現
世
で
の
人
の
一
生
は
電
光
火
石
の
よ
う
な
も
の
だ
。
齢
よ
わ
い

百
年
に
達
し
た
と

し
て
も
、
ほ
ん
の
一
瞬
の
よ
う
な
も
の
。
死
の
到
来
は
、
け
っ
し
て
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
古
人
（
韓
愈
（
も
言
っ
て
い
る
。

「
誰た

が
人
か
肯
え
て
死
の
前
に
向お

い
て
休
ま
ん
（
死
は
決
し
て
待
っ
て
は
く
れ
な
い
（」
と
。
も
し
、
こ
の
現
実
を
心
の
底
か
ら
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
今
、
目
の
前
に
あ
る
世
俗
の
欲
望
や
、
好
き
か
嫌
い
か
、
順
う
か
逆
く
か
と
い
っ
た
、
い
つ
ま
で
た
っ
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て
も
け
り
が
つ
か
な
い
様
々
な
感
情
な
ど
、
た
だ
ち
に
丸
ご
と
す
っ
か
り
捨
て
去
っ
て
し
ま
う
べ
き
で
あ
る
。
精き
り
よ
く神
を
集
注
し
、
ほ
か

で
も
な
い
力
を
省
け
る
と
こ
ろ
（「
性
命
」、
す
な
わ
ち
本
性
の
自
然
（
に
従
っ
て
行
動
せ
よ
。
ひ
た
す
ら
求
め
さ
え
す
れ
ば
、［
欲
望
は
］

日
に
日
に
減
っ
て
い
く
が
、
求
め
な
か
っ
た
な
ら
ば
日
に
日
に
増
え
て
く
る
。
力
を
省
け
る
と
こ
ろ
（
本
性
の
自
然
に
従
う
こ
と
（
こ

そ
が
、
力
を
発
揮
で
き
る
場
な
の
だ
。
古
人
の
学
は
、
も
と
よ
り
平
ら
で
広
々
と
し
て
い
た
（
誰
で
も
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き

た
（。［
世
俗
の
欲
望
に
］
拘
束
さ
れ
た
と
た
ん
に
、
そ
れ
は
天
罰
と
な
る
。
以
前
、
す
で
に
こ
れ
に
つ
い
て
は
簡
単
な
が
ら
述
べ
た
こ

と
が
あ
る
。［
要
は
］
本
物
（
性
命
（
と
偽
物
（
欲
望
（
の
わ
ず
か
な
違
い
を
い
ち
早
く
見
極
め
る
こ
と
で
あ
り
、［
そ
れ
は
］
自
分
自

身
で
考
え
て
い
か
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
諸
君
が
［
老
い
て
な
お
］
も
し
ほ
ん
と
う
に
武
公
の
よ
う
に
学
を

好
む
な
ら
ば
、
愚わ
た
しも

決
し
て
盲
人
の
箴
言
を
止
め
る
こ
と
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
相
互
に
叱
咤
激
励
し
あ
っ
て
、
人
に
と
っ
て
も
自
分
に

と
っ
て
も
、
ど
ち
ら
に
も
益
と
な
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
貧
し
い
人
々
の
手
本
と
な
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
う
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
、

こ
の
会
あ
つ
ま
りが
無
意
味
で
な
か
っ
た
と
信
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

〇
大
限
＝
寿
数
、
死
期
。 

〇
古
云
誰
人
肯
向
死
前
休
＝
韓
愈
（
七
六
八
～
八
二
四
（
の
詩
「
和
歸
工
部
送
僧
約
」
に
、「
早
知
皆

是
自
拘
囚
、
不
學
因
循
到
白
頭
。
汝
既
出
家
還
擾
擾
、
何
人
更
得
（
一
作
向
（
死
前
休
」（『
全
唐
詩
』
巻
三
百
四
十
三
・
韓
愈
八
、

中
華
書
局
、
三
八
四
三
頁
（
と
あ
る
。　

〇
坦
蕩
蕩
＝
『
論
語
』
述
而
篇
に
、「
子
曰
、
君
子
坦
蕩
蕩
。
小
人
長
戚
戚
。」
と
あ
る
。

朱
注
に
、「
坦
、
平
也
。
蕩
蕩
、
寬
廣
貌
。」
と
あ
る
。 

〇
前
已
略
言
之
＝
「
與
李
見
亭
」
に
同
様
の
内
容
の
発
言
が
見
え
る
。

曰
く
、「
區
區
年
已
望
八
、
無
復
有
用
於
世
、
而
求
友
樂
善
一
念
、
若
根
於
心
、
老
而
彌
切
。
嘗
謂
吾
人
在
世
、
須
享
用
餘
年
。

顏
子
三
十
二
而
卒
、
三
十
二
以
外
便
是
餘
年
。
孔
子
七
十
三
而
卒
、
七
十
三
以
外
便
是
餘
年
。
若
於
此
不
知
享
用
、
營
營
逐
逐
、

尚
有
歇
不
下
念
頭
、
真
天
刑
不
可
逃
也
」（『
王
畿
集
』
巻
十
一
、二
九
二
頁
（
と
。　

〇
武
公
之
好
學
＝
武
公
は
、
春
秋
時
代
の
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衛
の
君
主
。
僖
公
の
子
。
九
十
五
歳
に
し
て
、
な
お
老
い
ぼ
れ
と
見
な
し
て
、
自
分
を
見
捨
て
る
こ
と
な
く
、
朝
夕
、
皆
で
自
分

を
戒
め
て
、
教
導
し
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
こ
と
を
指
す
。『
國
語
』
楚
語
に
、「
昔
衛
武
公
年
數
九
十
五
矣
、
猶
箴
儆
於
國
曰
、

自
卿
以
下
、
至
于
師
長
士
、
苟
在
朝
者
、
無
謂
我
老
耄
而
舍
我
。
必
恭
恪
於
朝
夕
、
以
交
戒
我
。
在
輿
有
旅
賁
之
規
、
位
宁
有
官

師
之
典
、
倚
几
有
誦
訓
之
諫
、
居
寢
有
褻
御
之
箴
、
臨
事
有
瞽
史
之
道
、
宴
居
有
師
工
之
誦
。
史
不
失
書
、
矇
不
失
誦
、
以
訓
御

之
。
於
是
作
懿
戒
以
自
儆
。
及
其
沒
也
、
謂
之
睿
聖
武
公
。」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
な
お
、『
詩
経
』
国
風
・
衛
の
所
収
の
「
淇

奧
」
は
、
武
公
の
徳
を
褒
め
称
え
た
詩
で
あ
る
。
朱
熹
『
詩
集
伝
』
に
、「
按
國
語
、
武
公
年
九
十
有
五
、
猶
箴
儆
于
國
曰
、
自

卿
以
下
、
至
于
師
長
士
、
苟
在
朝
者
、
無
謂
我
老
耄
而
舍
我
。
必
恪
恭
於
朝
、
以
戒
我
。
遂
作
懿
戒
之
詩
、
以
自
警
。
而
賓
之
初

筵
、
亦
武
公
悔
過
之
作
、
則
其
有
文
章
而
能
聽
規
諫
、
以
禮
自
防
也
、
可
知
矣
。
衛
之
他
君
、
蓋
無
足
以
及
此
者
。
故
序
以
此
詩

爲
美
武
公
。
而
今
從
之
也
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
朱
子
語
類
』
巻
八
十
一
・
詩
二
・
淇
奧
に
、「
衛
の
武
公
の
學
問
の
功
、
甚
だ

苟
も
せ
ず
。
年
九
十
五
歲
に
し
て
、
猶
お
羣
臣
に
命
じ
て
、
規
諫
を
進
め
し
む
。」（
中
華
書
局
、
二
一
〇
七
頁
（
と
、
そ
の
「
学

問
の
功
績
」
を
賞
賛
す
る
。
武
公
の
好
学
に
つ
い
て
、
王
畿
は
し
ば
し
ば
言
及
し
て
い
る
。「
東
遊
問
答
」
に
、「
衛
武
公
年

九
十
、
猶
不
忘
箴
警
。」（『
会
語
』
巻
三
（、「
火
災
自
訟
長
語
示
兒
輩
」
に
、「
嘗
聞
之
、
堯
舜
而
上
善
無
盡
、
孔
子
從
心
以
後
學

無
盡
、
武
公
老
耄
、
尚
不
忘
箴
儆
、
古
人
進
道
無
窮
之
楷
式
。」（
同
上
巻
（。「
與
陸
平
泉
」
に
も
、「
存
齋
公
好
學
不
倦
、
見
處

超
然
、
誠
睿
聖
之
資
。
…
…
公
會
間
幸
默
致
此
意
、
時
時
以
武
公
不
愧
屋
漏
之
學
相
詔
勉
、
灑
掃
庭
内
、
法
行
自
近
、
以
示
訓
於

郷
人
、
即
此
便
是
中
和
位
育
胚
胎
、
使
聖
學
彌
有
光
於
世
、
固
吾
黨
大
幸
、
亦
大
願
也
。」（『
王
畿
集
』
巻
九
（
と
見
え
る
。　

〇
蒙
瞽
之
箴
＝
「
蒙
瞽
」
は
盲
人
。
上
注
に
引
く
『
國
語
』
の
「
寢
に
居
り
て
は
褻
御
（
女
官
（
の
箴
有
り
、
事
に
臨
み
て
は
瞽

史
（
樂
官
と
史
官
（
の
導
有
り
、
…
…
。
史
は
書
く
こ
と
を
失
わ
ず
、
矇
は
誦
す
る
こ
と
を
失
わ
ず
し
て
、
以
て
之
を
訓
御
す
」

と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
王
畿
は
、
自
ら
を
「
蒙
瞽
」
に
擬
え
て
、
講
会
に
参
加
す
る
高
齢
者
た
ち
に
対
し
て
、
も
し
あ
な
た
た
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ち
が
武
公
の
よ
う
に
老
い
て
も
な
お
学
び
続
け
る
つ
も
り
な
ら
、
自
分
も
警
句
・
箴
言
を
も
っ
て
規
諫
し
、
教
導
し
続
け
る
だ
ろ

う
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
参
考
④
】「
雲
間
樂
聚
冊
後
語
」
に
、
こ
の
段
と
類
似
の
文
章
が
あ
る
。「
衞
武
公
年
九
十
、
尚
不
忘
箴
警
。
況
吾
儕
乎
。
凡
我

同
盟
、
既
脱
世
網
、
下
戯
臺
、
正
好
洗
去
脂
粉
、
覻
見
本
來
面
目
之
時
。
若
於
此
、
不
知
回
頭
、
真
成
當
面
蹉
過
、
可
惜
也
已
。

自
今
以
始
、
幸
相
與
發
箇
爲
性
命
真
心
、
從
事
於
致
知
之
學
、
時
時
握
其
機
、
入
其
竅
、
直
心
以
動
、
自
見
天
則
、
使
視
聴
不
違

其
度
、
喜
怒
不
乖
其
節
、
人
倫
上
下
遠
近
之
文
、
不
失
其
宜
。
自
性
自
養
、
自
命
自
立
、
或
出
或
處
、
做
箇
天
地
間
脱
灑
光
明
大

豪
傑
、
乃
不
爲
倖
生
耳
。
且
人
生
百
年
、
只
如
倏
忽
。
生
死
如
晝
夜
。
定
知
不
免
。
孔
氏
云
、
朝
聞
道
、
夕
死
可
矣
。
道
無
生
死
、

一
念
靈
明
、
照
徹
千
古
。
生
死
隨
縁
、
不
作
有
無
二
見
。
可
以
死
者
、
以
其
放
下
、
無
復
牽
帶
、
所
謂
通
晝
夜
之
道
而
知
也
。
誰

人
肯
向
死
前
休
。
若
信
得
此
及
、
從
前
種
種
世
情
嗜
好
未
了
之
心
、
等
於
夢
幻
空
華
、
便
須
全
體
放
下
、
攝
心
歸
一
、
斡
辦
末
後

隨
身
一
着
、
免
致
臨
期
措
手
不
迭
、
同
心
之
願
也
。
諸
公
果
能
如
武
公
之
好
學
。
愚
也
敢
忘
國
士
之
交
儆
、
始
信
此
之
會
不
虚
耳
。」

（『
王
畿
集
』
巻
十
五
、四
一
五
頁
（

［
付
記
］

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（「
基
盤
研
究
（
Ｃ
（「
王
畿
の
良
知
心
学
と
明
末
の
講
学
活
動
に
関
す
る
発

展
的
研
究
」（
代
表
者
：
小
路
口
聡　

科
研
番
号
：2（3（00（2 

（
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
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